取扱書 

よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましょラ。 


PIXIS VAN 


®TOYOTA 



このたびは、トヨタ車をお買い上げいただき、 
あ y がとうございます。 

本書は、ピクシスバンの正 U 、取り扱 t 、かたや、 

お手入れの方法などじつ t ヴ説明して t ぷほか、 

車を操作するうえで必ずずって t 、ただきた V に t 
また、万一のときの処置じつ t ゾも記載して t >ます。 

巧全で快適なカーライフをお楽しみいただくために、 

ご使用の前に必ずお読みください。 


化読！ドライ八一のみなさまへ 


特に重要な事柄でず。必ず読んでから操作、あるいは作業に取りかかってください。これ5を 
守5ないと思わめけがや事故につながったり、車を損傷するおそれがありまず。 


ま全についての表示マーク•その他の表示マーク 


本文中に記載されているマークの意味は下記の通りです。 


A 警告 

ここに記載をれていることをお巧0いただかないと、生おのち巧 
または、重大な傷害につなびるおそれびおりまず。 

お客樣自身と面囲の人々へのち巧を避けた日減がさせた0ずるため 
化ずぉ献ください。 

么ま意 

ここに記載されていることをお巧0いただかないと、おまや装摘 
品の K 障や®損につながるおそれや、正しい性能を確巧でをな 
い場合びおりまず。 

fe アドバイス 

機能の説明や操作方法の説明なかで巧っておいていただまたい 
こと、巧っておくと便利なことを説明していまず。 

ホプシヨン/グレード別装備1 

オプション、またはグレードなどによ0、装摘の有無の異なる 
頃目でず。 


ご夏まのために 


•車種によって取り扱いち法が異なる場合は、車両型式やエンジン型式を確認したラえで操作 
を行ってください。車両型式、エンジン型式は本書の「ご愛車に関するメモ」にあ5かじめ 
記入してお < と便利でず。 

♦保証および点検•整備については、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので 
お読み < ださい。 

♦お車をゆず5れる隙は、次のオーナーのために必ず本書を車に付けておいてください。 

•車の仕様変更により、本書の内容やイラストびお車と一部異なる場合びございますびご了承 < ださい。 
•本書は別冊の「六ンテナンスノート」ととをに、いつちお車に保管しておいてください。 

•ご不明な点は、ご購入先のトヨタ販売店（営業スタッフ）におたずねください。 















ご愛まに関するメ^ 


記入される記号•番号は、車検証、本ームプしートをご覧くださし、。 


ご愛車の メモ 

車名および型式 

車名： 

型式： 

車台番号 


エンジン型式 

KF- 型エンジン 

総排気量 

658cc 

車体色(番号） 


トランスミッション 

マニュアル トランスミッション 
オートマチックトランスミッション 


本ームプしートは助手席側ドアを開けたところに貞占り巧けしてあります。 

















マニュアル車には、エンジッ始動時の誤操作を防<'ためのクラッチスタートシステム 
ヴ装備されています。 

(クラツチスタートシステムー133ぺージ） 

( クラ、ソチスタートシステム J 

マニュアル車は、クラッチペグルをいっぱいまで踏み 
込まないとエンジンげななりまだん。 
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給目次 


か観 


ブしードの違い、ミ主文装備も記載しています。 


①②③ 



⑦ ⑧ 


⑨⑩⑩㈱ 
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① バックドア-85 

② リわワイパ-124 

③ リわウインドデフォッガ-124 

④ ピラーアンテナ -157 

⑥フ□ントワイパ-123 

⑥ ドア5ラ -102 

⑦ ボツネッ I -90 

⑧ けん引フック-199 

⑨ ドアの開閉-80 

⑩ スライドドア-82 

⑩タイわ交換-203 

⑩タイわの□- テーシヨン -233 

颇タイわチェーン-246 















内装 


ブしードの違い、ミ主文装備ち記載しています。 


① ②③④⑥®® ⑧⑩⑨ ⑩ 
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① ルームミラ-102 

② ルームランプロ□ント）-182 

③ サッバイザ-18日 

④ 才ーパーヘッドシ1ルフ-186 

⑥ドアの開閉-80 

⑥ 車内な5の施綻•お綻-80 

⑦ バワーピア□ック-84 

⑥シートベルト（フ□ント）-52 

⑨ シートベルト（リけ-52 

⑩ ルームランプ （ tz ンタ ー) -182 

M 室 LED 口-182 

⑩シフトしパー(マニュアル車）-137 

⑩シフトしバー(才ートマチック車）-139 

⑩バワーウインド-97 

⑩駐車ブしーキ- 127 

©フロントシ ー I -41 

饭フュ—エ J レリッドオ—プナ-96 

颇|」わシ—卜-43 




















インストルメントパネル 


ブしードの違い、ミ主文装備も記載しています。 


① ②③④ dXD ⑦ dXD ⑩ 
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① 助ず席 SRS てアバツグ-64 

② エアコン-150 

③ 才ーデイオ-157 

④ 非常点滅むつイツチ- -—------—------—- 122 

⑥フ□ントワイパー•ウォッシゎースイッチ-123 

⑥リゎワイパー-ウォッシゎースイッチ-124 

を乂一9 -108 

⑧ ライトスイッチ-119 

⑨ ち向指示スイッチ-121 

⑩ カップホルグ-187 

⑩発巧箇-197 

⑩ブ□-ブボックス-186 

颇ショッピングフック-188 

@シガライタ-184 

饭灰皿-184 

颇リわヒーターファツスイッチ-156 

⑩リゎウインドデフォッガースイッチ-124 

@ヘッドランプマニュアルしべリンブスイツチ-120 

⑩4 WD 切り琶えスイッチ-129 

涵)ホーンスイツチ-125 

⑩運転席 SRS てアバツグ-64 

留)エンジンスイツチ-じ6 

@ドア ミラー スイッチ-103 

@ボンネットオ-プナ-90 
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巧をのためにぜひを y ましよラ 


A 

必読！ 

ドライパーのみなさまへ 

ごほ用の前に、特に巧つていただきたいこと、 

巧つておいていただまたいことをまとめています。 






警告に値する項目です 

注意に値する項目です 





走行する前に . 10 

エンジンをかけるときは . 14 

走行しているとさは . 16 

尾主停まするときは- . 19 

安全な燃料給;由のために . 22 

SRS エアバッグについて . 24 

才ートマチック車について . 26 

おモさまを乗せるときは . 29 

おまを長持ちさせるには . 33 

こんなとさは . 35 






















化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧するおに 


走巧ずる巧に 

お出かけの前に巧っておいていただきたいこと、お守りいただきたいこ 
とをまとめています。 


日常点検などをかかさず行っ 
てください 

安全で快適な運転をしていただ < ために、 
日常点検-定期点お整備を実施すること 
打'ま律で義務付け5れています。 

点検•整備はベンテナンスソートじした 
巧って実施して < ださい。 

詳し<は別冊の「ベンテナンスタート」 

をご覧 < ださい。 


各部を正しく調整してくださ 
い_ 

シート、5ラー類の位置を正し<調整し 
て < ださし、。 

(シートー40ぺージ) 
(ま体各部の調整一102ぺージ) 


シートペルトはしっかりと着 
用してください 

走行する前 I 。必す'運転ち、同乗をとち全 
員びシートベルトを着用して<ださい。 
シートベルトは正し<着用しないと効ま 
巧半減したり、后険な場合ヴあります。 
化す'正しい着用方まを身にがけて < だち 
い。 

(正しい着用一50ぺージ ) 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧するおに 


妊娠中の方もシートベルトを 
着用してください 

妊娠中の方ち下記の要領でシートベルト 
を着用して<ださい。ただし、万一のと 
き腹部などに強い圧迫を受けるおそれ巧 
ありますので、シートベルトの着用につ 
いては、医師にご相談のラえ、を意事項 
を確認して < ださい。 

•腰ベルトは、むす腰骨のできるだけ低 
い位置、お腹の膨己みの下に密着ちせ 
て着用して<ださい。腰ベルト巧腰骨 
な己す'れていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、け巧をする 
おそれ巧あります。 

•肩べルトは、お腹の膨5みをちけ化す' 
胸部じ着用して<ださい。肩ベルトを 
腹部 I こヴけていると衝突したときなど 
に、腹部 I こ強い圧迫を受け、け巧をす 
るおそれなあります。 



を険物は持ち込まないでくだ 
さい_ 

車内や荷室内には、ガソリン、む油、シ 
ンナーなど①引义物の入った容器やスプ 
し一生類を持ち込まないで<だちい。熏 
発方’ス I こ引义したり容器な破損すると非 
常に危険です。 



ペダル操作が確実に巧える履 
き物を着用してください 

安全な運転をしていただ<ために、ペグ 
ル操作な確実に行える履き物を着用して 
<ださい。ペダル操作巧お実に行えない 
と、思わめ事巧につな巧るおそれ巧あり 
危険です。 


運転席足元に物を置かないで 
ください 

走行中じ空生などの動きやすい物を足元 
に置<と、ブしーキペダルの下に挟まり、 
ブしーキ操作巧できな<なったり、アク 
tz ルペダルげ戻己な<なるなどのおそれ 
巧あり后険です。 
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化 読！ ドライパーのみなさまへ 

走巧ずるおに 


運転席足元を定期的に清掃し 
てください 

フ□アマットや床面を定期的に清掃し、 
小石やゴ呈など巧たま己ないよラじして 
<ださい。また、乗車前に靴底に付いた 
小石などをよ<落とし、なるベ<車内 I こ 
持ちぶまないよ5にして <ださし、。 

足元じたまった小石やゴ5などげペダル 
操作のちまたげになったり、そのまま使 
用し続けると摩擦でフ□アマットじ巧び 
開き、ペダルげ引つななって思わめ事故 
につな丹'るおそれ巧あります。 



フ□ア マッ トは、このま（年 
式）専用の物をフロアカーぺ 
ットの上にしっかりと固定し 
て使用してください _ 

運転席にフ□アマットを敷<ときは、下 
記のことをお守り<ださい。お守りいた 
だ巧ないと、フ□アマット巧す'れて運転 
中 I こ各ペグルと干渉し、思わめスピード 
巧出たり車を停止しに<<なるなど、思 
わめ事故につなびるおそれびおり后険で 
す。 

• トヨタ純正品であってち、化車種およ 
ひ‘異なるを式①フ□アマットは使用 
しないで < ださい。 

•運転席専用のフ□アマットを使用し 
て< だちし、。 

•付属のフック（クリップ）を使って、 
常 I こしっむりと固定して<ださい。固 
定フック（クリップ）①おがおよひ'フ 
□アマットの固定方まはイラストと 
異なる場合びあります。詳しい固定方 
ミ去はフ□アマット付属の取扱書をお 
読み < ださい。 



•他のフ□アマット類と重ねて使用し 
ないで < だ'ちい。 

• フ□アマットを前後逆ちまにしたり、 
裏返したりして使用しないで < ださし、。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧するおに 


運おする前に、下記のことを確認して< 

だちい。 

• フ□アマット丹'すべての固定フック 
(クリップ）で正しい位置にしっなり 
と固定ちれていることを定期的じ確認 
し、特に洗車後は化す’確認を行って< 
だちい。 

•エンジンを停止が態にして、シフト 
しバーびマニュアル車はニュートラル、 
オートマチ'ソク車は回しンジの位置で、 
各ペグルを奥まで踏み込み、フ□ア 
7ツトと干渉しないことをお認して< 
だちい。 



荷物を積み過ぎないでくださ 

い_ 

•助手席や I 」わシートに荷物を積み重 
むないで<ださい。視界をちまたげた 
り、ブしーキをなけたときや旋回して 
いるときに荷物巧巧 a 化してイ本じあた 
るなどして、思わめけ巧や事古かこつな 
びるおそれ巧あり后険です。 

• 重い荷物を積み過ぎないで < だちし、。 
車両や走行 I こ悪い影響をおよぽし、思 
わめ事® I こつな巧るおそれなあり后陵 
です。 


巧物の積みかたにま意してく 
ださい 

• 重い荷物はなたよりのないよラに巧等 
に積んで<ださい。荷物のなたよりヴ 
あるとカーブなどで横転するおそれ丹' 
あり后険です。 

• 荷物の荷 < す'れや落下のないよラに、 
□ープなどでしつなり固定して<だち 
し、。 


タイヤ空気圧の点検をしてく 
ださい 

タイわ空気圧の点おはま的に義務付け己 
れています。 

タイわ空気圧はスペアタイわち含め、最 
低でち月に1回は点檢を行って < ださし、。 
タイわ空気圧巧極端に低い状態のまま走 
行すると、偏摩耗や早期摩耗します。ま 
た、バースト（破裂）など修理できない 
よ〇な損傷をタイわにあたえたり、思わ 
め事巧につな巧るおそれ巧あり危険です。 
タイわの点検については、別冊の「ベン 
テナンスソート」をご覧<だちい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

エンジンをかけるときは 


エンジンをかけるときは 

エンジンをかけるときに巧っておいていただきたいこと、お守りいただ 
きたいことをまとめています。 


車両後方に可燃物がないこと 
を巧認してください 

エンジン始動前 I こ、車両後方や排気管の 
周りに可燃物（枯草•紙•木ななど）巧 
ない巧確認して<ださい。可燃物なある 
ヒ排気管や排気ガス巧高温じなり、义お 
になるおそれ巧あり危険です。 



排気ガスには気を付けてくだ 
さぃ_ 

排気方スには無を-巧臭で有害な一酸化 
炭素び含まれているため、のいぶたと一 
酸化炭素中毒 I こなるおそれ巧あり后おで 
す。 

換気の悪い場巧（車庫など、周囲巧閉鎖 
ちれた場所）でエッジ’ッをなけたままに 
しないで<ださい。換気巧不十分になり、 
一酸化炭素中毒事巧を起こす危険巧あり 
ます。 

排気管はときどき点検して<だちい。排 
気管の異常（腐負じよる巧や亀裂など） 
または排気音の異常など I こ気付いたとき 
は、トヨタ販売店で点検を受けて<だち 
い。そのまま走行すると排気ガス巧車内 
に侵入するおそれ巧あり后険です。 

車内じ排気ガスげ侵入してきたと感じた 
己す<1こ換気をし、車内に新鮮な空気を 
入れて<ださい。また、ただちに卜3夕 
販売店で点検を受けて < ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

エンジンをかけるときは 


マニュアルまの場合に注意し 
ていただきたいこと 

マニュアル車じは、エンジン始動時の誤 
作動を防くためクラッチスタ-トシス 
テム巧装備ちれています。クラッチぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込まないとエッジ 
ン巧な巧りません。 

駐車ブしーキをなけ、シフトしバーを二 
ュートラル I こし、クラ'ソチペグルをいっ 
ぱいまで踏んでな5エンジンを始動して 
<ださい。 

(エンジンのかけかた一132ぺージ） 


才ートマチックまの場合にま 
意していただきたいこと 

駐車ブしーキをなけた状態でシフトしバ 
-を化す‘回しンジ'じして、ブしーキぺダ 
ルをしっけり踏みエンジンを始動して< 
ださい。 

(エンジンのかけかた一135ぺージ) 
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化読！ドライバーのみなさまへ_ _ 

走巧しているときは 

走巧しているとまは 

走行しているときになっておいていただきたいこと、お守りいただきた 
いことをまとめています。 


走行中はエンジンを止めない 
でください 

走行中にエンジンを止めると、下記のよ 
ラな現を巧起こるおそれげあります。 

• ブしーキの倍力装置びはた己なな<な 
るため、ブしーキの効きが悪<なり、 

事巧につな巧るおそれげあり危険です。 
• 各警告むヴ作用しな < なります。 

• " LOCK " の位置ではキーな抜けるお 
をれ巧あります。万ーキーな抜けると 
八ンドル巧□ックし、ハンドル操作巧 
できな<なり、事故につななるおそれ 
びあり危険です。 

• 八ンドル操作な重<なります。 

• 融媒装置を損傷するおそれ巧あります。 
万一、車巧止まらな<なったときの非常 
時は、車両の緊急停止方まにした巧って 
<ださい。 

(ま雨を緊急停止するには一221 ページ) 


下り坂ではエンジンブレーキ 
を併用してください _ 

フットブしーキに頼ると、ブしーキ巧過 
熱してブしーキの効き巧悪<なり、后険 
です。長い下り坂などではシフトグウン 
して、エンジンブしーキを併用しましよ 
ラ。 

その際には、急激なシフトダウッを避け 
て<ださい。タイわを□ックちせ、スリ 
ップなどの原因となり、事巧につななる 
おそれなあり后おです。 

また、めれた路面や、積雪お、凍結路な 
どのスリップしやすい路面では、十分速 
度を落としてシフトダウンして<ださし、。 


エンジンブレーキ 

エンジンブしーキとは、走行中アク tZ ル 
ペダルな己足を離したときにななるブし 
ーキのことです。低速ギわ I こなる I まどよ 
<効きます。 


ハンドルをぃっぱぃに回した 
状態を長く続けなぃでくださ 
い_ 

オイル潤滑不良を起こし、パワーステア 
リンブポンプを損傷するおそれびありま 
す。 
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化読！ドラ_ィパーのみなさまへ 

走巧しているときは 


雨、風の強い日には走行にま 
意してください 

雨や風の強い曰は、スピードを控え目に 
しましよラ。特に橋や±手の上、トンネ 
ルの化□、山の切通しの部分など、横風 
の発生しやすい場所では、八ンドルをし 
つなり持ち、スピードを落として走行し 
て < ださし、。 


冠水した道路を走行しないで 
ください 

冠水した道路を走行すると、エンストす 
るだけでな<、電装品のショート、エン 
ジンの破損などの重大な車両®障につな 
巧るおそれ巧'あります。 

万一、水中に浸なってしまったときは、 
化す'トヨタ販売店で点検を受けて < だち 
し、。 


洗ま後や水たまりを走行した 
あとはブレーキの効きを確認 
してください 

•ブしーキパッド巧めれていると、ブ 
しーキの効きな悪<なったり、めれて 
いない片方だけ巧効いて/\ンドルを取 
己れ、思わめ事な n こつな巧るおそれ巧 
あり后険です。 



• 础きヴ悪し4易合は、周囲の安全 I こ十分 
を意して効きな回復するまで、数回ブ 
しーキ ペグルを軽<踏んでブ しーキ 
な正常に働< ことを確認して < だちし、 


スタック（立ち往生）などし 
たときにはタイヤを高速で回 
おさせないでください 

タイわのバースト（破裂）、トランスミ 
ッシヨンなどの損傷じよる思わめ事故じ 
つな巧るおそれなあります。 

(スタック（立ち往生）したとき 
一196ぺージ） 



高速道路を走行するときにま 
意していただきたいこと 

•燃料、冷ま日水、エンジンブイルの量、 
タイわの空気圧、摩耗状態などの点検 
は特に念入りに行って<ださい。 

• 高までの急ブしーキは特に危険です。 
十分な車間距離を取って走行して < だ 
ちし、。 

• 法定速度を守って走行してくだちい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

走巧しているときは 


クラッチペダルに足をのせた 
まま走巧しないでください 

クラッチペダルに足をのせたまま走行し 
たり、必要 lil 上じ長い時間、半クラッチ 
操作を巧わないで<ださい。クラッチ巧 
早<摩耗したり、過熱し思わめ事古かこつ 
なびるおそれ巧あります。 


正しい シート 位置で走行して 
ください 

シートを倒した状態で人を乗せたまま走 
行しないで < ださい。 

また、 I 」わシートをおりたたんだが態で 
荷室に人を乗せての走行ちしないで<だ 
ちい。急ブしーキをなけたときや衝突し 
たときなどじ、生命 I こななわる重大な傷 
害を受けるおそれなあり危険です。 

人を乗せて走行するときは化す'通常①シ 
ート位置で走行して < ださい。 

(シー トー40 ページ) 


ブ レーキ ペダルに足をのせた 
まま走行しないでください 

ブ しーキ 部品げ早 < 摩耗したり、ブし一 
キな過熱し、効き巧悪<なるおそれなあ 
U ます。 


「急」の付く運転はしないで 
ください 

急激な/\ンドル操作、急発進、急加ま、 
急ブしーキや急激なエンジンブしーキな 
ど「急」①付<運転はちけて<ださい。 


後退するときは子供や障害物 
に気を付けてください 

ルームミラー、ドアミラーなどでは確 
認しに<い死角びあります。安全確認を 
しな巧己ゆつ< リ後退してくだちい。 


窓から手や顔などを出さない 
でください 

窓な己身を乗り化したり、手や顔を絶が 
に出ちないで<だちい。思わめけ巧をす 
るおそれ巧'あります。 



ハンドルの中からの操作をし 
ないでください 

走行中には"ツドルの中じ手を入れて、 
スイツチなどの操作をしないで<ださい。 
ハンドル操作のちまたげになり、思わめ 
事古かこつな巧るおそれ巧あり后陵です。 
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_ 化読！ドライバーのみなさまへ 

駐停車するときは 

駐停まずるときは 

駐停まするときになっておいていただきたいこと、お守りいただきたい 
ことをまとめています。 


長時間駐まするときに注意し 
ていただきたいこと 

エンジンを化す'止めて駐車して < だちし、。 
思わめ事® I こつなびるおそれ巧あります。 


駐停まのときはなまブレーキ 
をかけてください 

駐停車するときは、化す駐車ブしーキを 
なけ、シフトしパ'-をマニュアル車は1 
ま（上り坂）またはを退（下り坂）、ブ 
-トマチック車は回しンジ' I こ入れます。 
坂道で駐車するときは、ちらに輪止めを 
置いて駐車すると安全です。 



燃えやすい物のそばにまを止 
めないでください 

排気管や排気方’スは高温になり、可燃物 
け占草•紙-木ななど）なあると、义災 
になるおそれなあり后陵です。車の後方 
に可燃物巧あるときは、車両後端を 
30 cm じ I 上離して止めて < ださし、。 

陰間びかないと排気ガスによつて変をや 
変おしたり、义おじなるおそれ巧あり后 
険です。 

また、可燃物（枯草•紙-木がなど）① 
上で走行したり、車を止めたりしないで 
<ださい。 
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化 読！ ドライパーのみなさまへ 

駐停まするときは 


まから離れるときにま意して 
いただきたいこと 


仮旧するときは必ずエンジン 
を止めてください 


車む5離れるときは、エンジンを止め、 
駐車ブしーキをなけ、化す'ドアを跑錠し 
て < ださし、。 

車げ動き出したり、車両盗難、責重品盜 
難のおそれ丹'あります。 

また、おすちまのみを車内に残して車を 
離れないで<ださい。炎天下での車内の 
温度は、想像 U 上に高<なり危険です。 



エンジンびな巧ったが態のままで仮眠す 
ると、無意識 I こシフトしバーを動なした 
り、アク t ルペダルを踏み込んだりして、 
車の不意な発進やエンジン過熱による义 
災など、思わめ事巧につななるおそれ巧 
あり危険です。 

また、排気管な損傷していた場合、風通 
しの良<ない巧や、風向きじよっては排 
気ガスの侵入により、一酸化炭素中毒事 
古女を起こすおそれ巧あります。 
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化読！ドライバーのをなさまへ 

駐停車するときは 


高速道路で停まするときにま 
意していただきたいこと 

高速道路で、巧障などのためやむを得す' 
停車するときは道路の端じよせ、むす'停 
止表示板（停止表示む）を置いて<だち 
い。 

万一のために停止表示板（停止表示む） 
は車に常備しましよラ。高ま道路では停 
止表示板（停止表示む）の設置はミち律で 
義務付け己れています。 



高温になっている場所には触 
れないでください 

•荷物の積み降ろし時などに、手や足び 
マフラーじ 醜れないよ ラに して<だち 
し、。エンジン巧ななっているときやエ 
ンジン停止直をの マフラー は高温にな 
っているため、やけどをするおそれ巧 
あります。 

•タイわ交換時など I こ、ディスクホイ 
一 J レやブしーキ回り I こ融れないよラじ 
して<ださい。走行後のディスクホ 
イールやブしーキ回りは高温になって 
いるため、やけどをするおそれなあり 
ます。 


ターボまは走行後にアイドリ 
ングを行ってください 

高まおよび登坂走行の直後にエンジンを 
止めるときは、停車後、1分程度アイド 
リンブの状態でエンジンををやしてな己 
エンジンを止めて < ださい。 


まが雪でおおわれたときにま 
意していただきたいこと 

雪打'積ちった場巧や降雪時に駐車すると 
きは、エンジンをなけたままにしないで 
<ださい。エンジッをなけた状態で車の 
周りに雪巧積ちると、排気ガス巧車内区 
侵入し、重大な健康障害におよぷな、最 
悪の場合死こにつな巧るおそれ巧ありま 
す。 
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化読！ドライバーのみなさまへ_ __ 

巧をな燃巧給油のために 

ままな燃料給油のために 

七ルフガソリンスタンドなどで、お客様自身で燃料給油する場合にな 
つておいていただきたいこと、お守りいただきたいこと、特にミち意して 
いただきたいことをまとめています。 

よくお読みになり、安全に給;’由を巧ってください。 


必ず指定燃料をご使用くださ 
い_ 

化す'、無鉛しギュラーガソリン、または 
無範プし5アムガソリンを使用して<だ 
さぃ。 

給ミ由時に、指定ちれている燃料であるこ 
とを確認して < ださい。 

指定];!外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、輕ミ由、むミ由など）を使用 
すると、エンジンの始動性巧悪<なった 
り、 y 、 ソキッグや出力の低下などな発生 
する場合びあります。また、をのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれ巧あります。 



燃料給油時には、必ず下記の 
ことをお守りください 

燃料は引义しやすいため、やけどなど重 
大な傷喜を受けるおそれ巧あり危険です。 
返)す'下記のことをお守り < ださい。 

• エンジンは化す止めて < だちし、。 

•車のドア、窓は閉めて<ださい。 

• タバコを D 及ラなど、义気を近付けない 
で < ださし、。 



• フユーエル キゎップを開ける前に、 
化す'車体または給ミ由機などの金属部分 
I こ晒れて、身巧の静電気除ちを行って 
<ださい。 

身体に静電気を帯 a ていると、放電に 
よる义巧で引义するなどして、やけど 
①おそれ巧あり后陵です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

巧をな燃巧給油のために 


給油中に再ひ'車内のシートに晒れたり、 
座ったり、また人や物に融れると再帯 
電する場合なあります。このよラなと 
きは再 a 給ミ由機などの金属部分に晒れ 
て静電気除ちを巧って < ださい。 

フューエルキゎ、ソプを開けるなどの 
給ミ由操作は、化す'静電気除ちを行った 
方お一人で行って < ださい。 

フューエル キゎツプを開ける際は、 
化すキゎ、ソプのツマ S 部分を持ち、ゆ 
っ<りと開けて<ださい。気温巧高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力巧高< 
なり、給油□な5燃料巧吹き返すおそ 
れ打'あります。 



フューエルキわ、 ソプをかしゆるめた 
ときじ「シュー」といラ音なする場合 
は、それが上開けす'じ、その音巧止ま 
るのを確認してな己ゆっ<りと開けて 
<ださい。 

給ミ由中じ燃料なこぽれた場合はただち 
に給ミ由を止め、こぽれた燃料を巧など 
でみき取って < ださし、。 

こぽれた燃料好'車の塗装面 I こ付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面巧劣化 
するおそれ巧あります。 

給ミ由□にほなの人を近付けないで< だ 
ちし、。 


• 給油するときは、給ミ由□に y ブルを確 
実 I こ挿入して<だちし''。また、オート 
ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ 
ないで<ださい。給ミ由□け己燃料巧吹 
きこぼれるおそれびあります。 

•給ミ由機によっては、早期 I こオートス 
トップヴ作動して正常 I こ給ミ由できない 
場合びあります。ガソリンスタンド 
①係員を呼んで指示にがって < ださい。 

•給油お3後、フュー； U レキゎップを 
閉める場合「カチッ」といラ音巧一度 
するまでちに回し、確実に閉まってい 
ることを確認して < ださし、。 



•純正品の フユーエル キわ’ソプ（指 
定）じ I 外は使用しないで<ださい。 
•その他、ガソリンスタンド内に掲示 
ちれているミち意事項を守って < ださし、。 


燃料の気化ガスをのわないよ 
うにしてください 

燃料には、人体に有害な発ガン性物質を 
含んでいる物ちありますので、ごを意< 
だ'ちい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

SRS エアバッグについて 


SRS エアバッグについて 

SRS ェアバツグのぺージも併せてお読みください。 


シートベルトを着用してくだ 
さぃ_ 

SRS エアパッグの効まを発揮ちだるため、 
化す'シートベルトと併用して<ださい。 
SRS エアバッグはシートベルトを捕巧す 
るための装置でシートベルトの代わりで 
はありません。 

いざといラとき効まを発揮しないば丹り 


インストルメントパネルに物 
を置かないでください 

インストルベントパネルの上に芳香剤な 
ど物を置いたり傘を立てなけたりしない 
で<ださい。 SRS エアバッグ巧膨己んだ 
ときの衝撃で巧ばちれたり、 SRS エアバ 
ッブヴ正常 I こ作動しないおそれ巧ありま 
す。 


でな<、重大な事故 I こつなびるおそれ巧 
あります。 


修理、分解、取り外しをしな 
いでください 

修理、分解、取り外しなどをお客様自身 
で行わないで<ださい。修理の際は、最 
寄りのトヨタ販売店じご連絡<ださい。 


パッド部、インストルメント 
パネルにステツカーなどを貼 
らないでください 


パッド部、インストルソントパネル I こス 
テツカーを貼ったりカバーでおおラと、 
いざといラとき SRS エアバッグ巧正常 I こ 
作動しないおそれ巧あります。 




付きすぎたりしないで<ださい。お子ち 
まをインストルベントパネルの前 I こ立た 
せたりしないでくだちし、。 

また、インストルベントパネル I こちたれ 
巧巧5ないで<ださい。 SRS エアバッグ 
巧膨己んだときの衝撃で重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 
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化読！ドライ パーの みなさまへ 

SRS エアバッグについて 


チャイルドシートは正しく取 
り付けてください 

助手席 I こべビーシートを取り付けたり、 
チゎイルドシートを後ろ向きじ取り付け 
ないで<ださい。 SRS エアバッグ巧膨5 
んだとき①衝撃で重大な傷害を受けるお 
それびあります。 

やむを得す'助手席 I こチゎイルドシートを 
取り付けるときは SRS エアパ’ソブな5イ本 
を遠ざけるためにシートを一番後ろの位 
置 I こし、化す前向き I こ取り付けて<だち 
い。 

なお、取り付け巧を I こついては、化す'チ 
わイルドシートの適用を件をご確認<だ 
ちし、。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

才ートマチック車について 


才ートマチックまについて 

才ートマチックまの運転のぺージも併せてお読みください。 


オートマチックまの特性や操 
作上でま意していただきたい 
こと _ 

オートマチック車には、い<つなの特性 
巧あります。思わめ事故につなびるおそ 
れびありますので、正し<理解し、操作 
する習慣を身 I こがけて < ださい。 


クリープ現象 

エンジンヴ巧なつているとき、シフトし 
バー巧回、回しッジ];!外の位置では、動 
力巧つなげった状態 I こなり、アク t ルぺ 
ダルを踏まな<てわゆっ<りと車な動き 
江!します。 

停車中は平坦路であってち車巧動なない 
よラ I こブしーキペグんをしつなりと踏み、 
化要に応じて駐車ブしーキをなけて < だ 
さし、。 


キックダウン 

走行中にアクわんペダルを踏み込むと、 
自動的に低まギわに切り菅わり、エッジ' 
ンの回転数抒'上なり、急加まします。 

滑りやすい路面やカーブ走巧中では、急 
激なアク tz ルペグルの操作はちけて<だ 
さし、。 


エンジンをかける前にペダル 
の位置を確認してください 

ペダルの踏み間違えびないよラに、ち足 
でアク tz ルペダルおよびブしーキペグ 
ルの位置を確認し、化すシフトしバーな 
回しンプ①位置になっていることを確認 
して < ださい。 


ブレーキペダルは右足で操作 
してください 

ブしーキペグルはアク tz ルペダルと同 
じち足で操作する習慣を身に付けて<だ 
ちい。左足で①ブしーキ操作は、緊急時 
①反応丹'遅れるなど、思わめ事巧 I こつな 
巧るおそれびあり危険です。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

才ートマチックまについて 


スタートするときはブレーキ 
ペダルを踏んだままシフトレ 
バーを操作してください 

シフトしバーびどの位置 I こある巧をシフ 
卜しバーまたはソーター内のインジクー 
ターを化す'目で見て確認し、化す'ち足で 
ブしーキペダルをしつ巧りと踏んだまま 
シフトしバーを操作して<だちし、。特 I こ 
エンジン始動直後やエアコン作動時など 
は、クリープ現を巧強<なるためよりし 
つなりとブしーキペグルを踏んで<だち 
い。 

また、アク tz ルぺダんを踏んでのシフト 
しバー操作はしないで<ださい。車巧急 
発進し、思わめ事巧につな巧るおそれげ 
あり后険です。 

(運転のしかた一142 ぺージ) 



走巧中はシフトレバーを回レ 
ンジの位置に入れないでくだ 
さい_ 

走行中はシフトしバーを画しンジ' I こ入れ 
ると、エンジンブしーキな全<効巧す'思 
わめ事巧の原因となります。 

また、下り坂などではむす'シフトダウン 
をして、エンジンブしーキを使って<だ 
ちい。ブしーキペグルを踏み続けること 
はやめて < だちい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

才ートマチック車について 


坂道などでま意していただき 
たいこと 

あ道などでは、シフトしバーを◎しッジ、 
回しッジまたは回しンジ I こ入れたまま惰 
性で後退したり、回しンジ I こ入れたまま 
惰性で前進することは絶がにやめて < だ 
さし、。 

エンストを起こし、ブしーキの効き巧悪 
<なったり、 A ンドルな重<なるなど、 
思わめ事®やが障の原因となるおそれ巧 
あり后険です。 


駐停まするときは _ 

駐停車するときは、化すシフトしバーを 
回しッジの位置にし、しつ巧りと駐車ブ 
レーキをなけて< ださし、。 

また、車丹'完全に停止するまでシフトし 
パーを回しッジには入れないで<ださい。 
トランスミッション I こ重大な損害をあた 
えると共 I こ、車巧コント□ールを失い思 
わめ事巧につな巧るおそれ巧あり危險で 
す。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


お子ままを柔せるときは 


ドアの開閉は、大人が注意し 
ながら操作してください 


お子さまは大人と一緒に後部 
座席にお座りください 


ドアを閉めるときなど、特 I こお子ちまの 
手や足を挟まないよラを意しましよラ。 
開閉、胞錠は大人巧行って<ださい。 

(ま体各部の開閉一76ぺージ） 



お子ちまのいたす'51こよる車の発進、义 
災など思わめ事巧巧起こるおそれ巧あり 
危険です。また、お天下での車内の温度 
は想像1^1^上1こ高<なリ、危険です。 

化す'おすちまと一緒 I こ車を離れて < だち 
し、。 


助手席ではおすちまの動作げ気になり、 
運転のちまたげになるだけでな<、お子 
ちまげ運転装置に晒れて思わめ事®につ 
な好るおそれ巧あり后険です。 

また、ち一のとき、おすちま丹'イン:;^卜 
ルベントパネルに頭を巧つけたり、放り 
化ちれるおそれだあります。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


お子さまを荷室に乗せたり、 
遊ばせないでください 

荷室は、シートのが態にななわ5す'人巧 
乗る構造になっていないため、絶が I こお 
子ちまを乗だないで<ださい。急ブし一 
キをなけたときや衝突したときなどじ、 

身イネ巧'巧ばちれ、重大な傷喜 I こおよぷな、 
最悪の場合死こにつな巧るおそれなあり 
ます。 

また、停車中であってちおすちまを荷室 
で遊ばせないで < ださし、。 



お子さまにもシートベルトを 
着用させてください 

•お子ちま I こち化す'シートべん卜を着 
用ちせて<ださい。急ブしーキ時など 
体丹'固定ちれす大変盾陵です。 

また、お子ちまをひざじ抱いて走行し 
ないで<ださい。ひざの上でお子ちま 
を抱いていてち、衝突したときなど十 
分 I こ支えること巧できす'、おすちまな 
重大な傷害におよぷ巧、最悪の場合死 
こにつな巧るおそれ巧あります。 

•シートベルト丹'首やあごに当たる場 
合や腰骨にけな5ないよラな小ちなお 
子ちまじは、チゎイルドシート、ジ 
ュニアシートを使用して<ださし、。 
通常のシートベルトでは衝突のとき 
首などに強い圧迫を受け、け巧をする 
おそれなあり危険です。 

また、ひとり座りのできない小さなお 
子ちまはベビーシートを使用して< 
だちい。 

•ベビーシート、チわイルドシート、 
ジュニアシートは、おすちまのを齢 
や体巧 I こ合わせて還んで < ださい。 

(チャイルドシートー55ぺージ） 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


•ベビーシート、チゎイルドシート、 
ジュニアシートを取り付けたときは、 
確実に取り付け5れていることを確認 
して<ださい。取り付け要領は、それ 
ぞれのシートに付属の取扱説巧書をよ 
<読んで < ださし、。 

• おすちまを乗だていないときでちべビ 
—シート、チゎイルドシート、ジュ 
ニアシートは、しつなりとシートに 
取り付けるな、荷室へ収納して<だち 
い。 

シート巧5取り外したが態で室内に放 
置すると、ブしーキをなけたときなど 
に乗員や物などに当たるなどして思わ 
め事®につな巧るおそれ巧あります。 


シートベルトでお子さまを遊 
ばせないでください 

お子ちまをシートベルトで遊ばせないで 
<ださい。万ーシートベルトな首 I こ巻き 
付いた場合、窒息などの重大な傷害を受 
けるおそれびあり危険です。 

誤ってそのよラな状態 I こなってしまい、 
シートベルトのバックルも外だない場合 
は、はちみなどでシートベルトを切断し 
て < ださし、。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

お子さまを柔せるときは 


チャイルドシートは正しく取 
り付けてください 

助手席 I こべビーシートを取り付けたり、 
チゎイルドシートを後ろ向きじ取り付け 
ないで<ださい。 SRS エアバッグ巧膨5 
んだとき①衝撃で重大な傷害を受けるお 
それびあります。 

やむを得す'助手席 I こチゎイルドシートを 
取り付けるときは SRS エアパ’ソブな5イ本 
を遠ざけるため I こシートを一番後ろの位 
置 I こし、化す前向き I こ取り付けて<だち 
い。 

なお、取り付け巧を I こついては、化す'チ 
わイルドシートの適用を件をご確認<だ 
ちし、。 



パワーウインドはお子さまに 
操作させないでください 

パワーウインドは大巧強い力で開閉しま 
すので、開閉するとき、手•腕•頭•首 
などを挟んだり巻き込んだりして、重大 
な傷喜を受けるおそれ巧あり后険です。 
パフー ウインド ON - OFF スイ'ソチを 
"OFF" じすると、運転席ウインド 丹ラ 
ス L 乂外は開閉できな<なります。お子ち 
まを乗せているときは、パワーウインド 
ON-OFF スイツチを " OFF" Iこして<だち 
し、。 



お子さまが窓から手や顔を出 
さないようにま意しましよう 

走行中に限己す'、おすちまげ窓な己手や 
顔を化さないよラ I こを意しましよラ。思 
わめけなをするおそれ巧'あります。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

おまを長持ちさせるには 


おまを長持ちませるには 


点検整備を巧いましょう 


エンジン;をが水温がほい間 
は、エンジンに負担のかかる 
運転をさけてください 


車は日頃の管理な大切です。安全、快適 
にご使用いただ<ため、化す'実胞して< 
だちい。 

• 日常点お 
• 新車時点お 
• 定期点検 

• 定期交換部品の交換整備 
これ己の点検整備はミち令で定め5れてい 
るものと、トヨタ巧お奨するちのに基づ 
し、ています。 

詳し<は別冊の「ソンテナンスタート」 
をご覧 <だちい。 


巧岸地帯、ま結防止剤を散巧 
した道路を走巧したあとは 

海岸化帯や凍結防止剤を散巧した道路な 
どを走行したあとは、早め I こ洗車をして 
<ださい。特じ車巧の下回り、足回りは 
念入りに洗車して<ださい。洗車をせす' 
に放置すると腐食の原因となります。 

腐食巧'進行すると、ブしーキや燃料、ブ 
イル、エアコンなどの配管類な己の液漏 
れ、乃ス漏れじつなびるおそれげありま 
すので、早めの洗車ととち I こ定期的な点 
検整備を実施して < ださい。 


• エンジン)ちま日化温な低い間は、急激な 
空ぷなし-急加速-高速走行をちけた 
運起でエンジンを暖機ちせて < ださい。 
暖機不足の状態で、急激な空ぷなし- 
急加ま•高速走行をすると、エンジン 
I こ悪い影響をあたえたり、軸媒装置の 
損傷の原因じなるおそれなあります。 

• 暖機は水温表示むな消むすれば十分で 
す。 


無鉛ガソリンのみ使用してく 
ださい 

必す'、巧鉛しギュラー方ソリン、または 
無鉛プしミアムガソリンを使用して<だ' 
ちし、。 

給油時に、指定ちれている燃料であるこ 
とを確認して < ださし、。 

指定外の燃料（粗悪なガソリン、アル 
コール系燃料、軽ミ由、むミ由など）を使用 
すると、エンジンの始動性な悪<なった 
り、タツキングや化力の化下など巧発生 
する場合巧'あります。また、そのまま使 
用していると、エンジンや燃料系部品を 
損傷するおそれなあります。 
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化読！ドライ八一のみなさまへ 

おまを長持ちさせるには 


まの改造や自己流の調整はし 
ないでください 

• 車の性能や機能に適ちない部品を装着 
したり、自己流のエンジン調整や配線 
などを行わないで<ださい。正常な性 
能を発揮できななったり、故障や义災 
など思わめ事巧につな巧るおそれなあ 
ります。 

• 国±交通省 I こ届け化をした部品じ I 外の 
物を装着すると、違を改造じなること 
丹'あります。 

•ガラス面に、着色フイルムやステツカ 
一などを貞占り付けないで<ださい。運 
転のちまたげじなり危険です。特じフ 
□ント方'ラスおよびフ□ントドア左 
ちのガラスへのおり付けはミち令で禁止 
ちれています。 

•タイわを交換するときは、指定た(外の 
物を装着しないで<ださい。また、ホ 
イール、ホイール取り付けナットを交 
換するときは、この車専用し乂外の物を 
装着しないで<ださい。性能や機能に 
支障をきたし、安全な走行巧できな< 
なります。交換するときは、トヨタ販 
売店にご相談 < ださい。 

• 無線機やトヨタ純正部品な外の電装品 
などの取り付け、取り扱い方ミち巧適切 
でない場合、電子機器部品に悪影響を 
およぽしたり、巧障や义災など思わめ 
事故につなげるおそれ巧あり危険です。 
トヨタ販売店にご相談<ださい。 

• バッテリー端すじトヨタ純正部品外 
の 電装品や アース 線を直接つなげない 
で<ださい。バッテリーあ巧りや义災 
など思わめ事な: I こつななるおそれ巧あ 
り后険です。 


• お客様自身でのハンドルの取り外しは 
しないで<ださい。"ンドルじは SRS 
エアパッグ巧内蔵ちれているため、不 
適切 I こ扱ラと誤作動 I こつな巧り、重大 
な傷害を受けるおそれ巧あり危険です。 


純正部品を使いましょう 

部品を交換する場合は「トヨタ純正部 
品」のご使用をおすすめします。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

こんなときは 


こんなとまは 

警告なが点な、点滅したとき 

警告む類巧異常を巧5せたとき、そのま 
ま走行すると危険な場合巧あります。安 
全な場所に停車し、正しいの置を行って 
<ださい。 

(警告な一113ぺージ） 


才ーバーヒートしたとさ 

水温警告なな点滅したときは、オーバー 
ヒート巧'考え己れます。そのとき エッジ 
ンルーム またはボンネットヴ己熏気巧化 
ている 場合は、絶 巧に エンジンルーム ま 
たはボンネットを開けないで<ださい。 
また、あわてて ラジエーター キ わ’ ソプを 
外ちないで<ださい。熱湯巧吹き化し、 
やけどをするおそれ巧あります。 

(才ーバーヒートの処置一209ぺージ） 


エンストしたとき 

エンストしたときは落ち着いて操作して 
<ださい。 

ブしーキの倍力装置やパフーステアリン 
ブ装置巧作動しな<なり、ブしーキのタカ 
きな'悪<なったり、ハンドル巧重<なっ 
たりします。この場合、制動力などなな 
<なったわけではありませんので、通常 
よリカを入れて/\ンドルやブしーキを操 
作して < ださい。 


パンクしたとき 

走行中にパンクやバースト（破裂）をし 
たときは、 A ンドルをしっなり持って 
徐々にブしーキをなけてスピードを落と 
して<だちい。急ブしーキをなけると A 
ンドルを強<取己れ后険です。 

(タイヤの交換一203ぺージ） 


巧下に強い衝撃を感じたとき 

車体の床下 I こ強い衝撃を感じたときは、 
すぐに安全な場所に車を停車し、下回り 
を点検して < ださい。 

ブしーキ液や燃料の漏れ、損傷など巧見 
つなった場合はそのまま運転すると思わ 
め事®じつななるおそれなあります。卜 
ヨタ販売店で点検を受けて < ださい。 


いつもと違うとき 

化面にミ由やミ夜の漏れたあと巧残つている 
ときや、異臭、異音、振動などに気付い 
たときは、車 I こ異常のおそれ巧あります。 
このよラなときは、トヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 
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化 読！ ドライパーのみなさまへ 

こんなときは 


車両の火災につながるおそれ 
があるため、下記の点にま意 
をしてください 

•灰皿を使用したあとは、マッチ、タパ 
コ①义を確実に消し、化す'閉めて<だ 
ちい。义災 I こなるおそれ丹'あり危険で 
す。 

•車巧（特にインストルベントパネル 
の上など）じ、ライターなどの発义物 
や炭酸飲料を置なないで<だちい。車 
内巧高温 I こなり义災や爆発につながる 
おそれ巧'あり后険です。 

• ライターを車内（ブ□-ブボックス 
内など） I こ放置したままにしないでく 
だちい。荷物を押し込んだときや、シ 
ートを動なしたときじ、ライターの操 
作部巧誤作動し、义が I こなるおそれび 
あり后陵です。 



•ウインドガラスには吸盤を付けない 
で<ださい。また、インストルベント 
パネルの上 I こ芳香剤などの容器を置な 
ないで<ださい。吸盤や容器巧しンブ 
のはた5きをして、义おになるおそれ 
巧あり危険です。 



• シんバーをなどの金属熏着フイルムを 
曲面方ラスにおった場合は、ドアやウ 
インドガラスを開けたまま放置しな 
いで<ださい。ドアやウインド乃ラ 
スを開けたまま放置すると、直射日光 
巧曲面ガラスの内側に反射し、しンブ 
のはた5きをして、义おになるおそれ 
巧あり危険です。 

• エンジン 始動前に エンジン ルームに 
可燃物の置き忘れ丹'ないことを確認し 
て<ださい。特に長期間使用しななっ 
たときは、 エンジン ルーム I こ小動物 
や鳥類びちち込んだか巧などの可燃物 
びないことを確認して<ださい。車両 
の义災 I こつなびるおそれヴあり危険で 
す。 

また、走行中にエンジンルーム巧5 
こげた臭い丹'するときは、ただちに安 
全な場所 I こ停車し、トヨタ販売店にご 
連絡< ださい。 
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化読！ドライパーのみなさまへ 

こんなときは 


こんな点にもま意をしてくだ 
さぃ_ 

• が天下での駐車は高温になりますので、 
ベガネなどを車内じ放置したり、小物 
入れなどに入れたままにしないで<だ 
ちい。お天下では車内巧高温 I こなるた 
め、しンブやフしーム、耐熱性の化い 
物は、をお-ひひ'割れを起こすこと巧 
あります。 

•車内じ飲み物をこぽしたり、雨水など 
ヴ巧け己ないよラを意して < ださい。 
インストルベントパネんやドア、フ 
□ア下など I こあるスイツチや電気部品、 
配線類の®障の原因となったり、車両 
义災につな巧るおそれげあり危険です。 
万一、飲み物、雨水など巧な巧った場 
合は、すみやなにトヨタ販売店にご相 
談< だちい。 

•インストルベントパネルの上に物を 
置いたまま走行しないで<ださい。運 
おちの視界をちまたげたり、発進時や 
走行時に動いて思わめ事巧 I こつななる 
おそれ巧'あります。 

•運転者は/\ンブフリーた I 外の自動車 
電話や携帯電話などを走行中に使用し 
ないで<ださい。電話をなけるときや 
電話巧な巧ってきたときじ、を意が電 
話機に向いてしまい、思わめ事巧につ 
な巧るおそれ丹'あり危険です。 

A ンブフリー外の自動車電話や携 
帯電話を運転ち巧使用するとぎは、安 
全な場所に停車して巧己使用して < だ 
ちし、。 


•運転者は走行中、テしビを見たり、力 
ーナビヴーシヨンを操作しないで< 
だちい。思わめ事巧につな巧るおそれ 
びあります。 

，リわシートの調整および収納が態な 
己元じ戻したときはむす'□ック巧なな 
ったことを確認して<だちい。□ック 
びななっていないと、急ブしーキ時な 
ど I こ背ちたれび倒れたり、荷室内の物 
な飛び化すなど、生命にななわる重大 
な傷害を受けるおそれなあり危険です。 

• タイわは4輪とも指定ヴイブで、同一 
ヴイブ、同ーベーカー、同一銘柄およ 
び同ートしツドパターン（溝模様） 

の物を装着して < ださい。 


ま止めなどに注意をしてくだ 
さぃ_ 

下記のよラな場合じは、：ポイラー、大 
型バンパーなどを損傷するおそれ巧あり 
ますので、十分じを意して<ださい。 

• 車止めのある場所への駐車 
• 路肩に沿っての駐車 
• 路肩など段差のある場所への乗り降り 
• 凹凸やわだちのある道路の走行 
• <ぽみ（巧）のある場巧の通過 
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MEMO 
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まを装備 


まを運拉するラえで実員の巧ををな護するための 
装備について説明しています。 


■シ ー h ■ ABS 


正しし、運転姿勢 - 

-40 

ABS 拒 BD 機能付） - 

-71 

フ□ント シート - 

-41 



リゎシト - 

-43 



フつ、ソトシ ト - 

- 49 




■ シートベルト 

正しい着用-加 

3点'式シートベル!-已2 

プリ テンシヨ ナ ー& フ オース 
リ5ッター機憧付シートベルト---已4 

■ お子ちま専用シート 

チわイ J レドシ ー I -已已 

チゎイルドシートの選 a なた-----已7 
チゎイルドシートの固定のしなた----已〇 

■ SRS エアバッグ 

SRS エアバッグ-已4 

SRS エアバッグ警告む-70 

SRS エアバッグコンピユータ-70 
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巧を装備 

シー h 


シ—卜 


正しい運転姿敦 


ま全な運起操作を巧ラため、正しい運起 
資勢げ取れるよラに、下記のことじミ主意 
してシートを調整してくださし、。 

• ペダル類げ十分に踏み泌めること 
• 背ちたれか5背中を離すことなく、ハ 
ンドル操作ができること 
•シートベルトげ正しく着庙できるこ 
と 

•ヘッドしスト中央の高さげ百①後ち 
じなること 



A 警告 _ 

• 走行中は運転席シートの調整を絶巧に 
しないでください。シートが突が動 
き、運転を誤り思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

• シートを必要 lu 上に倒して走行しない 
でください。シートベルトの性能が 
発揮されません。正しい運転姿勢を取 
りましよラ。 

• 背もたれと背中の間にクッションなど 
を入れないでください。正しい姿勢が 
取れないばかりか、衝突したときシー 
トベルトなどの拘束保護装置の効果 
が十分に発揮されず重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 

(シートベルトー50ぺージ) 

• シートを調整するときは同乗者や荷物 
に当てないように注意してください。 
同乗者がけがをしたり、荷物をこわし 
たりするおそれがあります。 

• シートの調整は、指や手を挟まないよ 
うに十分にま意して巧ってください。 

•シートを調整しているときは、シート 
の下や動いている部分に手を近付けな 
いでください。指や手を挟みけがをす 
るおそれがあります。 
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▼調整を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• スライド調整は必ず運転前に巧い、調 
整後はシートを前後に軽くゆすり、シ 
-卜が確実に固定されたことを確認し 
てください。シートが固定されていな 
いとシートが動き、思わめ事故の原因 
となって、生命にかかわる重大な傷害 

_を受けるおそれがあり危険です。_ 

▼調整ちま 

シート下の:: I ライドしパーを引き上げな 
巧'5、前後 I こシートを：^ライドします。 



リクライニング調整 

▼調整を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• リクライニング調整は必ず運転前に行 
い、調整後は背もたれを軽くゆすり、 
背もたれが確実に固定されたことを確 
認してください。背もたれが固定され 
ていないと走行中に背もたれが動き、 
思わぬ事がの原因となって、生命にか 
かわる重大な傷害を受けるおそれがあ 

__ y 危険です。_ 

▼調整方法 

リクライニングしバ'一を引き上げな好'5 
背もたれの角度を調整します。 



A 警告 _ 

• リクライニングレバーを引き上げる 
ときは背もたれにあまリカをかけない 
でください。背もたれに強い力がかか 
つていると急に背もたれが倒れ、けが 
をするおそれがあります。 


▼背ちたれを元に戻すときは 

A 警告 _ 

• 背もたれが急に戻るおそれがあります 
ので、必ず背もたれを手で押さえなが 
ら操作してください。 
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巧を装備 

シー h 


ヘッドレストの 調整 

オプション/グレード別装備 
▼ 調碧を巧ラ前に 

A 警告 _ 

■ヘッドレストを外した状態で走行し 
ないでください。衝突時などに重大な 
傷害を受けるおそれがあり危険です。 
走行前に必ず取り付け、ヘッドレス 
卜中央が耳の後方になるように高さを 
調整してください。 

■ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効ま 

_を発揮しません。_ 

▼調整ちる 

そのまま持ち上げて調整します。 

下げるときはスト’ソパーを押しな巧己 
「カチッ」といラ音巧する位置で固定し 
て < だちし、。 

取り外すときはストッパーを押しな巧5 
引き抜きます。 



助手席前倒し機構 

オプション/グレード別装備 
〇背もたれを前に倒すとき 

ススライド し バーを引き、シートを一 
番後ろまでスライドちせます。 

2 . リクライニングしバーを矢 E 口の方向 
に動巧しな巧己、背ちたれを前 I こ倒 
します。 



A ま意 _ 

•助手席を前倒しした状態で、荷物を積 
むときは、鋭利な物が助手席の背もた 
れに当たらないようにしてください。 
背もたれの表巧が傷付くおそれがあり 
ます。 


〇背もたれを元に戻すとき 

7. そのまま背ちたれを引き上げます。 

2 . スライドしバーを操作し、シート位 
置を調整します。 
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リヤシ—卜 


A 警告 _ 

•荷室には人を乗せないでください。人 
が乗る構造になっていないため、急ブ 
レーキ時などに思わぬ事故につながる 
おそれがあります。 

•荷物はフロントシートの背もたれよ 
り高く積まないでください。後方視界 
のさまたげになるだけでなく、急ブレ 
ーキ時などに前方に荷物が投げ出さ 
れ、乗員に当たったり、荷物を損傷し 
たり、荷物に気を取られたりして、思 
わぬ事故につながるおそれがあり危険 
です。 


ヘッドレストの取りかし 

オプション/グレード別装備 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• リヤシートに人を乗せるときは、へ 
ッドレストを外したまま、または下 
げた状態のまま走行しないでくださ 
い。衝突時などに、首に大きな衝撃が 
加わり、生命にかかわる重大な傷害を 
受けるおそれがあり危険です。ヘッド 
レストはおず上げた状態で使用してく 
ださい。 

•ヘッドレストを前後逆に取り付けな 
いでください。いざというとき、効果 
を発揮しません。 


▼ 操作方法 


取り外すときは、ストッパーを押しなげ 


5引き扳きます。 


取り付けるときは、「カチ、ソ」という音 
げする位置で固定してくだちい。 
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リヤシートを格納するとき 

▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。 ブレーキを かけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 

•シートを操作するとき、または元に戻 
すときは、手や足などを挟まないよう 
にミ主意してください。また、壊れやす 
い物がないことを確認してください。 

•倒した背もたれの上、または荷室に人 
を乗せて走行しないでください。急ブ 
レーキをかけたときや衝突したときな 
どに、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 


A 注意 _ 

•背もたれを前に倒すときは、背もたれ 
が急に倒れるおそれがあります。必ず 
背もたれを手で押さえながら操作して 
ください。 


〇分割乗用タイプ 

オプション/グレード別装備 

曾アドバイス _ 

• リヤシートは左右独立して格納する 
ことができます。 


▼ 操作方ミ去 

/• リわシートのヘッドし：: I 卜を外し 
ます。 

2いンドルを引き、背もたれを前 I こ倒 
します。 



A 警告 _ 

• リヤシートの背もたれを前に倒した 
ときは、背もたれが確実に固定されて 
いることを確認してください。背もた 
れが固定されていないと走行中に背も 
たれが動き、思わめ事がの原因となつ 
て、生命にかかわる重大な傷害を受け 
るおそれがあり危険です。 


fe アドバイス _ 

• 背もたれが起きた状態などでハンドル 
の操作力が重いときは、背もたれを軽 
く前方にキ甲しながら操作してくださ 
い。 
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5シートベルトのバックんを抜き取り 


ます。 

4ベルトを引きな丹'5シートをみし持 
ち上げ、前方へ移動ちせて後席足元 
に格納します。 



A 注意 _ 

•格納するときは、必ずベルトを持って 
_操作してください。_ 

氏 マットの下 I こシートベルトのパ'、ソク 
ルを収納します。 


6. ヘッドし：^卜をデ、ソキサイドポク 
、ソト I こ収納します。 
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▼元じ戻すときは 

/. シートを①いったん斜め前へ引き上 
げ、脚を立てたあと、②後方じ回転 
移動ちせ真上な己□ックします。 



A 警告 _ 

•シートを元に戻すときは、確実にシー 
卜をロックさせてください。シートが 
固定されていないと走行中にシートが 
動き、思わめ事故の原因となって、生 
命にかかわる重大な傷害を受けるおそ 

_れがあり危険です。_ 

2. 収納したシートベルトのパ'、ソクルを 
取り化し、背もたれとシートクッシ 
ヨンの間じ通します。 


3. /\ンドルを引き、背もたれを「カチ 

、ソ」と音がするまで起ごします。 



A 警告 _ 

• リヤシートの 背 もたれを起こしたあ 
とは、 背 もたれが確実に固定されてい 
ることを確認してください。 背 もたれ 
が固定されていないと、急ブレーキ時 
などに 背 もたれが倒れたり、荷室内の 
物が飛び出すなど、生命にかかわる重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 


爸アドバイス _ 

•背 もたれを起こす 際、 ハンドルの操作 
力が重いときは、 背 もたれを軽く下方 
に巧さえながら操作してください。 
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4 . シートベルトのバックん巧む!じれな 
いよラに、バックルの表側を上向き 
にしてシートクッシヨンの上 I こ置き 
ます。 



5 . ヘッドしストを取り付けます。 


〇ベンチタイプ 
オプション/グレード別装備 
▼ 操作方ま 

7. フ□ントシートを前方いっぱいまで 
スライドちせます。 

2 . リわシートの背ちたれのシートパ' 
'ソクストッパーバンドを外します。 




4シートベルトのバックルを背ちたれ 
とシートクッシヨンの間な5抜き取 
ります。 
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5 . シートを前方へ回転ちだます。 



6 . シートベルトのバックルをマットの 
下に収納します。 



▼ 元 I こ戻すときは 

逆の手順で行って < ださい。 

A 警告 _ 

• リヤシートの背もたれを元に戻した 
ときは、必ずシートバックストッパ 
-バンドで背もたれを固定してくだ 
さい。背もたれが固定されていない 
と、急ブレーキ時などに背もたれが倒 
れたり、荷室内の物が飛び出すなど、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるお 
それがあり危険です。 

• シートバックストッパーバンドを 
とめるときは、通し位置を確認してく 
ださい。通し位置を間違えると、シー 
トベルトが正しく装着できなくな 
り、重大な傷害を受けたり、最悪の場 
合死！::につながるおそれがあります。 
シートバックストッパーバンドは 
下図のように、シートベルト® (前 
側）とシートベルト® (後ろ側）の 
間を通してフックにかけてください。 



シートベルト⑥(後側）ストッパーバンド 
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巧を装偏 


齒 



フルフラットにするとき 


分割乗用タイプ 

▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• 走行中はシートの操作を行わないでく 
ださい。 ブレーキを かけたときや衝突 
したときなどに、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがありを険で 
す。 

• フルフラットにした状態で人を乗せ 
たまま走行しないでください。急ブレ 
ーキ時など体が固定されず危険です。 


A ま意 _ 

• フルフラットにした状態で、シート 
の上を走り回らないでください。ま 
た、シートの上を移動するときは、シ 
-卜の中央を踏んでゆっくりとを動し 
てください。シートを踏み外したり、 
シートの間に足を挟んだりしてけがを 
するおそれがあります。 

• フルフラット状態は安全な場所にま 
を止めて化息するときに使用してくだ 
さい。 


▼ 操作ちま 

7. リわシートのハンドルを引き、背ち 
たれを床と水平になるまで倒します。 



之フ□ントシートのヘッドしストを 
外します。 

3 . フ□ントシートを前方へスライドち 
せます。 

4 . フ□ントシートの背もたれを I 」わ 
シートと同じ高ちになるまで倒しま 
す。 



▼ 元 I こ戻すときは 

逆の手順で操作して <ださい。 

堅アドバイス _ 

•リヤシートの背もたれを元に戻すと 
き、ハンドルは矢印の方向に引いてく 
ださい。 
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防 巧き装備 

^シートベルト 


シートペルト 


正しい着用 


運鼠者は車を運転する前に、下記のこと 
にを意してシートベルトを着用し、むす 
同乗者じち着用ちだて<ださい。シート 
ベルトは正し < 着用しないとタカ果ガ半減 
したり、危険な場合好あ U ます。 

シートベルトの使用方まを十分に理解し、 
正しい取りのいなたを身に巧けて<だち 
し、。 



•シートを調整し、上体を超こし深<腰 
なけて座ること 

•シートベルトにねじれガないこと 
•シートベルトが肩に十分ななってし、 
ること、また化す腰骨のできるだけ低 
い位置に密着ちせること 


A 警告 _ 

•シートベルトの着用は腹部をさけ、 
必ず腰骨の位置にしてください。衝突 
したときなどに腹部に強い圧迫を受 
け、シートベルトによりけがをする 
おそれがあります。 

• シートベルトの肩にかかる部分を脇 
の下にほして着用しないでください。 
シートベルトが肩に十分かかってい 
ないと衝突したときなどに体が前方に 
投げ出されるおそれがあります。 

•シートベルトの経路をさまたげる荷 
物の積みかたはしないでください。衝 
突したときなどに効まが十分発揮され 
ません。 


正常な経路 黄常 


•お子さまにも必ずシートベルトを着 
用させるか、チャイルドシートを使 
用してください。 

ひざの上でお子さまを抱いていると、 
衝突時などにお子さまをまえることが 
できず、お子さまへの重大な傷害につ 
ながるおそれがあります。 
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まを装備 に71 

シートベルト^ 


A 警告 _ 

•シートベルトは、それを着用するの 
に十分な大人の体格を持った人用に設 
計されています。 

• 1人で座ることのできない乳幼児の場 
合はべビーシート（別売）を使用し 
てくださし、。 

•シートベルトが首やあごに当たった 
り、腰骨にかからないような体の小さ 
なお子さまの場合は、チャイルドシ 
ートやジュニアシート（別売）を使 
用してください。 

(チャイルドシート^ 55ぺージ） 
(チャイルドシートの固定のしかた 
一60ぺージ） 

• 妊娠中の方もシートベルトを着用し 
てください。ただし、万一のとき腹部 
などに強い圧迫を受けるおそれがあり 
ますので、シートベルトの着用につ 
いては、医師に相談のうえ、注意事項 
を確認してください。 

•腰ベルトは、必ず腰骨のできるだけ低 
い位置、お腹の膨らみの下に密着させ 
て着用してください。腰ベルトが腰骨 
からずれていると、衝突したときなど 
に腹部に強い圧迫を受け、けがをする 
おそれがあります。 

•肩ベルトは、お腹の膨らみをさけ必ず 
胸部に着用してください。肩ベルトを 
腹部にかけていると衝突したときなど 
に、腹部に強い圧迫を受け、けがをす 
るおそれがあります。 


A 警告 _ 

•シートベルトは1人用です。2人上 
で1本のシートベルトを使用しない 
でください。衝突時にシートベルト 
が正常に動かず、けがをするおそれが 
あります。 



• シートの背もたれを必要 iU 上に倒して 
走行しないでください。衝突時に体が 
シートベルトの下にもぐり、ベルト 
が腰骨にかからず腹部にかかることに 
なり、シートベルトによりけがをす 
るおそれがあります。 

• ハンドルやメーターに必要 LU 上に近付 
いて運転しないでください。衝突した 
ときなどシートベルトの効果が発揮 
されません。 

• シートベルト使用時、洗濯ばさみや 
クリップなどでたるみをつけないでく 
ださい。衝突時など効果を発揮しなく 
なります。 
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ca まさ装備 
^シートペルト 


A 警告 _ 

•シートベルトが巧れた場合は中性洗 
剤を使用してください。ベンジンなど 
の有機溶剤を使用すると、シートべ 
ルトの性能が落ち、十分な効果を発揮 
できません。同様にシートベルトの 
脱色や染をもやめてください。 

•シートベルトを着用した状態で万一 
事故にあった場合は、トヨタ販売店で 
シートベル!-一式を交換してくださ 
い。シートベルト自体が損傷してい 
る場合があり、性能を十分発揮できな 
いおそれがあります。 

•常にシートベルトにほつれや、擦り 
切れなどの異常がないかを点検してく 
ださい。異常がある状態で使用をする 
と衝突時に正常にはたらかず、性能を 
十分発揮できないおそれがありますの 
で、トヨタ販売店で交換してくださ 
い。 

• バックルや巻き取り装置の内部に異物 
などを入れないようにしてください。 
また、シートベルトの改造や取り付 
け、取り外しをしないでください。衝 
突時に十分な効果を発揮できないおそ 
れがあります。 



3点式シートベルト 


長さ調整の I 必要はありません。通常は体 
の動きに合わだて伸縮します巧、緊急時 
じは□ックし、体を固定します。 

A 警告 

リヤシートがベンチタイプの場合 
•シートベルトを使用する前に、シー 
トバックストッパーパンドの通し 
位置を確認してください。通し位置を 
間違えると、シートベルトが正しく 
装着できなくなり、重大な傷害を受け 
るか、最悪の場合死 t につながるおそ 
れがあります。 

シートバックストッパーバンドは 
下図のように、シートベルト①（前 
側）とシートベルト②（後ろ側）の 
間を通してフックにかけてください。 


シ-トベルト①(前側) 
/ シートベルト 



シートベルト③谁側）ストツバーパ’ンド 
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巧を装偏 CTl 

シートベルト^ 


▼着用するとき 

/. 正しい運転姿勢巧取れる位置にシー 
卜を調整します。 

2 . プしートをつ巧んでゆっ<リ引き出 
し、ベルト巧ねじれていないことを 
確認したのち、バックルの中にプし 
ートを「カチツ」と音巧するまで差 
し込みます。 



A 警告 _ 

•肩部ベルトは、脇の下に通して着用し 
ないでください。ベルトが十分肩にか 
かっていないと十分な効まを発揮しま 
せん。 


A ま意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルをお理にこじらないでくださ 
い。 


3 . 腰部べん卜は化す'腰骨のできるだけ 
低い位置 I こけなるよラじし、肩部べ 
ルトを引いて腰部に密着ちせます。 




▼外すとき 

パックルのボタンを押します。ベルトは 
自動的に収納ちれますので、ねじれや引 
っ巧なりなど巧ないなを確認しな巧白、 
ベルトやプしート I こずを添えてゆつ<り 
戻します。 



桂アドバイス _ 

• ベルトがロックし引き出せない場合 
は、ベルトをゆるめてからゆっくり引 
き出してください。それでも引き出せ 
ない場合は、一度ベルトを強く引いて 
からベルトをゆるめ、もう一度ゆつく 
り引き出してください。 
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巧を装備 

シ ー h ベルト 


プリテンシヨナ ー& 

フォースリミッター 機構付 
シートベルト 


フロントシート 

A 警告 _ 

•プリテン シヨ ナ ー& フ ォース リミッタ 
一機構付シートベルトは絶対に取り 
外さないでください。また、分解、改 
造もしないでください。 

• 下記のような場合は必ずトヨタ販売店 
にご相談ください。お客様自身で巧う 
と、プリテンシヨナー機構が思いがけ 
なく作動するおそれがあるほか、正常 
に作動しなくなったり、誤って巻き取 
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につながるおそれがあります。 

. 車両前部を修理するとき 
• 廃車にするとき 


プリテンシヨナー機構 

前ちな5の強い衝撃を受けるとプリテン 
シヨナー機構巧作動し、シートベルトを 
瞬時に引き化み、上体をシートじしっか 
リヒ固定してシートベルトや SRS エアバ 
ツグの効果をいっそラ高めます。 

A 警告 _ 

•プリテンシヨナー機構付シートベル 
卜は一度作動すると再使用できませ 
ん。最寄りのトヨタ販売店で交換して 
ください。 


fe アドバイス _ 

•プリテンシ ヨナー 機構はシートベル 
卜を着用していなくても前方からの強 
い衝撃を受けると作動します。 


フォースリミッター機構 

前方な5の強い衝撃を受けた場合、シー 
トベルトにある一定上の荷重巧かなつ 
たときに作動し、それじ Lt 窗重がかか5 
ないよラじする機構で、乗員の胸部への 
衝撃を緩和します。 

A 警告 _ 

•フ ォース リミッター機構付シートベ 
ルトは一度作動すると再使用できませ 
ん。最寄りのトヨタ販売店で交換して 
ください。 
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_ まを装偏 

おモさま専用シート 


齒 


お子まま専用シート 



シートベルトを正し<着用できな し V 」、 ち 
なお子ちまを乗だるときは、チわイルド 
シートをご使用 < ださい。 


•お子ちまのを全のため、チゎイルド 
シートはリわシートじ取りがけて< 
だちい。 

• チわイルドシートは、シートベルト 
で固定します。 

(チわイルドシートの固定のしなた 
一60ぺージ) 

チゎイルドシートの固定ちミ去、および取 

りのい方ミ去は、各チゎイルドシートじ巧 

属の取の説巧書をお読み < ださい。 

爸アドバイス _ 

• 満6歳未満のお子さまは、チャイルド 
シートの着用が法律で義務付けられて 
います。 

•車の仕様やお子さまの年齢、体格に合 
わせて適切なチャイルドシートを選 
んでください。 

•体が十分大きく、チャイルドシート 
が不必要なお子さまは、リヤシート 
に乗せてシートベルトを着用させて 
ください。 

チャイルドシートについて 

•ここでは、べビーシート、チャイル 
ドシート、ジュニアシートの総称と 
して、「チャイルドシート」と呼ん 
でいます。 

(チャイルドシートの種類一56ぺージ) 


チャイルドシートの 
質量グループについて 


ECE R 4 がの基準 I こ適合するチゎイ j レド 
シートは、お子ちまの体重により、 5 種 
類の質量ブんープ I こ分類ちれます。 


質量 グループ 

お子さまの体重 

グループ〇 

10kg まで 

グループ0+ 

13kg まで 

グループ1 

9〜 18kg 

グループII 

15〜 25kg 

グループ III 

22〜 36kg 


• チゎイルドシート I ご関する国際的なをを基 
準です。 
















防 巧き装備 _ 

^お子さま専用シート 


チャイルドシートの種類 

〇べビーシート 

質量ブループ0、0+に相当します。 



〇チャイルドシート 
質量ブループ0+、11こ相当します。 



〇ジュニアシート 

質量ブループ I し III に相当します。 



(チゎイルドシートの質量ブループ 
につし、て一5日ぺージ) 
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_ まを装偏 

おモさま専用シート 


齒 


チャイルドシートの選びかた 


巧の適合性一覧表か5、各シート位置でどのチわイルドシートげ使巧できるなを選が 
して < ださし、。 

髮アドバイス _ 

•お子さまに適切なチャイルドシートについては、チャイルドシート製造業者、また 
は版売業者にご相談ください。 


シートベルトで取り付けるチャイルドシート適合性一覧表 

分割乗用タイプリヤシート装着車 j ■ 


質量グループ 

座席位置 

フ□ントシート 

リャシート 

助手席 

ホち巧 

0(10 kg まで） 

X 

U 

0+(13 kg まで） 

X 

U 

I (9 〜18咕） 

UF 

U 

II (15 〜 25 kg ) 

UF 

U 

IIK 22 〜3目 kg ) 

UF 

U 


♦記号の説明 

U :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴリーのチャイ 
ルドシートが取り付け可能です。 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴリーの前向き 
チャイルドシートが取り付け可能です。 

X :チャイルドシートを取り付けることはできません。 

表に記載されていないチャイルドシートを使用する場合は、チャイルドシート製造業者 
または販売業者にごホ目談ください。 
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防 巧き装備 _ 

^お子さま専用シート 


ベンチタイプリヤシート装着ま 


質量 グループ 

座席位置 

フ□ントシート 

リャシート 

助手席 

ホち席 

0(10 kg まで） 

X 

X 

0+(13 kg まで） 

X 

X 

I (9 〜18咕） 

UF 

X 

II (15 〜 25 kg ) 

UF 

X 

lll (22~36 kg ) 

UF 

X 


• t 己■のミな日月 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテゴリーの前向き 
のチャイルドシートが取り付け可能です。 

X :チャイルドシートを取り付けることはできません。 


表に記載されていないチャイルドシートを使用する場合は、チャイルドシート製造業者 
または販売業者にご相談ください。 


fe アドバイス 


•チャイルドシートを購入される際は、質量グループに一致したものを選択してくだ 
さい。 

• ECE R 44 に適合している 「 U 」 と 「 UF 」 のチャイルドシートには、下記の認可ラべ 
ルが表示されています。 

•カテゴリーの 「 UNIVERSAL 」 は、ミ凡用（ユニバーサル）チャイルドシートの認可で 
あることを表します。 



法規番号 
カテゴリー 
体重辭囲 


認可番号 


国番号 
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_ まを装偏 CTl 

おモさま専用シート^ 


にぴ円 X 対応チャイルドシート固定パ ー& トップテザーアンカーで 
取り付けるチャイルドシート適合性一覧表 


この車には 、 ISO FIX 巧応チゎイルドシート固定バ ー8 (トップテザーアンカー巧装備 
ちれていないため 、 ISO FIX 巧応チゎイルドシート固定バ ー8 (トップテザーアンカー 
によるチゎイルド シートの取り付けはできません。 


質量 グループ 

サイズ等級 

固定具 

車両旧 0 円 X 位置 

リャシート左右席 

キャリコット 

F 

に 0/ L 1 

X 

G 

に 0/ L 2 

X 

0(10 kg まで） 

E 

ISO / R 1 

X 

0+(13 kg まで） 

E 

に 0/ R 1 

X 

D 

に 0/ R 2 

X 

C 

ISO / R 3 

X 

I (9 〜 18 kg ) 

D 

ISO / R 2 

X 

C 

ISO / R 3 

X 

B 

に 0/ F 2 

X 

B 1 

に 0/ F 2 X 

X 

A 

に 0/ F 3 

X 

II (15 〜 25 kg ) 


- 

X 

IIK 22 〜 36 kg ) 


- 

X 


• t 己■のミな日月 

X :旧0 FIX が応チャイルドシートを取り付けることはできません。 


International Organization for Standardization ( 国際標準化機宿）①略 
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防 巧き装備 _ 

^おモさま専用シート 


チャイルドシートの固定の 
しかた 


A 警告 _ 

• 急ブレーキや事故の際、効果的にお子 
さまを保護するために、必ずお子さま 
の年齢や体の大きさに合ったシート 
ベルト、またはチャイルドシートを 
使用してください。 

また、お子さまをひざの上で抱いて走 
行しないでください。衝突したときな 
どに、十分に支えることができず、お 
子さまが重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につながるおそれがありま 
す。 

•チャイルドシートによっては、取り 
付けができない、または取り付けが困 
難な場合があります。必ずチャイルド 
シートに付属の取扱説明書をお読みの 
上、確実に取り付けて使用方法をおず 
りください。使用方法を誤ったり、確 
実に固定されていないと、急ブレーキ 
や衝突時などに重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死!::につながるおそれ 
があります。 

•ジュニアシートを使用しているとき 
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の 
中ムにくるようにしてください。ベル 
卜を首から離すとともに肩から落ちな 
いようにしてください。お守りいただ 
かないと、事故や急ブレーキの際に重 
大な傷害や死 t につながるおそれがあ 
り危険です。 


A 警告 _ 

•お子さまをシートベルトで遊ばせな 
いでください。乃ーシートベルトが 
首に巻き付いた場合、窒息などの重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つながるおそれがあります。 

誤ってそのような状態になってしま 
い、シートベルトのバックルも外せ 
ない場合は、はさみなどでシートべ 
>/レトを切断してください。 

•シートベルトとバックルが固定され 
ていて、ベルトがねじれていないか確 
認してください。 

•チャイルドシートを取り付けたとき 
は、チャイルドシートを軽くゆす 
り、確実に固定されているか確認して 
ください。また、シートの調整をしな 
いでください。 

•チャイルドシートはお子さまを乗せ 
ていないときでも、確実にシートを固 
定しておいてください。また、ラゲー 
ジルームに収納するときも、容易に 
動かないように収納してください。ブ 
レーキをかけたときなどに人や物に当 
たるなどして、思わぬ事故につながる 
おそれがあり危険です。 
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_ まを装偏 CTl 

おモさま専用シート^ 


A 警告 _ 

•助手席にベビーシートを取り付けた 
り、チャイルドシートを後ろ向きに 
取り付けないでください。ベビーシ 
ート、チャイルドシートの背面が、 
SRS エアバッグに近すぎるため 、 SRS 
エアバッグが膨らんだときの強い衝撃 
で生命にかかわる重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死！::につながるおそれ 
があります。 



A 警告 _ 

•やむを得ず助手席にチャイルドシー 
卜を取り付けるときは SRS エアバッグ 
から体を遠ざけるためにシートを一香 
後ろの位置にし、必ず前向きに取り付 
けてください。 


なお、取り付け可否については、必ず 
チャイルドシートの適用条件をご確 
認ください。 



チャイルドシートをリヤシートに取り付け 

たとさは 

•運転席とチャイルドシートが干渉 
し、正しい運転姿勢が確保できない場 
合は、リヤシートの助手席側に取り 
付けてください。 

(正しい運転姿勢一40ぺージ) 
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に 71 まさ装備 _ 

^お子さま専用シート 

A 注意 _ 

•標準装備のシートベルトは大人用で 
す。肩ベルトに首がかかるような小さ 
なお子さまにはシートベルトの着用 
はさけ、チャイルドシートの使用を 
おすすめします。取り付けはチャイル 
ドシートに付属の取扱説明書をよく 
読んで、確実に取り付けてください。 

•シートベルトに損傷をあたえないよ 
う、取り付けにあたっては十分注意し 
てください。 

チャイルドシートを使用しないときは 

•チャイルドシートを長時間使用しな 
い場合は、荷室に収納し、しっかりと 
固定しておくか、車両から外して保管 
してください。シートに取り付けたま 
まにしておくと、シートが変色した 
り、型くずれするおそれがあります。 


シートベルトによる固定* 

▼ 取り付けなた 

7. チゎイルドシートをリわシートに 
置きます。 

•ヘッドしスト装着車は、ヘッドしス 
卜にチゎイルドシートけ'干渉する場 
合、ヘッドしストを「カチッ」とい 
ラ音巧する位置まで引き上げるな、取 
り外してデッキサイドポクットに収 
納します。 



之プしートをつなんでゆつ < り引き江! 
し、ベルト巧むじれていないことを 
確認してなら、チわイルドシートの 
中に通します。 



* 固定のしなたは代表例です。 

まち、イラストは説日月のための物であり、実 
際のチわイルドシートのおがとは異なりま 
す。 
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おモさま専用シート齒 


3バックルの中 I ごプしートを「カチ 
、ソ」と音げするまで差し迅みます。 

A 注意 _ 

•プレートを差し込むとき、プレートで 
バックルを無理にこじらないでくださ 
い。 


4 . チゎイルドシートじシートベルト 
の固定装置げ付いていない場含は\ 
□、ソキングクリップを使用して固定 
します。 



堅アドバイス _ 

• ロッキングクリップの取り付けは、 
チャイルドシートに付属の取扱説明 
書をよく読んで、確実に取り付けてく 
ださい。 

また、ロッキングクリップの購入に 
ついては、トヨタ販売店にご相談くだ 
さい。 


fe アドバイス _ 

助手席にチャイルドシートを取り付けるときは 

•やむを得ず助手席にチャイルドシー 
卜を取り付けるときは、助手席シート 
を下のよラに調整し、必ず前向きに 
チャイルドシートを取り付けてくだ 
さい。 

• シートを後方いっぱいまでスライドさ 
せる 

• 背もたれを直立状態にする 


5 . チゎイルドシートを軽くゆすり\確 
実 I こ固定ちれていることを確認して 
くだちい。 

A 警告 _ 

•チャイルドシートを固定したあと、 
シートベルトでチャイルドシートが 
ロックされていることを必ず確認して 
ください。急ブレーキをかけたときや 
衝突したときに飛ばされるなどして、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につながるおそれがあります。 
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巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグ 



SRS エアバッグは、車両前ちな己の強い 
衝撃によ U 、 t ンサー好一定上の衝擊 
(重大な后害がおよぷよラな強い衝擊） 
を感知すると瞬時に膨5みます。 


運転席 SRS エアバッグ 


シートベルトで体を巧まするはた5きと 
併だて、運起者の頭や胸などへの衝擊を 
やわ5げる装置です。 



シートベルトで体を拘束するはた5きと 
併せて、助ま席同乗者の頭や陶などへの 
衝撃をやわ5げる装置です。 



A 警告 _ 

•シートベルトは必ず着用してくださ 
い。 SRS エアバッグはシートベルトを 
補助するための装置でシートベルト 
の代わりではありません。 

•シートベルトを正しく着用してくだ 
さい。シートベルトを着用していな 
いと、急ブレーキなどで放り出される 
と同時に SRS エアバッグが膨らんだ場 
合、強い衝撃を受け危険です。 

(正しい着用一50ぺージ) 

• シートを正しい位置に調整してくださ 
い。シートを正しい位置に調整しない 
と、 SRS エアバッグの効まを発揮させ 
ることができず、衝突したときなどに 
生命にかかわる重大な傷害を受けるお 
それがあり危険です。 

• 正しい姿勢でシートに座ってくださ 
い。正しい姿勢で座らないと SRS エア 
バッグの効まを発揮させることができ 
ません。また、運転席 SRS エアバッグ 
はハンドルに巧付きすぎると、 SRS エ 
アバッグが膨らんだときに強い衝撃を 
受け、生命にかかわる重大な傷害を受 
けるおそれがあり危険です。 

•ハンドル、インストルメントパネル 
は、絶巧に取りかしたり、分解しない 
でください。また、強い衝撃もあたえ 
ないでください。いざというときに作 
動しないおそれがあります。 


* Supplemental Restraint System (サプリべンタ 
ルしストしイントシステム）①略で、乗員 
な護補助装置の意巧です。 
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_ まを装偏 

SRS エアバッグ 


歷 


A 警告 _ 

■ SRS エアバッグは、絶対に改造や分解 
をしないでください。 

■ SRS エアバッグが膨らんだあとに、そ 
の構成部品に触れないでください。非 
常に熱くなっているのでやけどをする 
おそれがあります。 

• 助手席 SRS エアバッグについては必ず 
下記のミ主意事項をお守りください。 

•シートの前端に座ったり、インストル 
メントパネルにもたれかかったりし 
ないでください。また、お子さまをイ 
ンストルメントパネルの前に立たせ 
たり、ひざの上に抱いたりしないでく 
ださい。 

助手席 SRS エアバッグは瞬時にま室内 
に大きく膨らみますので、 SRS エアパ 
ッグが膨らんだときの強い衝掌で生命 
にかかわる重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につながるおそれがあり 
ます。 


•お子さまはリヤシートに座らせて、 
必ずシートベルトを着用させてくだ 
さい。 


A 警告 _ 

•シートベルトを正しく着用できない 
小さなお子さまは、ベビーシート、 
チャイ J レドシート、ジュニアシート 
などをリヤシートに装着して使用し 
てください。 

•助)手席にベビーシートを取り付けた 
り、チャイルドシートを後ろ向きに 
取り付けないでください。ベビーシ 
ート、チャイルドシートの背面が、 
SRS エアバッグに近すぎるため 、 SRS 
エアバッグが膨らんだときの強い衝撃 
で生命にかかわる重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死!::につながるおそれ 
があります。 





么 
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巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


A 警告 _ 

•やむを得ず助手席にチャイルドシー 
卜を取り付けるときは SRS エアバッグ 
から体を遠ざけるためにシートを一香 
後ろの位置にし、必ず前向きに取り付 
けてください。 


なお.取り付け可否については、必ず 
チャイルドシートの適用条件をご確 
認ください。 



• SRS エアバッグの展開部にステッカー 
を貼ったり、 カバーを付けないでくだ 
さい。いざというときにパッド部が開 
かず SRS エアバッダが作動しないおそ 
れがあります。 

•インストルメントパネルの上にジュ 
-スや物を置かないでください 。 SRS 
エアパッグが膨らむときの衝撃でけが 
をするおそれがあります。 




A 警告 _ 

•ステアリングパッド、インストルメ 
ントパネルの上など SRS エアバッグ展 
開部は、強くたたくなど過度の力を加 
えないでください。 

SRS エア バッダが正常に作動しなくな 
るなどして、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につながるおそれがあ 
ります。 

• SRS エアバッグの効力を十分に発揮さ 
せるため、下記の事項を必ずずってく 
ださい。 

• サスペンションを改造しないでくださ 
い。ま高が変わったり、サスペンショ 
ンの硬さが変わると SRS エアバッグの 
誤作動につながるおそれがあります。 

•ま両前部にグリルガードなどを装着 
する場合は、最寄りのトヨタ販売店に 
ご相談ください。 

•巧線機の電波などは、 SRS エアバッグ 
を作動させるコンピューターに悪影響 
をあたえるおそれがありますので、無 
線機などを取り付けるときは、トヨタ 
P お売店にご相談ください。 

• SRS エアバッグは非常に速い速度で膨 
らむため、 SRS エアバッグとの接触に 
よりすり傷、やけど、巧撲などを受け 
ることがあります。 
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_ まを装偏 

SRS エアバッグ 


盧 


A 警告 _ 

• SRS エアバッグが作動すると作動音と 
ともに白い煙のようなガスが発生しま 
すが、火災ではありません。このガス 
を吸うと、喘息などの呼吸器系を患っ 
た経緯のある方は、呼吸が苦しくなる 
ことがあります。 

この場合は、ま員が車外に出ても安全 
であることを確認して、ま外に出てく 
ださい。なお、車夕りこ出ることができ 
ない場合は、窓やドアを開けて新鮮な 
空気を入れてください。 

また、 SRS エアバッグ作動時の残留物 
(カスなど）が目や皮膚に付着したと 
きは、できるだけ早く水で洗い流して 
ください。皮膚の弱い方は、まれに巧 
膚を刺激する場合があります。 

• 衝突時などに助手席 SRS エアバッグが 
膨らむことによって、車両のフロント 
ウインドガラスが破損することがあ 
ります。 

• SRS エアバッグは一度作動すると再使 
用できません。必ずトヨタ販売店で交 
換してください。 


A 警告 _ 

• 下記のような場合は必ずトヨタ販売店 
にご相談ください。 

お客様自身で行うと、 SRS エアバッグ 
が思いがけなく作動し、故障や思わめ 
事故につながるおそれがあります。 

• 八ン ドルを取り外すとき 
• 車両前部を修理するとき 
• まや SRS エアバッグを廃棄するときは 
必ずトヨタ販売店にご相談ください。 
SRS エアパッダが思いかけず作動し、 
けがをするおそれがあります。 

• SRS エアバッダが収納されているパッ 
卜部に傷が付いていたり、ひび割れが 
あるときは、そのまま使用せずトヨタ 
照売店で交換してください。衝突した 
ときなどに SRS エアバッダが正常に作 
動せず、けがをするおそれがありま 
す。 
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巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


作動する場合 

SRS エアバッグは車両前方か己フ□ント 
バンバーに強い衝撃を受けたとき作動し 
ます。また、同時にプリテンシヨナー機 
構も作動します。 

走行中に路面などな5車両下部に強い衝 
撃を受けたときは、まれに SRS エアバッ 
ブが作動することだあ U ます。 

• 高まで縁石などに衝突したとき 


縁石など 



• 深い巧や溝に落ち込んだとき 


深い巧や溝 



作動しない場合 

下記のよラに前ちな白の衝撃巧弱い場合 
や、衝撃ガ車体により十分吸収された場 
合など、車両の損傷巧大き<てち作動し 
ないこと巧あります。 

• コンクリートの壁に約 20 km / hi ^( T © 
ま度で正面衝突したとき 



• 電柱などポール状の物じ正面衝突した 
とぎ 




• 前方約30 ‘ tA 上の角度でコンクリート 
の壁やガードしールなどに衝突した 
とぎ 
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_ まを装偏 

SRS エアバッグ 


歷 


• SRS エアバッブ警告む点む時 



• 大型トラックの後部荷台下にち<り込 
んだとぎ 



下記のよラなときち作動しないこと巧あ 
り効果を発揮しまだん。 

• 側面や後方な己衝撃を受けたとき 


• 車両巧横転、転覆したとき 



下記のよラなときは、 SRS エアバッグが 
作動しません。 

•エッジンスイ'ソチ巧 " LOCK " 、 
" ACC " ①位置のときじ衝奕したとき 
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巧を装備 _ 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグ 警告な 


ソーター巧に警告されます。 

が 

• エンジンスイツチを " ON " ①位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 

• エンジンスイツチ巧 " ON " の位置で、 
下記のシステムに異常があると点むし 
ます。 

▼ 異常灯あると点なするシステム 
• SRS エアバッグ 

( SRS エアバッグー64ぺージ） 
• プリテンシヨナー機構 

(プリテンシヨナー機構一54ぺージ） 

心ち意 _ 

点なした場合 

• ま両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにトヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


SRS エアバッグ 
コンピューター 


SRS エアバッグを制御する装置です。 



A 警告 _ 

• SRS エアバッグコンピューターは、絶 
巧に取り外したり、分解しないでくだ 
さい。 

SRS エアバッダが誤って展開したり、 
いざというときに作動しないおそれが 
あります。 

• SRS エアバッグコンピューターには、 
水、ジュースなどをかけないようにま 
意してください。 

万一こぼしたときは、ただちにふき取 
ってください。 

• SRS エアバッグコンピューターおよび 
その巧くを強くたたいたり、励ったり 
しないでください。 

• SRS エアバッグが一度作動すると再使 
用できません。トヨタ販売店で交換し 
てください。 
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ABS 


ABS * ( EBD 機能付) 


オプション/グレード別装備 
急制動時や滑 U やすい路面における制動 
時には、車輪が□ックしてち向を定性と 
操泥能力が低下すること巧あります。 
ABS は、このよラな状況下に発生する車 
輸□ックを防止して操能能力をお保しよ 
ラとする装置です。 

▼团 D 

曰 ectron に Brake force Distribution (電イ 
制動力配分制御）①略で、車両の走行状 
態や積載状態に応じて最適な制動力配分 
を巧ラ機能です。積載時のブしーキの効 
きを確保することができます。 


* A 防は、 Anti-lock Brake System (アジチ□'ソ 
クブしーキシステム）①略です。 


A 警告 _ 

• ABS を過信しないでください。 ABS が 
作動した状態でも車両の方向安定性や 
操能性の確保には限界があります。無 
理な運転は思わめ事故につながり、生 
命にかかわる重大な傷害を受けるおそ 
れがあり危険です。 

• 下記の場合などには ABS の付いていな 
い車両に比べ、制動距離が長くなるこ 
とがあり、事故につながるおそれがあ 
ります。速度を控えて十分に車間距離 
を取ってください。 

•ジャリ道、新雪路を走行しているとき 
•タイヤチェーンを装着しているとき 
• 道路の継ぎ目などの段差を乗り越える 
とさ 

• 凹凸道などの悪路を走行しているとき 
• タイヤ空気圧が適正空気圧より高いと 
きに荒れた路面を走行したとき 


堅アドバイス _ 

• ほ速（約 lOkm / h な下）では、 ABS は 
作動せず、昔通のブレーキと同じ作動 
になります。 

•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
すると、メーター内の ABS 警告口が点 
なし、数秒後に消'灯します。 

• エンジン始動後に ABS 警告灯が数抄間 
点灯しても、その後、ミ肖なすれば異常 
ではありません。ただし、同じ現象が 
再度発生した場合は、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 

• エンジン始動時や始動後の発進直後に 
エンジン ルー ムから モー ターなどの 
音が聞こえることがあります。これ 
は、システムの作動をチェックしてい 
るときの音で、異常ではありません。 
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fe アドバイス _ 

• 走行中に ABS 警告灯が点灯した場合、 
通常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ABS としての作動はし 
ません）、トヨタ販売店で点検を受け 
てください。 

• ABS の作動中および作動後は、ブレー 
キペダルが奥に入り込むことがあり 
ます。また、 ABS が正常に作動してい 
るときは、ブレーキペダルを踏むと 
ペダルがこきざみに動き「カタカタ」 

と作動音がすることがありますが、シ 
ステムの異常ではありません。 

•雨の日にマンホールのふた、橋の継ぎ 
目などの滑りやすい場所でブレーキ 
ペダルを踏むと ABS が作動しやすくな 
ります。 

•急ブレーキ時は、ブレーキペダルを 
強く踏み続けてください。ブレーキ 
ペダルをゆるめると ABS が効果を発揮 
できません。 

• 急ブレーキ時にポンピンク’' ブレーキ# 
はしないでください。ポンピンダブ 
レーキをすると制動距離が長くなりま 
す。 


* ブしーキペダルを数回に分けてこきざみじ 
踏むブしーキ①なけなち 
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MEMO 



まを運拓ずる巧に 

まを運転ずる前に必要なさ部の開巧、調壁、点巧 
について説巧していまず。 


■ 車体各部の開閉 

キ-76 

キーしスエントリ-了7 

ドアの開閉-80 

巧イドドア-82 

パフー ドア□ック-84 

キー扳き忘れ警告ブザ-8巳 

バックドア-85 

ボンネット-90 

エンジンルームの開閉-92 

フユー エ J レリッド-9 巳 

パフー ウインド-97 

ドアウインド-100 


■ 車体各部の調整 


ルー 二つ一 
ドア ミう一— 
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まを運転する前に 

™ ま巧さ巧の開閉 


ま巧を部の開巧 


キ— 


キーはエンジンの始動や停止のほなじ、 
ドアの施結、お錠など車を操作するため 
じな<てはな己ない物です。大切に管理 
して < ださし、。 

〇キーレスエントリー装着ま IU 外 

キー ナンバー 


〇キーレスエントリー装着ま 


キー ナンバー 



fe アドバイス _ 

• キーは2枚用意しています。2枚の内 
1枚は、いざというときのために予備 
として使用してください。 

• リモコンは4個まで設定することがで 
きます。 

キー ナン バー プ レー トじついて 

• お客様 1U 外にキーナンバーがわから 
ないように、キーではなくプレートに 
キーナンバーを巧刻してあります。 

• キーナンバープレートを車両 LU 外の 
場所に大切に保管してください。 

万一、キーを紛失したときに、キー 
ナンバーをトヨタ販売店にご連絡いた 
だければ、純正キーを作ることができ 
ます。 

祈空巧にまるときは 

•航空機にリモコン（キーレスエント 
リー）を持ち込む場合は、航空機内で 
"LOCK" 、 "UNLOCK " のボタンを 
押さないでください。また、かばんな 
どに保管する場合でも、簡単にボタン 
が押されないように保管してくださ 
い。ボタンが押されると電放が発信さ 
れ、航空機の運行に支障をおよぼすお 
それがあります。 
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まを運起する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 



オプション/グレード別装備 


ドアの施綻、解錠をリ亡コンで巧ラこと 
ヴできます。 


▼ 操作方ま 

ドア丹'跑錠ちれた状態で、 l 」 t コンの 
" UNLOCK " ボタンを巧すと、インジク 
ーター巧1回点滅し、すべてのドアは解 
錠ちれます。 

" LOCK " ボタンを押すとインジ'クーター 
巧1回点滅し、すべてのドアは施綻ちれ 
ます。 



堅アドバイス _ 

• "UNLOCK" ボタンを押し、ドアロッ 
クが解錠されたあと、ドアの開閉を行 
わなかった場合は約30抄後、自動的 
にすベてのドアが施錠されます。（自動 
ロック機能） 

• リモコンと車両中んの距離が約 3mjy 
上離れているときは正確に作動しない 
ことがあります。また、近くに TV 塔や 
発電所、が送局があるなど周囲の状況 
によっても正確に作動しないことがあ 
ります。 

■キーがエンジンスイッチのキー挿入 
口に差し込まれている場合、またはい 
ずれかのドアが開いている場合は作動 
しません。 

• リモコンには精密な電子部品が組み込 
まれています。故障の原因となります 
ので下記のことをお守りください。 

• 直射日光や高ミ品下に巧置しないでくだ 
さい。 

•落とすなどして、強い衝撃や圧力を加 
えないでください。 

• 水にぬらしたり、ゴミ、ほこりなどが 
入らないようにしてください。 

•まを離れるときは、ドアハンドルを 
引き、確実にドアが施錠されているこ 
とを確認してください。 

• リモコンの電ミ也寿命は、1日10回乗 
降時で約2年です。 

電ミせのミ肖巧について 

• ボタンを押しても作動しない場合や、 
著しく作動可能距離が短くなった場 
合、またはインジケーターが点滅しな 
くなった場合は、電ミ也の消'耗がちえら 
れます。早めに電ホを交換してくださ 
い。 

(リモコンの電ミ也交換一78ページ) 
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まを運転する前に 

™ ま巧さ巧の開閉 


作動完了の確認方法 

お常点滅むと室内照明により、キーしス 
エントリーの作動完3を確認することが 
でぎます。 

▼確認ちる 

ドアの施錠、解錠と連動して非常点滅打 
と室内照明（スイッチ巧 DOOR 位置のと 
き）な下表の通り作動します。（アンサ 
-バック） 

これにより、キーしスエントリーの作動 
完了を確認して < ださい。 


作動 

部位 

アンサーバック 

LOCK 時 

非常点減灯 

1回点減 

室内照明 

減光し、その後消な 

UNLOCK 時 

が常点減灯 

2回点減 

室内照明 

約15秒間点灯 


リモコンの電池交換 

• インジクーターガ点滅しな<なった場 
合は、電池の消耗巧考え5れます。 

• 電ミ也は、お客様自身で交換できますが、 
破損などのおそれがあるため、トヨタ 
販売店での交換をおすすめします。 

▼ 植用電池 I こついて 

使用電池は 「 CR 1616 巧 V )」です。 

▼ 交換ちま 

7. 傷付き的止のため、先端に巧などを 
巻いた、<ぽみに入る程度の募刃の 
©ドライバーなどを用意します。 

之用意した©ドライバーなどを<ぽみ 
に差し込み、 i」t コンのカバーを外 
します。 


U モコン 
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まを運巧する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 


3. t ジュールの裏側のカバーを外しま ▼交換したあと 

す。 1. カバーと亡ジュール、およ aijt コ 

ンのカバーを逆の手順で取り付けま 
す。 

2. スイ、ソチを押したとき、インジクー 
ター巧点滅することをお認します。 

A 注意 


4矢印の方向 I こスライドさせて、電池 
を取り化し、新しい電池と交換しま 
す。 

電池 


A 警告 _ 

•取り出した電池や部品を（特にお子さ 
まが）飲み込まないようにごま意くだ 
さい。飲み込むと、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死!::につながるおそ 
れがあります。 



•カバーをはめ込むときは、突起部から 
はめ込み、全体を均等に押さえてくだ 
さい。カバーが確実にはめ込まれてい 
ないと、水、ほこりなどが入り、故障 
の原因になるおそれがあります。 



モジュール 



カバー 


A 注意 _ 

•電池 1 U 外の部品に触れたり、動かした 
りしないでください。 

• 新しい電池は®極を上側にして取り付 
けてください。 

•電池挿入部の電極を曲げたり、モジュ 
ール内部に水やほこりなどが入らない 
ようにミ主意してください。 
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まを運転する前に 

™ ま巧さがの開閉 


ドアの開閉 


▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• ドアの開閉は確実に巧ってください。 
ドアが確実に閉まっていないと、走行 
中にドアが開き、思わぬ事故につなが 
ったり、運転者や同乗者、または荷物 
が車から投げ出されるおそれがありま 
す。 

• 走行中は絶対にドアを開けないでくだ 
さい。車外に放り出されたりして、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につながるおそれがあります。 

• ドアを開けるときは、周囲の安全を十 
か確認してください。いきなり開ける 
と後続車にぶつかるおそれがあり危険 
です。風が強いときは特にま意してド 
アを開けてください。 

•車から離れるときは、必ずエンジンを 
止め施錠してください。無人で車が動 
き出したり、車両盗難のおそれがあり 
ます。 

• お子さまに各ドアの開閉をさせたり、 
いたずらをさせないでください。思わ 
め事故の原因となり、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につながるお 
それがあります。 

• ドアを閉めるときおなどを挟まないよ 
うにま意してください。 


挺アドバイス _ 

• ドアを施錠している場合でも、まを離 
れるときは貴重品などは車の中に置い 
たままにしないでください。 


まかからの施錠、解錠 

キーを確実に差し込んでな己回します。 
キーを車両前側に回すと施錠ちれ、後ろ 
側に回すとお錠ちれます。 


ま内からの施錠、解錠 

プッシュボタンを巧し下げると施錠でき 
ます。プッシュボタンを引き上げると月军 
錠できインナー八ンドルを引<とドア巧 
開きます。 
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まを運巧する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 


まかからキーを使わな t N 施錠 
挺アドバイス _ 

• キーをま内に置き忘れないようにして 
ください。不ミち意によリキーをま内に 
閉じ込めてしまう場合があります。 

• キーを使用せずにドアを施錠するとき 
にキーを手に持っていることを確認し 
てからドアを巧める習慣を身に付けれ 
ば、ま内にキーを閉じ込めてしまうこ 
とを防止できます。 


キー閉じ込み防止機能 

キーレスエントリー装着ま 

キーを車内に残したまま、施錠すること 

を防 < 機能です。 

エンジンスイッチにキー巧差し化まれて 
いるときじ作動します。 

▼ キー聞じ化み防止機能が作動するとき 
じI下の操作をするとキー閉じ化み防止機 
能だ作動して、すべてのドア巧照綻ちれ 


〇フロントドア 

▼ 操作ちま 

プッシュボタツを押し下げ、アウター 
ハンドルを引いたままドアを閉めて施錠 
します。 



ます。 

•車内の運転席ドアのプッシュボタン 
を施結ち向に巧し下げ、運転席アウタ 
-パンドルを引いたままドアを閉め 
たとき 

• すべてのドアが施錠ちれている状態で、 
エンジッスイッチが "LOCK " または 
"ACC" の位置のときに、運転席1^1外 
のドアのプッシュボタンを車内な白 
解結し、ドアを開けて閉めたとき 

堅アドバイス _ 

• 必ずキーを携帯していることを確認し 
てから施錠してください。 


〇スライドドア 

▼ 操作ちま 

プッシュボタンを押し下げ、ドアを閉め 
て胞錠します。 
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まを運転する前に 

™ ま巧さ巧の開閉 


スライドド] 


A 警告 

走行する前は 

•スライドドアが確実に閉まっている 
ことを確認してください。半開のまま 
走行すると、ドアが全開または全閉方 
向に動き、手足や顔を挟んだり、車内 
の方が車外に放り出されるなど、思わ 
め事がにつながるおそれがあり危険で 
す。 

ドアを開閉するとさは 

•お子さまにはスライドドアの開閉操 
作をさせないでください。不意にドア 
が動き出したり、閉めるときに手- 
頭-首などを挟んだりするおそれがあ 
り危険です。 



A 警告 _ 

•スライドドアを開閉するときは、下 
記のことをお守りください。ドアで 
手•頭-首を挟むなど、思わめけがを 
するおそれがあり危険です。 

•スライドドア周辺の安全を十分確認 
してくださし、。 

•周りに人がいるときは、動かすことを 
ミロらせる「声かけ」をしてください。 
•ドアハンドルをしっかりと持ち、ス 
ライドドアのふちやその周辺に手を 
かけずに開閉してください。 


•スライドドアの レール、アーム 、お 
よびピラー部には手足をかけないでく 
ださい。 



ら手足や顔を出さないでください。 

•スライドドアは必ず全開（ストッパ 
一がかかり、固定される位置）にして 
ください。開け方が不完全で固定され 
ていないと、不意に動き出すことがあ 
り危険です。 

•スライドドアを閉めるときは指など 
を挟まないよう、十分に注意してくだ 
さし、。 
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まを運巧する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 


A 警告 _ 

傾斜化では 

•傾斜化でスライドドアを開閉すると 
きは、下記のことをお守りください。 
ドアが不意に動き出すことがあり、 
手-頭-首を挟むなど、あわめけがを 
するおそれがあり危険です。 

•スライドドアは必ず全開（ストッパ 
-がかかり、固定される位置）にして 
ください。 


•スライドドアを開けたままにしない 
でください。 



•乗り降りの途中でドアハンドルを操 
作しないでください。 

• スライドドアの開閉スピードがまく 
なりますので、ミち意してください。 


まかからの施錠 


プッシュボタンを巧し下げ、ドアを閉め 
て施錠します。 



ま内からの施錠、解錠 

プッシュボタンを巧し下げると施錠でき 
ます。プッシュボタンを引き上げると解 
錠できドア A ンドルを引<とドア巧開き 
ます。 


解錠プッシュボタン 
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まを運転する前に 

ま巧ち SB の開閉 


スライドドアの開閉 

•開けるときは、車内、または車外のド 
ア八ンドルを引いて、スライドドア 
を車両後方に操作します。 

•閉めるときは、車内、または車外のド 
アハンドルを引いて、ストッパーを 
解除ちせて巧5、スライドドアを車 
両前方に操作します。 





運転席ドアのプッシュボタッを操作する 
と、連動して助手席ドア•左ちスライド 
ドア•バックドアが施結、瞄綻ちれます。 
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まを運巧する巧に 

ま巧さがの開閉 Cl ) 


キー 抜き忘れ警告 ブザー 


エンジンスイツチにキーヴ差し込まれて 
いるとき "LOCK " または " ACC" の位置 
でいす'れなのドアを開けるとブザー（断 
続音）ガ鳴り、キーの巧き忘れを警告し 
ます。 


バック 


▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

走行するときは 

•走巧中はバックドアを閉じてくださ 
い。開けたまま走行すると、ドアが車 
外のものに当たったり、荷物が道路に 
落下したりするなど、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあり危険です。 

また、排気ガスが車内に侵入し、重大 
な健康障害や死 t につながるおそれが 
あり危険です。走巧する前に必ずバッ 
クドアが閉まっていることを確認し 
てください。 

•走巧前はバックドアを軽くゆすり、 
ドアが確実に閉まっていることを確認 
してください。走行中に突がドアが開 
き、思わめ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 

• 荷室には絶巧に人を乗せないでくださ 
い。急ブレーキをかけたときや衝突し 
たときなどに、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につながるおそれ 
があり危険です。 
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まを運転する前に 

ま巧ち SB の開閉 


A 警告 _ 

おモさまを乗せているときは 
•お子さまにはバックドアの開閉をさ 
せないでください。不意にドアが動い 
たり、閉めるときに頭をぶつけたり、 
首や手を挟んだりするなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死!::に 
つながるおそれがあります。 



• 荷室でお子さまを遊ばせないでくださ 
い。誤って閉じ込められた場合、熱身寸 
病になるなどして重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死!::につながるおそれ 
があります。 


A 警告 _ 

バックドアを開閉するときは 

•バックドアの開閉や荷物の出し入れ 
をするときは、下記のことをお守りく 
ださい。ドアで頭をぶつけたり、首や 
手を挟むなどして重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につながるおそれ 
があります。 

•バックドア周辺の安全を十分確認し 
てください。 

•周りに人がいるときは、動かすことを 
ミロらせる「声かけ」をしてください。 

•バックドアのふちやその周辺に手を 
かけずに開閉してください。 

•バックドアは必ず全開で静止させて 
ください。開け方が不十分だと、ドア 
が不意に閉まるおそれがあります。 

•バックドアを閉めるときは自分や周 
りの人の指などを挟まないよう、十分 
に注意してください。 

• 強風時の開閉にはま意してください。 
風にあおられて、ドアが勢いよく開い 
たり開じたりするおそれがあります。 
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まを運おずるおに 

ま巧さがの開閉^ 


A 警告 _ 

• 傾斜地での開閉にはま意してくださ 
い。平坦な場所よりもバックドアが 
開閉しにくかったり、急にドアが閉じ 
たり開いたりするおそれがあります。 
ドアを開けたときは必ずを開で静止し 
ていることを確認してください。 



りついた雪や氷などの重量物を取り除 
いてください。開いたあとに重みでド 
アが閉まるおそれがあります。 

• エンジンをかけたまま荷物の出し入れ 
をするときは、排気管の後方に立たな 
いでください。排気熱でやけどをする 
おそれがあります。 

•バックドアをまえているダンパース 
テーを持ってドアを閉めたり、ぶら下 
がったりしないでください。手を挟ん 
だり、ステーが破損したりして、思わ 
め事故につながるおそれがあります。 

•バックドアにトヨタ純正用品 iU 外の 
アクセサリーを取り付けないでくださ 
い。ドアの重量が極端に重くなると、 
開けた時にステーが支えきれなくな 
り、不意にドアが閉まるおそれがあり 
ます。 


A ま意 _ 

ダン パーステーについて 
■バックドアには、ドアを支えるため 
のダンパーステーが取り付けられて 
います。ステーの破損や作動不良を防 
ぐため、下記のことをお守りくださ 
い。 

•ステーに手をかけたり、横方向の力を 
加えたりしないでください。 

• ビニール片、ステッカー、粘着材など 
の異物をロッド部（メツキの棒部）に 
付着させないでください。 


n ッド部 



• 繊維などの付着を防ぐため、ロッド部 
を軍手などで触らないでください。 
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まを運転する前に 

ま巧ち SB の開閉 


A ま意 _ 

ストライカーパーについて 
■バックドアを閉めるときはストライ 
カーバーに異物がかみ込まないよう 
にしてください。 

バーが破損し、バックドアが閉まら 
なくなるおそれがあります。 



ま内からの施錠、解錠 

〇バックドア連動パワードア 
ロック 

運転席ドアのプッシュボタッを操作する 
と、連動してバックドア巧施錠、お錠ち 
れます。このとき助ま席ドア、スライド 
ドアち同時に施錠、醒錠ちれます。 

▼ 胞捉ちま 

運転席ドアのプッシュボタンを押し込む 
と施錠できます。 

▼ お捉方ま 

運転席ドアのプッシュボタンを引き上げ 
ると解錠できます。 


車かからの施錠、解錠 


▼ 随おちま 

キーを差し込み、ちに回すと施錠します。 




▼ 解おちま 

キーを差し込み、左に回すとお錠します。 
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まを運巧する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 


バックドアの開閉 

▼開けるとき 

解錠したあとでアウターハンドルを引し、 
て、バックドアをゆっ<りといっぱし、ま 
で持ち上げます。 



▼ 閉めるとき 

バックドアストラップバンド無し車 

/. バックドアを途中までゆつ<りと下 
げます。 

2. バックドアを上な5手で押ちえつけ 
るよラに閉めます。 

3. 半ドアでないことを確認します。 


バックドアストラップバンド付きま 

1 . バックドアストラップバッドを持 
つてバックドアを途中までゆっ<リ 
と下げます。 



A 警告 _ 

•バックドアストラップバンドを使 
つてバックドアを最後まで閉じよう 
としないでください。手や腕を巧み、 
_けがをするおそれがあります。_ 

之パンドな5手を離して、バックドア 
を上な己手で巧ちえつけるよラに開 
めます。 

3. 半ドアでないことを確認します。 
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まを運転する前に 

™ ま巧さ巧の開閉 


ボンネッ 


▼ 操作を巧ラ前じ 

A 警告 _ 

• ボンネット内は大変高温になっている 
ことがあるため、下記のことをお守り 
ください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから巧 
ってください。 

•点検したあとは、ボンネット内に工具 
や巧を置き忘れていないことを確認し 
てください。点検や清掃に使用したエ 
具や巧などをボンネット内に置き忘れ 
ていると、故障の原因となったり、車 
両火災につながるおそれがあり危険で 
す。 

•ボンネットを閉めたあとは、ボンネッ 
卜が確実にロックしたことを確認して 
ください。ボンネットが確実に閉まっ 
ていないと、走行中に突が開いて、死 
t 事がや重大な傷害につながるおそれ 
があります。 

•ボンネットを閉めるときは、手などを 
挟まないようにま意してください。重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 



A 警告 _ 

• ボンネットを開けているとき風にあお 
られるとステーが外れボンネットが不 
意に閉まるおそれがあります。特に風 
の強い日はごミ主意ください。 

• お子さまにボンネットの開閉はさせな 
いでください。ボンネットは大変重 
く、開閉中うっかり手を離すと手など 
を挟むなどして、重大な傷害を受ける 
おそれがあり危険です。 
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まを運巧する巧に 

ま巧さがの開閉 Cl ) 


開けかた 

▼ 操作手順 

/. インストルベントパネ J レち下のオー 
プナーを手前に引<と、ボツネット 
前部なみし澤き上け'ります。 



2 . ボンネット前部中央にあるキゎ 、ソチ 
フックのしバーを失 E 日の方向に引き 
上げ、ちラー方の手でボンネットを 
持ち上げます。 



A 警告 _ 

•エンジン回転中や停止直後は、レバー 
が熱くなっていることがあります。や 
けどや思わめ事故につながるおそれが 
ありますので、レバーを持つ前に必ず 
確認してください。 


3. ボンネットを:テーで確実に支えま 
す。 



A 警告 _ 

• エンジン回転中や停止直後は、ステー 
が熱く なっている ことがあ ります。 や 
けどや思わぬ事故につながるおそれが 
ありますので、ステーを持つ前に必ず 
確認してください。 

• ステーを確実に固定巧に差し込んでく 
ださい。ステーが外れると大変危険で 
す。 



fe アドバイス _ 

• ワイパーを起こしたままでボンネット 
を開けると、ワイパーがボンネットに 
当たり傷付くことがあります。 
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まを運転する前に 

™ ま巧さがの開閉 


閉めかた 


▼ 操作手順 

/. ボンネットを片手で支えて、ステー 
を元の位置へ戻します。 



2. ボンネットを静な I こ下げ、手で押ち 
えるよラにして閉めます。 

A 注意 _ 

•ボンネットを閉めるとき、手で強く押 
さえすぎないでください。ボンネット 
がへこむおそれがあります。 


こンジンルームの開閉 


A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に;令めてから行 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や巧を置き忘れていないことを 
確認してください。点検や清掃に使用 
した工具や巧などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、が障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 

•エンジンルームを閉めたあとは、前 
側のキャッチが確実にロックしたこと 
を確かめてください。ロックが確実に 
されていないと、急ブレーキ時などに 
シートが動き、死 t 事がや重大な傷害 
につながるおそれがあります。 

•エンジンルームを閉めるときは、手 
などを挟まないように注意してくださ 
い。重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

• お子さまにエンジンルームの開閉を 
させないでください。開閉やうっかり 
手を離すと手などを挟むなどして、重 
大な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 


▼ 操作を巧ラ前に 

エンジンルームの開閉を行う前 I こ、リわ 
シートを乗車できる状態に戻してくだち 
し、。 
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まを運巧する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 


開けかた 

▼ 操作ちま 

/. フ□ントシートのスライドしバー 
を引き、一番後ろまでスライドちせ 
ます。 



2 . リクライニングしバーを矢印の方向 
に動けし、背もたれを前 I こ倒します。 



3. シート前部のキわ'ソチじあるしバー 
を動けし（@の位置け己⑥の位置） 
□ックを解除します。 



す。 
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まを運転する前に 

™ ま巧さ巧の開閉 


5. シートを持ち上げリわシート側 I こ倒 
します。 



公を意 _ 

•シートは、持ち上げた状態では不安定 
です。作業をするときは、シートが倒 
れてこないよラに十分ミ主意しながら行 
つてください。 

• シートを持ち上げた状態でドアを閉め 
ないでください。ドアの内側にあたる 
おそれがあります。 


閉めかた 

A 警告 _ 

• シートを動かすときは、手などを挟ま 
ないようにま意してください。重大な 
傷害を受けるおそれがあり危険です。 


▼ 操作方法 

/• フ□ントシートを車両前側じ起こし 
ます。 

2. シート前部のキわ、ソチを□ツクしま 
す。 



A を意 



3. 背ちたれを引き起こします。 

4. スライドしバーを操作し、シート位 
置を調整します。 
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まを運巧する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 



▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 


•燃料は引火しやすいため、下記のこと 
を守らないと火災につながり、やけど 
など重大な傷害を受けるおそれがあり 
危険です。 

• エンジンは必ず止めてください。 

•車のドア、窓は閔めてください。 

•タバコを吸うなど、火気を近付けない 
でください。 

• フユーエル キャップを開ける前に、 
必ずま体または給;‘由機などの金属部分 
に触れて、身体の静電気除ちを行って 
ください。身体に静電気を帯びている 
と、放電による火巧が引火するなどし 
て、やけどのおそれがあります。 

•フユーエルキャップを開けるなどの 
給油操作は、必ず静電気除ちを行った 
方お一人で行ってください。 

• 給ミ由中に再び車内のシートに触れた 
り、座ったり、また人や物に触れると 
再帯電する場合があります。このよう 
なときは再び給油機などの金属部分に 
触れて静電気除ちを行ってください。 

• フユーエル キャップを開ける際は、 
必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆ 
っくりと開けてください。気;互が高い 
ときなどは燃料タンク内の圧力が高く 
なり、給ミ由口から燃料が吹き返すおそ 
れがあります。 


A 警告 _ 

• フユーエル キャップを少しゆるめた 
時に「シユー」という音がする場合 
は、それな上開けずに、その音が止ま 
るのを確認してからゆっくりと開けて 
ください。 

• 給ミ由口にほかの人を近付けないでくだ 
さい。 

•給ミ由するときは、給油口にノズルを確 
実に挿入してください。また、オート 
ストップ作動後の継ぎ足し給油は行わ 
ないでください。給油口から燃料がか 
きこぼれるおそれがあります。 

•給ミ由機によっては、早期に才ートス 
トップが作動して正常に給ミ由できない 
場合があります。ガソリンスタンド 
の係員を呼んで指示に従ってくださ 
い。 

•給油終了後、 フユーエル キャップを 
閉める場合「カチッ」という音が一度 
するまで右に回し、確実に閉まってい 
ることを確認してください。 

• トヨタ純正 フユーエル キャップけ旨 
定）なかは使用しないでください。燃 
料漏れなどを起こすおそれがあり危険 
です。 

•その他ガソリンスタンド内に掲示さ 
れているを意事項を守ってください。 

• 燃料には、人体に有害な発ガン性物質 
を含んでいる物もありますので、燃料 
の気化ガスを吸わないようにごを意く 
ださい。 
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まを運転する前に 

™ ま巧ち巧の開閉 


A ま意 _ 

•指定燃料は無鉛レギュラーガソリ 
ン、またはお鉛プレミアムガソリン 
です。 

•給油時に、指定されている燃料である 
ことを確認してください。 

• 指定 U 外の燃料（粗悪なガソリン、ア 
ルコール 系燃料、軽ミ由、な油など）を 
使用すると、エンジンの始動性が悪く 
なったり、ノッキングや出力の低下な 
どが発生する場合があります。また、 
そのまま利用していると、エンジンや 
燃料系部品を損傷するおそれがありま 
す。 

• 給ミ由中に燃料がこぼれた場合はただち 
に給油を止め、こぼれた燃料を巧きれ 
などでふき取ってください。 

• こぼれた燃料が車の塗装面に付着した 
場合は水洗いをおすすめします。付着 
したままで放置すると、塗装面が劣化 
するおそれがあります。 


フユーエル リツドの位置 

車体ち側前部じあります。 


fe アドバイス 



フユーエル リツドの開閉 


▼開けるとき 

運転席ち下 I こあるスープナーを矢印の方 
向に動なします。 



▼ 閉めるとき 

I 」ツドを押して閉めます。 
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まを運起する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 


フユーエル キャップの開閉 

▼開けるとき 

左じ回して外します。 



▼給ミ由するとき 

外した フユー；□レキ トツプを フユーエル 
リツドの裏側 I こなけてお<ことびできま 
す。 



パワ-ウイン 


オプション/グレード別装備 

スイッチ操作により運転席、助ま席、後 

席のウインドの開聞好できます。 

▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

•パワーウインドは大変強い力で開閉 
しますので、開閉するときは、ほかの 
人の手-腕-頭-首などを挟んだり巻 
き込んだりしないようま意してくださ 
い。重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につながるおそれがあり危険で 
す。 

•お子さまにパワーウインドの操作を 
させないでください。開閉するとき、 
手-腕-頭-首などを挟んだり巻き込 
んだりして、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死!!:につながるおそれがあ 
り危険です。 

お子さまを乗せているときは、パワー 
ウインド ON-OFF スイッチを "OFF" に 
してください。 


▼ 閉めるとき 

「カチツ」といラ音巧一度するまで、ち 
に回して閉めます。 
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巨石 まを運起ずる前に 

™ ま巧ち巧の開閉 


A 注意 _ 

• 運転席スイッチとほかのスイッチを同 
時に逆方向へ動かさないでください。 
故障の原因となるおそれがあります。 

• ウインドを完全に開閉した状態でスイ 
ッチを押し続けると故障の原因となり 
ますので、操作完了後はすぐに手を離 
してくださし、。 

•パワーウインドの開閉はなるべくエ 
ンジン回転中に行ってください。 エン 
ジン停止時に巧うと、バッテリーあが 
りの原因になります。 

• ガラスが凍りついて固着したような状 
態でウインドスイッチの"開"また 
は"閑"を連続操作しないでくださ 
い。故障の原因となります。 


留アドバイス _ 

•スライドドアが開いている状態で 
は、スライドドアのウインドガラス 
を開閉することはできません。 


運転席ドア側スイッチ 

エンジンスイッチ巧 " ON " の位置のと 
き、使用できます。 

運転席ドア 
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まを運巧する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 


〇運転席ドアウインドスイッチ 
( AUTO ) 

▼ 操作ちミモ 

スイッチを軽<押し下げている間ウイン 
ドガラスは開き、軽<引き上げている間 
ウイッドガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 

「カチッ」と音巧するまで押し下げる、 
または引き上げるとウインドガラスは自 
動的 I こ全開、全閑します。途中で止める 
ときは、軽<逆方向 I こスイッチを操作し 
ます。 

〇助手席ドアウインドスイッチ 

▼ 操作ちミモ 

スイ'ソチを押し下げている間ウインド方 
ラスは開き、引き上げている間ウインド 
方'ラスは閉ま U ます。 

手を離すと、その位置で止まります。 

〇スライドドアウインドスイッチ 
オプション/グレード別装備 
▼ 操作ちま 

スイ'ソチを押し下げている間ウインドガ 
ラスは開き、引き上げている間ウインド 
ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 


〇パワーウインド ON-OFF 
スイツチ 

▼ 操作方ま 

スイツチのち側（マークの付いている 
方）を巧すと " OFF " になり、運転席ゥ 
インドガラスた I 外は操作できな<なりま 
す。 

スイ、ソチの左側（マークのない方）を押 
すと解除ちれます。 


助手席ドア側スイッチ 

エンジンスイッチ巧 " ON" の位置のと 
き、使用できます。 

▼ 操作ちま 

スイ'ソチを巧し下げている間ウインドガ 
ラスは開き、引き上げている間ウインド 
ガラスは閉まります。 

手を離すと、その位置で止まります。 
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まを運転する前に 

™ ま巧さがの開閉 


スライドドア側スイッチ 

オプション/グレード別装備 

エツジンスイツチが " ON " ①位置のと 

き、使用できます。 

▼ 操作ちミモ 

スイ ッチの 上側を押している閣ウインド 
方'ラスは閉まり、スイ’ ソチの 下側を押し 
ている間ウインドガラスは開きます。 
手を離すとその位置で止まります。 



堅アドバイス 




オプション/グレード別装備 


/\ンドルを回してウインドガラスの開開 
を巧ラこと好できます。 

▼開けるとき 

ハンドルを左に回すと、開きます。 

▼ 閉めるとき 

/\ンドルをちに回すと、閉まります。 

起1席抽 



ち測ドア 

陸席用 I 



ち側ドア 
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まを運巧する巧に 
ま巧ちがの 開閉 Cl ) 


堅アドバイス _ 

•開閉方向は車両の左側と右側で逆にな 
ります。 

•スライドドアのウインドガラスは全 
開になりません。 








まを運転する前に 

™ ま巧さ SB の調整 


ま巧を部の調璧 


ルー ムミラー 


▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

•走行中は、ルームミラーの調整をし 
ないでください。運転を誤り思わぬ事 
_故につながるおそれがあり危険です。 
▼調整のし巧た 

ルームミラー全体を動巧して角度を調整 
します。 



ドア巧一 


▼ 操作を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• ミラーの操作を行う際は、ドアとミラ 
-の間に手を挟まないように注意して 
ください。 

• ミラーを倒したまま走行しないでくだ 
さい。ミラーによる後方確認ができず 
事故につながるおそれがあり危険で 
す。 
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まを運起する巧に 

ま化さ SB の調壁 


手動式 

オプション/グレード別装備 
5ラーの巧納、角度調整をずで巧います。 
▼巧納のしなた 

ミラーはを方じ倒して格納すること巧で 
きます。走行するときは化す'元 I こ展して 
<ださい。 



▼調整のしなた 

ドア呈ラー全体を動なして角度を調整し 
ます。 



電動巧納式 

オプション/グレード別装備 
吉ラーのな納、角度調整をスイッチの操 
作で巧ラこと巧できます。 

エンジンスイツチだ " ACC " または 
"ON" の位置のときに使巧できます。 
▼巧納①しなた 

ミラー格納スイ、ソチを押すと、ミラーを 
格納すること巧できます。もラー度押す 
ヒ元 I こ戻ります。走巧するときは、むす' 
元に屋して < だ'ちい。 



A 警告 _ 

•走行中は、ミラーの調整をしないでく 
ださい。運転を誤り思わめ事故につな 
がるおそれがあり危険です。 
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まを運転する前に 

ま巧ち SB の調整 


哥 


▼調碧のしなた 

/. 左ち切り替又スイ、ソチを調整する側 
に合わせます。 

2 . 調整スイツチで、5ラーの角度を調 
整します。 



A 警告 _ 

•走行中は、ミラーの調整をしないでく 
ださい。運転を誤り思わめ事故につな 
がるおそれがあり危険です。 


挺アドバイス _ 

•調整するとき iU 外は、左右切り替えス 
イッチを中立（中央）の位置に合わせ 
ておいてください。 
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まを運巧する巧に 

ま化さ SB の調整 
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まを運拓ずるにあたつて 

まを運おするラえでのさ SR のはたらき、装置のほ 
いかた、運転の方法について説明しています。 


■ ベーターのはた5き 

ソータ -108 

■ 表示む、警告なのはた5き 

表示口-111 

警告打-113 

■ スイッチの使いなた_ 

スイッチの名称-118 

ライトスイッチ-119 

ヘッドランプマニュアル 

しべリンブスイッチ-120 

ち向指示スイッチ-121 

非常点滅ロスイッチ-122 

ワイパー.ウォッシわースイ'ソチ----122 
I 」わウインドデフォッ ガー 

スイッチ -124 

ホー ンスイ 'ソチ-12已 


■ 運転装置の使いなた_ 

エンジンスイ 'ソチ-126 

駐車ブしーキ-127 

•9 -ボ車-128 

4 WD 車-129 

■ エンジンのなけなた 

マニュアル車-132 

才ートマチック車-13巳 

■ マニュアル車の運転_ 

マニユアルトランスミッシヨッ——137 

■ オートマチック車の運転 

すートマチック ト ラン 3 ミッシヨン —138 

シフトしパ'-の操イ乍-140 

運転のし灯た-142 
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a まを運捉するにあたつて 

ターターのは たらき 


夕一夕一のはたらま 


メーター 


グしードの違い、オプションち含まれています。 
タコ メーター なし車 


スピード メーター 



オー トマチック 
シフトインジケーター 


タコメーター付き車 


スピード メーター 



〇メーター照明 

車幅なじ連動して点む-消なします。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

夕一夕一のはたらき d 


スピードメーター 

走巧速度を km/h で示します。 


タコメーター 

オプション/グレード別装備 

1分間当たりのエンジン回お数を示しま 

す。 

A ま意 _ 

•指針がホ色表示域（エンジンが許容回 
転数を超える範囲）に入らないよう運 
転してください。ホを表示域に入る 
と、エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 


燃料計 

エンジンスイッチ巧 " ON" の位置のと 
き、燃料残量を表示します。 

燃料残量が約6化^1下|こなると、一ま下の 
目盛りげ点滅します。 

(燃料残量警告む^116ページ) 

A ま意 _ 

燃料計の一を下の目をりと燃料残量警告‘灯が 

点滅した場合 

• ただちに燃料を補給してください。 
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a 車を運捉するにあたつて 

ターターのはたらき 


オドメーター/ 

トリップクーター 

エツジン スイツチが " ON " ①位置のと 
き、表示されます。 

〇オドメーター(積算距離計） 
走行した総距離を表示します。 

〇トリップメーター(区間距離計） 

リ tz ツトした化点な5の走行距離を表示 
します。 

トリップベーターは、同時に2つの区間 
①走巧距離を表示するこヒヴできます。 


堅アドバイス _ 

• エンジンスイッチが " ACC " または 
" LOCK " の位置のときでも、スイッ 
チを押すと、約5分間、オドメータ 
一/トリップメーターと燃料計が表 
示されます。 

このとき、表示を切り替えることはで 
きますが、トリップ メーターを リセ 
ットすることはできません。 

•表示される内容は、エンジンスイッ 
チを " ACC " または " LOCK " の位置 
にする直前の状態のものです。 


〇オド/トリップ表示切り替え■リ 
七ツトスイツチ 
▼表示を切り替えるには 
スイッチを押すごとに、表示巧切り替わ 
U ます。 


積算距離計 110 DO >1 

▼ 

トリップ メータ ーA I TRIP A I 

▼ 

トリップ メータ ーB I TRIP B I 」 

▼トリップベーター表示をリ t ットする I こは 

iJtz ットするトリップ ソーター （ A また 
はのを表示ちせ、スイ、ソチを押し続け 
ると、表示け "0.0" になります。 
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_ まを運起するにあたつてにミ! 

表示な、警ち巧のはたらき W 


表示な、警ま W のはたらき 


表示な 


車両のちまざまな状態をベーター内に表 
71\します。 

A 警告 


〇方向指示表示な 
エンジン スイッチせ "ON" の位置で、 
方向指示むを点滅ちだると、同時に点滅 
します。 

〇非常点滅表示な 

エンジンスイツチの位置に関係な<、非 
常点滅むを点滅ちだると、同時に点滅し 
ます。 

fe アドバイス _ 

点滅時間が異常に速くなつた場合 
• 方向指示灯（非常点滅灯）の電球切れ 
が考えられます。すべての方向指示灯 
が点滅するか確認してください。 


•表示灯によっては、点灯（または点 
滅）したまま走行すると、思わめ事故 
を引き起こしたり、車両が損傷するお 
それがあります。 

この場合、それぞれの表示なの項目に 
したがい、処置を行ってください。 
•点な操作を行っても、表示なが点なし 
ないときは、トヨタ販売店で点検を受 
けてください。 


方向指示表示な、非常点滅表示な 



… A 











にミ！まを運捉するにあたつて 

W 表示な、警ち巧のはたらき 


ヘッドランプ上向き表示な 

ID 

エンジンスイツチの位置に関係な <、へ 
ッドランプを上向きの状態にすると点打 
します。 


水温支ルな 



エッジンスイッチが " ON " ①位置で、 
エンジン冷が水温ヴ低いときじ点むしま 
す。 

▼ エンジンな'暖まっている掲合 
エンジンスイッチを " ON " ①位置じす 
ると点むし、数秒後に消むします。 

A ま意 _ 

• エンジン;令が水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 

暖機を十分続けていても点けしたままの場合 

• 水温センサー等の異常が考えられま 
す。 

ただちにトヨタ販売店で点検を受けて 
ください。 


才ートマチックシフト 
つ ノン了ー ター 

才一 トマチック車 



エンジンスイッチ巧 " ON " の位置のと 
き作動します。使用中のシフトしバーの 
位置巧表示ちれます。 

▼回しンジの場合 

インジクーターが点滅し、ブザー（断続 
音）な'鳴ります。 

車外の人には音は聞こえませんのでごミち 
意 < ださい。（車かの人に巧する警告音 
ではありまだん） 

▼回しンジた1外①揚合 
インジクーターが点打します。 


挺アドバイス _ 

•エンジン;令が水温が異常に高くなった 
ときは、水温警告口が点减します。 

(水温警告’な一116ぺージ) 
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_ まを運起するにあたつてにミ! 

表示な、警さなのはたらき W 


0/D OFF 表示灯 

オートマチック車 

0/D 

OFF 

エッジンスイッチが " ON " ①位置で、 
オーバードライブを " OFF " のが態にす 
ると点むします。 

(オーバードライブスイッチ 
一142ページ) 


4 WD インジケーター 

パートタイム 4 WD 車 

エッジンスイッチが " ON " ①位置で、 

4 WD 走巧の状態にすると点むします。 
(4 WD 切 U 替えスイッチー129ページ) 

4WD 


警告な 


ちまざまなシステムの異常や、を全運転 
じ関わる項目をベーター巧に警告します。 

A 警告 _ 

•警告なが点灯（または点滅）したまま 
走行すると、思わめ事がを引き起こし 
たり、車両が損傷するおそれがありま 
す。 

この場合、それぞれの警告なの項目に 
したがい、処置を行ってください。 
•エンジンスイッチを " ON " の位置に 
しても警告灯が点灯（または点滅）し 
ないときは、トヨタ販売店で点検を受 
けてください。 


_エンジン警告灯_ 

〇 

• エンジツスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消むします。 

• エンジンガ回転中で、エンジン電子制 
御システムに異常があると点む、また 
は点滅します。 

A ま意 _ 

点な-点滅した場合 

• ただちにトヨタ販売店で点検を受けて 
ください。 
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にミ！まを運捉するにあたつて 

W 表示な、警ち巧のはたらき 


油圧警告な _ _ 充電警告な 

I 二 ；I 


• エンジンスイッチを " ON " ①位置に 
すると点むし、エンジジを始動すると 
消むします。 

• エンジンが回鼠中で、エンジッ内部を 
潤滑しているエンジンオイルの圧力 
に異常ガあると点むします。 

A を意 _ 

点なした場合 

•そのまま走行すると、エンジンが故障 
するおそれがあります。 

ただちにトヨタ販売店にご連絡くださ 
い。 


• エンジツスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、エンジンを始動すると 
消むします。 

• エンジンガ回転中で、充電系統に異常 
(ベルトののび、損傷など）ザあると 
点むします。 

A ま意 _ 

点けした場合 

• ただちにトヨタ販売店で点検を受けて 
ください。 


挺アドバイス _ 

• 油圧警告なは、オイル量を示すもので 
はありません。オイル量の点検は、才 
イルレベルゲージで巧ってくださ 
い。（オイル量の点検方法は、別冊の 
「メンテナンスノート」参照） 
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_ まを運起するにあたつてにミ! 

表示な、警ち巧のはたらき W 


ブレ~キ警告な 

~w~ 

• エンジンスイッチを " ON " ①位置に 
すると点むし、エンジジを始動して、 
駐車ブしーキを完全に照除すると消な 
します。 

• エンジンスイッチ丹' " ON " の位置で、 
下記の場合に点むします。 

▼ 点打理ち 

• 駐車ブしーキ巧完全に解除ちれていな 
いとき 

• ブしーキ液①液量な不足しているとき 

• EBD 制御 （ ABS 装着車）じ異常なある 
とぎ 

▼駐車ブしーキガ解除ちれている場合 

ド BS 装着ま I 

エッジンスイッチを " ON " ①位置じす 

ると点むし、数秒後に消むします。 

ABS 装着まを除く 

エッジンスイッチを " ON " ①位置じす 

ると点むし、エンジツを始動すると消む 

します。 


A 警告 _ 

エンジン回転中、駐まブレーキを解除して 

も.点けしたままミ肖口しない場合 
• ブレーキ液量の不足が考えられます。 
この場合、ブレーキの効きが悪くなつ 
ているおそれがあります。 

効きが悪いときは、 ブレーキ ペダル 
を強く踏み、ただちにを全な場所に停 
まして、トヨタ販売店にご連絡くださ 
い。 

ABS 警告口と同時に点口した場合 （ ABS 窝着 

ま） 

• 強めのブレーキの際に車両が不安定に 
なるおそれがあります。 

ただちにを全な場所に停まして、トヨ 
夕販売店にご連絡ください。 


A ま意 _ 

• 制動時、常に異音（キーキー音など） 
が発生するときは、ブレーキパッド 
の摩耗が考えられます。 

ただちにトヨタ販売店で点検を受けて 
ください。 


115 A 














にミ！まを運捉するにあたつて 

W 表示な、警ち巧のはたらき 


水温警告な 



• エンジンスイツチを " ON " ①位置に 
すると点打し、数秒後に消むします。 

• エンジンスイツチ巧 " ON " の位置で、 
エンジン冷®水温ガ異常に高<なると 
点滅します。 

必ま意 _ 

点滅した場合 

• エンジン冷が水温の異常な上昇による 
オーバーヒー トが考えられます。 
ただちに安全な場所に停車して、処置 
を行ってください。 

(才ーバーヒートの処置 
一209ぺージ） 


シートベルト末装着警告な 

I 運お席 I 

み 

• エンジツスイツチが " ON " ①位置で、 
運転席側シートベルトを装着してい 
ないと点むします。 

•シートベルトを着用すると消むしま 
す。 


燃料残量警告灯 



エンジンスイッチ巧 " ON " の位置のと 
き、燃料残量が約6化^下になると、燃料 
計の一番下の目盛 U と燃料残量警告打巧 
点滅します。 

(燃料計一109ページ) 

A ま意 _ 

点けした場合 

• ただちに燃料を補給してください。 


fe アドバイス _ 

•坂道や力ーブなどでは、タンク内の燃 
料が移動するため、早めに点滅するこ 
とがあります。 
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_ まを運起するにあたつてにミ! 

表示な、警ち巧のはたらき W 


ABS 警告灯 



• エンジンスイツチを " ON " ①位置に 
すると点打し、数秒後に消なします。 

• エンジンスイツチ巧 " ON " の位置で、 
ABSI こ異常があると点むします。 


SRS エアバッグ警告な 

• エンジツスイツチを " ON " の位置に 
すると点むし、数秒後に消むします。 

• エンジツスイツチが " ON " ①位置で、 
下記のシステムに異常がおると点むし 
ます。 


A 警告 _ 

ブレーキ警告けと同時に点けした場合 
• ABS に異常があるだけでなく、強めの 
ブレーキの際に車両が不安定になるお 
それがあります。 

ただちにま全な場所に停車して、トヨ 
夕お売店にご連絡ください。 


A ま意 _ 

点なした場合 

• ぶ常のブレーキとしての性能は確保さ 
れていますが （ ABS としての作動はし 
ません）、トヨタ販売店で点検を受け 
てください。 


▼ 異甫ヴあると点打するシステム 
• SRS エアバッグ 

( SRS エアバッグー64ページ） 

• プリテンシヨナー機構 
(プリテンシヨナー機構一54ぺージ） 

A ま意 _ 

点けした場合 

• 車両にできるだけショックをあたえず 
に走行し、ただちにトヨタ販売店で点 
検を受けてください。 



挺アドバイス _ 

•エンジン始動後に警告なが数み'間点灯 
しても、その後、ミ肖なすれば異常では 
ありません。ただし、同じ現象が巧度 
発生した場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 
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にミ！車を運捉するにあたつて 

^スイツチの巧いかた 


スイツチのほいかた 


ツチの名称 


ブしードの違い、オプシヨツち含まれています。 
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まを運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた W 


ライトスイツ 


ライトの点な 

▼ 操作ちま 

又イッチを回すと、下表のライト類が点 
なします。 



\ ラィト 

前照灯 

車幅灯 • 番号な • 
尾な-計器照明灯 

スイッチ位置\ 


OFF 

- 

- 

参 ( ON ) 

- 

点灯 

10 

点灯 

点灯 


A ま意 _ 

• エンジンを停止した状態で長時間ライ 
卜類を点灯させないでください。バッ 
テリーあがりの原因となります。 


ライトの消な 

▼ 操作ちま 

スイ、ソチを "OFF" の位置にします。 


ヘッドランプの切り替え 

▼ 操作ちま 

ライトスイッチ巧 "iD " の位置のと 
きしバーを押すと、前照なび上向き（/\ 
イビーム）になり、贾すと下向き （□- 
ビーム）になります。 



A ま意 _ 

• 対向車のあるときや巿お化走行のとき 
は、対向まや通行人の迷惑となり危険 
ですので前照灯を下向きにして走行し 
てください。 



▼一時のに使用する場さ 

堅アドバイス _ 

• 前照灯が上向きのときは使用できませ 
ん。 

しバーを手前に引いている間、前照むげ 
上向きIこ点むします。 


レバ- 
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にミ！車を運捉するにあたつて 

^スイツチの巧いかた 


ライト消‘し忘れ警告ブザー 

ライトを点むしたままで、エンジンスイ 
ツチな白キーを巧き、いす'れヴ①ドアを 
開けると、ブザー（ま続音）ガ鳴リライ 
卜の消し忘れを巧5だます。 


ヘッドランプマニュアル 
レべリングスイッチ 


ヘッドランプが点むしているときに使用 


でぎます。 


栗員数や積載量によつて車両の姿勢げ変 
化し、ヘッドランプの光輔（化の照5す 
方向）が上に向いた場合、グイわルを回 
すことで光輔を下向きに調整すること巧 


できます。 

通常はブイわルを "0" (光輔ヴー番上 
向きの位置）で使用します。 


▼ 操作方ま 

グイわルを回転ちせると、ヘッドランプ 
の光軸巧上下にをわります。 

ダイわんの数字び大きいほど下向きにな 
ります。 
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車を運起ずるにあたってに 

スイツチの巧いかた W 


餐アドバイス _ 

•乗員数などに応じて、下表を目安にダ 
イヤルを調整してください。 


乗まや荷室の 

ダイヤル位置 

積載状況 

4 A/T き 

4 A / T 車な外 

運転なのみ乗車時 

0 

0 

運転なのみ乗車で 

2.5 

3 

荷室満載時 


•乗員や荷物を降ろしたあとは、ダイヤ 
ルを "0" に戻してください。 

• 車検などで光軸の調整をするときは、 
ダイヤルを "0" にしてから行ってく 
ださい。 


方向指示スイッ 


▼ 操作方を 

しバーを①の位置まで上下に操作すると、 
方向指示むおよぴベーター内の方向指示 
表示む丹'点滅します。しバーはハッドル 
を戻すと自動的に展ります。車線変更な 
どのときには、しバーを②①位置まで軽 
<上下 I こ押すと点滅し、手を離すと消む 
します。 



fe アドバイス _ 

•ハンドルの切れ角が小さいと、レバー 
が自動的に戻らないときがあり ます。 
手で戻してください。 

•点滅が異常に速くなったときは、方向 
指示なの電球切れがちえられます。す 
ベての方向指示灯が点滅するか確認し 
てください。 
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にミ！まを運捉するにあたつて_ 

^スイツチの巧いかた 


非常点滅なスイッ 


▼ 操作ちま 

式ィ、ソチを押すと左ちの方向指示むげ点 
滅します。ちう一度押すと元じ戻ります。 



A 注意 _ 

• 故障などの非常時に、やむを得ず路上 
駐車するとき iU 外はむやみに使用しな 
いでください。 

• 使用後はスイッチを確実に戻してくだ 
さい。スイッチを戻さないと方向指示 
ながはたらきません。 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因となります。 


ワイ パー•ウォ ツシ ヤー 
スイ ツチ 


A 警告 _ 

•ぎ;令時は、ガラスが暖まるまで、ウォ 
ッシャー液を吹き付けないでくださ 
い。吹き付けられた液が;ま結し、視界 
をさまたげることがありますので、先 
にガラス面を暖めてください。 


A ま意 _ 

• 空ぶきはガラス面に傷を付けますの 
で、ウォッシャー液を噴射させてから 
ワイパーを作動させてください。 

• フロントワイパーアームを起こすと 
きは、必ず運転席側のワイパーアー 
ムから起こしてください。また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパーア 
-ムから戻してください。 

•寒;令時、または長時間ワイパーを使用 
しなかったときは、ワイパーゴムが 
ガラスに張り付いていないことを確認 
してください。張り付いたまま作動さ 
せるとワイパーモーターが損傷し、 
故障の原因になります。 

• 積雪などの障害物によりワイパーが途 
中で止まってしまうときは、障害物を 
取り除いてからワイパーを作動させて 
ください。巧理に作動させるとワイパ 
ーモーターに負担がかかり故障の原 
因となります。 

• ウォッシャー液を連続して20み'な上 
噴射させないでください。またウォッ 
シヤーあが出ないときはウオッシヤー 
スイッチを作動 させないでください。 
モーターに負担がかかり故障の原因と 
なります。 
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まを運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた W 


フ□ント 

エンジンスイツチ巧 " ACC " または 
" ON " の位置のとき使用できます。 


〇ウォッシャー液の噴身寸 

しバーを手前に引<とウオッシわ一液巧 
噴射します。 


〇ワイパーの使いかた 

しバーを下げると、ワイパー巧作動しま 
す。 



MIST 

一時作動 

OFF 

停止 

INT 

間か作動 

LO 

低速作動 

HI 

高速作動 


爸アドバイス _ 

• MIST (—時作動）はレバーを " OFF " 
から押し上げている間、ワイパーが低 
速作動します。手を離すと " OFF " に 
戻ります。 

•寒冷地仕様車のワイパーは、雪がたま 
ったときにワイパーの反転位置を切り 
替える機構になっています。この機構 
の作動中に 「コン、コン」 という音が 
発生しますが、異常ではありません。 



堅アドバイス _ 

•フロントウォツシャーを作動させる 
と連動してフロントワイパーがほま 
作動します。 
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にミ！まを運捉するにあたつて 

^スイツチの巧いかた 


リャ 

エンジンスイツチ巧 " ACC " または 
" ON " の位置のとき使用できます。 

〇ワイパーの使いかた 

ツマミを " ON " の位置 I こ回すと、 I 」わ 
フイパー巧作動します。 



リわウインドガラスの曇りを取るとき 
じ使用します。 


▼ 操作方を 

スイ、ソチを押すと作動表示む巧点むし、 
リわウインドガラスけ暖め己れ曇りな 



n 


ザ%霞 

J \ 

ON — 6ff— い 

'NT- 11 

円 HI ' ■ J - — 


、ツマミ 


ON 

OFF 


〇ウォッシャー液の噴射 

I 」わフイパー作動中 I こウォッシわ一液を 
噴射ちせるときは、ツマミを " ON " の位 
置巧己上側の"ウォッシわ一液噴射位 
置" I こ回します。 

また、 、ソマ ミを " OFF " ① 位置な5下側 
の"ウ オツシ わ一液噴射位置"に回して 
ち噴射します。 



ツマ- 


ウ ォ ッ_么；\»—液噴射位置 
ON 
OFF 

ウォスプヤー液噴射位置 


取れます。作動を停止するときは、スイ 
ツチをちラー度押して<ださい。作動表 
示むち消むします。 



A 注意 _ 

• エンジンを止めた状態で長時間使用し 
ないでください。バッテリーあがりの 
原因になります。 

• リヤウインドガラス内面を清掃する 
ときは、電熱線を傷付けないでくださ 
い。 
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まを運おするにあたつてにる 

スイツチの巧いかた W 


ホー ンスイッ 


/\ンドルの心マーク周辺部を巧すヒホー 
ツガ鳴ります。 

堅アドバイス _ 

• 緊急時、非常時 LU かは、むやみに使用 
しないでください。 
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a まを運捉するにあたつて 

運技装置の巧いかた 


運起装置のほいかた 



A 警告 


•エンジン始動時は、必ず運転席に座っ 
てエンジンをかけてください。窓越し 
からエンジンをかけると車が急に動き 
出し、思わめ事故につながるおそれが 
あり危険です。 

•走行中は、エンジンスイッチにさわ 
らないでください。誤って操作し、エ 
ンジンが停止すると、思わめ事がにつ 
ながるおそれがあり危険です。 


堅アドバイス _ 

•キーは確実にエンジンスイッチに差 
し込んで操作してください。 

ハンドルロックを巧除するには 
• キーが " LOCK " から " ACC " の位置 
に軽く回らないときは、ハンドルを左 
右に動かしながらキーを回してくださ 
い。 


エンジンをなけるときや才ーデイオを聞 
<ときなどに使用します。 

A ま意 _ 

■エンジンを止めた状態で、キーを 
" ON " または " ACC " の位置にした 
まま長時間が置しないでください。パ 
ッテリーあがりの原因になります。 



LOCK 

キーを抜き差しする位置です。キ 
-を抜くとハンドルがロックされ 
ます。 

ACC 

エンジンを止めたまま、才ーディ 
才が聞けるイ立置です。 

ON 

エンジン回転中の位置です。 

START 

エンジンを始動するときの位置で 
す。手を離すと自動的に " ON " の 
位置に戻ります。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


キー インタ—ロック 

才ートマチックま 

誤操作防止のため、シフトしバーヴ回し 
ツジなかのときに、エンジンスイッチが 
" LOCK " の位置まで回5ないよラにする 
装置です。 

▼ 操作ちミモ 

エンジン：:^イッチを " ACC " な己 
" LOCK " の位置にするときは、シフト 
しバーを回しンジにしてな5行います。 

挺アドバイス _ 

•回レンジ LU 外では、キーは " LOCK " 
位置まで回すことができないため、キ 
-をほくことができません。 


駐まブレーキ 


A ま意 _ 

•走行するときは、駐車ブレーキを完全 
に解除してください。また、ブレーキ 
警告灯がミ肖口していることを化ず確認 
してください。 

駐車ブレーキをかけたまま走行する 
と、ブ レー キが熱を持ち、ブレーキの 
効きが悪くなったり、思わぬ事故につ 
ながるおそれがあります。 


▼なけるとき 

•ち足でブしーキペダルを踏みな巧己、 
ボタンを巧ちす'じしバーをいっぱいま 
で引き上げます。 

• エンジンスイ'ソチ巧 " ON " ①位置の 
ときは、ブしーキ警告む巧点むします。 


▼肖?除するとき 

•ち足でブしーキペダルを踏みな巧己、 
し/ 一を軽 < 引き上げな巧5ボタンを 
押し、しバーを確実に房します。 

• エンジンスイ'ソチ巧 " ON " の位置の 
ときは、ブしーキ警告む巧消むします。 
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a まを運起ずるにあたつて 

運技装置の巧いかた 


挺アドバイス _ 

•安全のために、レバーを引き上げない 
と解除できない機構になっています。 
駐車 ブレーキが 解除できないときは、 
レバーを確実に引き上げてから操作し 
てください。 


坂道に駐車するとき 

▼ 操作ちま 

お道 I こ駐車するときは、駐車ブしーキを 
打けるととちに、シフトしバーをマニユ 
アル車は1ま（上り坂）または回（下り 
あ）に、ブートマチック車は回しンジ'に 
入れます。ち5に輪止めちして<だちい。 


ターボま 

オプション/グレード別装備 


A ま意 



• エンジン始動直後（エンジンが;令えて 
いるとき）は、エンジンの急激な空ぶ 
かし、または急加速を絶巧にしないで 
ください。 

•エンジン回転数がタコメーターのホ 
色表示域（エンジン許容回転数な上） 

に入らないように運転してください。 
•定期的なオイル交換、オイルフィル 
__夕一の交換を必ず行ってください。_ 
高ま走行、登坂走行直後にエンジッを停 
止するときは、むす'約1分程度アイドリ 
ンブが態にしてな白エンジンを止めて< 
だちい。 


運転げ態 

アイドリング時間 

一般走行後 

- 

高速走行後、登坂走行後 

約1分 


128 













まを運起するにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


4 WD ま 

オプション/グレード別装備 


A 警告 



• 4 WD 車はどのような巧でも走れる万 
能車ではありません。アクセル、ハン 
ドル、ブレーキの操作は一般のまと同 
じく慎重に行い、常にを全運転にんが 
けてください。 

また、オフロード走行や、ラリー走行 
を目的としたまではありません。タイ 
ヤがはまり込むような深い砂化、ミ毎 
水、水たまりなどに乗り入れないでく 
ださい。やむを得ず走行したときは、 
走行後各部を念入りに洗ってくださ 
い。 

• 渡河などの水中走行はしないでくださ 
い。ミ度巧などの水中走行をすると、エ 
ンストするだけでなく、電装品のシヨ 
-卜、エンジンの破損などの重大な車 
両故障につながるおそれがあります。 
万一、水中に浸かってしまったとき 
は、必ずトヨタ販売店で点検を受けて 
ください。 

• 4 WD 車は雪道や水たまりなどの滑り 
やすい路面ですぐれた走行性能を発揮 
しますが、極端な急ブレーキ、急ハン 
ドルはさけて、十分に余裕を持って走 
行してください。 

万一脱輪したときは 

• いずれかのタイヤがをに浮いていると 
きは、むやみに空転させないでくださ 
い。駆動を部品の損傷や車両の巧び出 
しによる思わめ事がにつながるおそれ 
があります。 


パートタイム 4 WD システム 

〇 4 WD 切り替えスイッチ 
天候、路面状況に応じて、 4 WD 切り营え 
スイッチを操作することにより、 2 WD 走 
巧と4 WD 走巧に切り营えることげできま 
す。 

4 WD 走巧のときはベーター内の4 WD 表 
示む巧点むします。 


▼ 操作ちま 

スイッチを押すごとに2 WD と4 WD に切 
り營わります。 

スイッチは、停車中または走行中 （80 km 
ルた I 下）でアク t ルペグルを戻し、直進 
状態で操作します。 


2 WD 

一般道路、高速道路の走行に使 
用します。 

4 WD 

雪道、砂地や不整地、急坂路等の滑 
りやすい路面の走行に使用します。 
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a まを運捉するにあたつて 

運技装置の巧いかた 


A 警告 _ 

• 乾燥した舗装路および高ま道路では必 
ず2 WD で走行してください。4 WD で 
走行すると駆動系に巧理な力がかかり 
駆動装置が損傷して、思わぬ事がにつ 
ながるおそれがあります。 

また、タイヤの早期摩耗や燃料消'費量 
の悪化につながることがあります。 

•車輪がスリップしているときは、4 
WD 切り替えスイッチを操作しないで 
ください。駆動系に巧理な力がかかり 
駆動装置が損傷して、思わめ事がにつ 
ながるおそれがあります。 


挺アドバイス _ 

• スイッチは連続操作しないでくださ 
い。また、操作するときは、アクセル 
ペダルを戻して行ってください。（切 
り替わりにくい場合は、そのが態でア 
クセルペダルを軽く踏み込んでくだ 
さい） 

•ほ温時に、4 WD に切り替わりにくい 
ときは、停車してスイッチを操作して 
ください。 


〇急な力ーブを曲がるとき 
4 WD で走行中に旋回をすると、ブしーキ 
をなけたよラなが態になること巧ありま 
す。この現象をタイトコーナーブし一 
キング現象といいます。 

これは、旋回するとき前後輪に回転差好 
生じるために発生する 4 WD 車特有の現象 
で、異常ではありません。 

このとき、 A ンドル操作が重<なります。 

A 警告 _ 

• 4 WD での急旋回は、タイトコーナー 
ブレーキング現象により、 思わめ事が 
につながるおそれがありますので避け 
てください。 


fe アドバイス _ 

•タイトコーナ-ブレー キング現を 
は、 2 WD に切り替えることで解ミ肖する 
ことができます。 
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まを運起するにあたつてにミ! 

運拓装置の巧いかた W 


4 WD まのタイヤ交换 

4 WD 車は4つのタイわじ駆動力巧なな 

るため、タイわの状態が車の性能に大き 

<影響します。 

タイわの状態には細ムのミ主意をしてタイ 

わの点検は忘れす'じ巧って < ださい。 

A 警告 _ 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ LU 外の夕 
イヤを使用すると、車両の安定性が損 
なわれたり、制動距離が長くなるなど 
して、思わめ事故につながるおそれが 
あり危険です。また、 ABS 装着まは、 
ABS が正常に作動しないことがありま 
す。 

• タイヤ交換をするときは、4輪とも同 
—サイズ、同ーメーカー、同一銘柄、 
および同ートレッドパターン（溝模 
様）のタイヤを装着してください。 

• タイヤ空気圧の点検は最低でも月に1 
回行ってください。空気圧が指定値よ 
りはずれていたり、4輪のタイヤの空 
気圧の差が大きいと、駆動系部品に重 
大な損傷をあたえる原因となります。 

(タイヤの指定空気圧は運転席側ドア 
開口部に記載しています） 



爸アドバイス _ 

• タイヤの口ーテーシヨンは日，000 km ご 
とに行ってください。タイヤ間で摩耗 
差があると車の性能が十分に発揮でき 
ません。 

•タイヤチてーンはおず後輪に装着し 
てください。 
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にミ！まを運捉するにあたつて 

^エンジンのかけかた 


エンジンのかけかた 



エンジン始動の準備 


▼ 操作ちま 

/. 駐車ブしーキをなけ、シフトしバー 
巧ニュートラルの位置 I こあることを 
確認します。 

2 . ペダル類巧お実に踏め、 A ンドル操 
作打'楽 I こできるよラ I こシートの位置 
を調整します。 

5アク tz ルペグルおよびブしーキぺ 
グルをち足で、クラツチペダルを左 
足で踏み位置を確認します。 



エンジンをかけるとき 

▼ 操作方ま 

/. ブしーキペグルをしっなりと踏みま 
す。 

2 . クラ'ソチペグルをいっぱいまで踏み 
ぶみます。 

3 . ブ しーキ ペダルとクラッチペグル 
を踏んだまま、エンジンスイ、ソチを 

" START " の位置まで回します。 

4始動後、クラッチペダルな己足を離 
します。 

A ま意 _ 

• エンジン;令が水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加ま、高速走行はしない 
でください。 
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車を運おするにあたつてにミ! 

エンジンのかけかた W 


堅アドバイス _ 

•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスイッチを連続して10抄な上 
"START" の位置にしないでくださ 
い。 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
イト、リヤウインドデフォッガ ー 、 
ヒーター フアンなどのスイッチは 
"OFF" にしてください。 

• 外気;品が一 20’CU 下のとき、エンジン 
スイッチを "START" の位置にしてか 
らエンジンを始動させるまでの時間が 
長くなります。確実に始動させるに 
は、かかったと思っても、さらに3抄 
程度、手を離さず "START" の位置で 
保持してください。 

•エンジン始動後は、各警告口が消‘なす 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ警告口は除きます） 

•エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによリエンジン回転が高くなり 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 


〇クラッチスタートシステム 
エッジン始動時の誤操作を防 < ために、 
クラッチペダルをいっぱいまで踏み化ま 
ないと、エンジンガなな5ないよラにな 
っています。 

〇 スターター コント ロール 
システム 
寒;令化仕様ま 

スターター コント □-ル システムはエ 
ンジン寒ち時の始動操作を補助するシス 
テムです。 

エンジン)ち苗!水温巧15で liTF のとき、エ 
ンジンガ始動するまでの間、自動的にス 
ターターを 回す時間を延長します。エン 
ジンスイッチを " START " ①位置で保 
持するむ要はありまだん。 

堅アドバイス _ 

• スターター コント ロール システム作 
動中にエンジン始動を中止したいとき 
は、エンジンスイッチを " ACC " ま 
たは " LOCK " の位置にしてくださ 
い。 

•バッテリーあがりを防ぐため、スター 
夕一 コントロール システム作動中に 
始動操作を中断することがあります。 
•エンジン;令去 P 水ミ品が15で]；1上のとき 
は、スターターを回す時間は延長され 
ません。 

• 外気温が15で JU 下でも、エンジン;令な 
水温が15でな上のときは、スターター 
を回す時間が延長されませんので、エ 
ンジンが始動するまで、エンジンス 
イッチを " START" の位置で保持して 
ください。 
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にミ！まを運拓するにあたつて 

^エンジンのかけかた 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作ちま 

エツジンを止めるときは、アイドリンブ 
回転にしてな己エンジンスイツチを 
" ACC " または " LOCK " の位置にします。 

A 注意 _ 

•ターボ車は、高速および登坂走行の直 
後にエンジンを止めるときは、必ずア 
イドリングを1分程度行ってくださ 
い。 
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まを運おするにあたつてにミ! 

エンジンのかけかた W 


才ートマチックま 


エンジン始動の準備 

▼ 操作ちミモ 

/. 駐車ブしーキをなけ、シフトしバー 
丹'回しツジの位置にあることを確認 
します。 

2 . ペダル類抒お実に踏め、 A ンドル操 
作け'楽 I こできるよう I こシートの位置 
を調整します。 

5アク tz ルペグルおよびブしーキぺ 
グルをち足で踏み位置を確認します。 



エンジンをかけるとき 

▼ 操作ちま 

/. ブしーキペダルをしつなりと踏みま 
す。 

2 . ブしーキペグルを踏んだまま、エン 
ジンスイ'ソチを " START " の位置ま 
で回します。 

A 警告 _ 

•エンジン始動時は、必ず運転席に座つ 
てエンジンをかけてください。窓越し 
からエンジンをかけると車が急に動き 
出し、思わめ事故につながるおそれが 
あり危険です。 


A ま意 _ 

• エンジン;令が水温が低い間は、急激な 
空ぶかし、急加速、高速走行はしない 
でください。 


堅アドバイス _ 

•バッテリーあがりを防ぐため、エンジ 
ンスイッチを連続して10抄 U 上 
" START " の位置にしないでくださ 
い。 

• エンジンの始動性を良くするためにラ 
イト、リヤウインドデフォッガー、 
ヒーター フアンなどのスイッチは 
" OFF " にしてください。 

•か気温が一20でな下のとき、エンジン 
スイッチを " START " の位置にしてか 
らエンジンを始動させるまでの時間が 
長くなります。確実に始動させるに 
は、かかったと思っても、さらに3秒 
程度、手を離さず " START " の位置で 
保持してください。 

• エンジン始動後は、各警告なが消'なす 
るのを確認してください。（ただしブ 
レーキ警告灯は除きます） 

• エンジン始動後は、自動制御装置のは 
たらきによりエンジン回転が高くなり 
ますが、暖機完了後、自動的にアイド 
リング回転に下がります。 


口 5 么 














にミ！まを運捉するにあたつて 

^エンジンのかけかた 


〇 スターター コント ロール 
システム 
ぎ;令化仕様ま 

スターターコント□-ルシステムはエ 
ッジン寒)ち時の始動操作を補助するシス 
テムです。 

エンジン;ち卸か温げ15で1^1下のヒき、エ 
ンジン巧始動するまでの間、自動的にス 
ターターを回す時間を延長します。エン 
ジンスイッチを " START " の位置で保 
持するむ要はありまだん。 

桂アドバイス _ 

• スターター コント ロール システム作 
動中にエンジン始動を中止したいとき 
は、エンジンスイッチを " ACC " ま 
たは " LOCK " の位置にしてくださ 
い。 

•バッテリーあがりを防ぐため、スター 
夕一 コント ロール システム作動中に 
始動操作を中断することがあります。 
•エンジン;令が水温が巧でな上のとき 
は、スターターを回す時間は延長され 
ません。 

• 外気温が15で U 下でも、エンジン;令ち P 
水温が15でな上のときは、スターター 
を回す時間が延長されませんので、 エ 
ンジンが始動するまで、エンジンス 
イッチを " START" の位置で保持して 
ください。 


エンジンを止めるとき 

▼ 操作ちま 

エンジンを止めるときは、アイドリンブ 
回転 I こしてな己エンジンスイ’ソチを 
" ACC " または " LOCK " の位置 I こします。 

A 注意 _ 

• ターボ車は、高速および登坂走行の直 
後にエンジンを止めるときは、必ずア 
イドリングを1分程度巧ってくださ 
い。 
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まを運おするにあたつて にを 

マニュアル車の運拓 caj 


マニュアルまの運転 


マニュアル 
トランスミッション 


シフト レバー 

シフト位置を変更するときは、クラッチ 
ペダルをいっぱいじ踏み込んで確実に操 
作します。 




A ま意 _ 

•回（後退）には、まが完全に停止して 
からシフト位置を変更してください。 
トランスミッションに負担がかかり、 
故障の原因となります。 


各シフト位置での上限速度 
A を意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを巧うときは、上 
限速度を超えることのないように十分 

_速度を落としてください。_ 

各シフト位置での上限速度は下表を参考 
じして < ださし、。 


(km/h) 


シフト位置 

1を 

2ま 

3ま 

4ま 

5ま 

夕-ボ卽巧 

25 

40 

65 

105 

- 

夕ーボ車 

25 

40 

60 

100 

- 



fe アドバイス _ 

•5 速から回（後退）には、直接シフト 
位置を変更できません。一度ニュート 
ラルにしてから、回（後退）にシフト 
位置を変更してください。 
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にを まを運捉するにあたつて 

W オートマチック車の運拓 


才ートマチックまの運起 


才ートマチッ兰 
トランスミツシ 



オートマチック車は、ギわチェンジやク 


ラッチペグルの操作な5お放ちれ、運転 


は大変楽になりますが、い<つなの特性 


堅アドバイス _ 

•渋浦や狭い場所での移動は、クリープ 
現をを利用し、アク七ルペダルを踏 
まずにブレーキ操作のみで速度を調整 
するとスムーズに巧えます。 


だあります。オートマチック車の運転の 
基本を理解し、正し<操作する習慣を身 
に巧けて < ださし、。 


才ートマチックまの特性 

〇クリープ現象 

エンジンガななつているとき、シフトし 

バーが回、回しンジ外の位置で、動力 

ヴつながった状態になリアク t ルペグル 

を踏まな<てちゆっ<りと動き出す現象 

のことをいいます。 

A 警告 _ 

• エンジン 始動直後や エアコン 作動時な 
ど、自動的に エンジンの 回転が上がり 
(アイドルアップ）、クリープ現象 
が強くなります。その際、ブレーキ 
ペダルの踏みごたえに変化がでること 
がありますので、ブレーキペダルは 
しっかりと踏んでください。 

■停車中は、平坦路であっても車が動か 
ないように、ブレーキペダルを しっ 
かりと踏み、必要に応じて駐車ブレー 
キをかけてください。 


〇キックダウン 

走巧中にアク t ルペダルを踏み化むと、 
自動的に低速ギわに切り替わ U、 エンジ 
ン①回転数が上昇して急加まちせること 
巧できます。これをキックダウンといし、 
ます。 

A 警告 _ 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアク七ルペダルの操作はやめ 
てください。キックダウンにより回 
おが高くなり急加速をするため、スリ 
ップをしたり、カーブを曲がりきれず 
に思わめ事故につながるおそれがあり 
ます。 


堅アドバイス _ 

• 追い越し時の急加速や高速道路での合 
流が楽に巧えます。 
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_ まを運おするにあたつてにミ! 

牙ートマチックまの運拓 W 


シフト レバー 

シフトしバーの操作は確実に巧って<だ 
さし、。 


〇シフトロック装置 
誤操作防止のため、シフト□ック装置巧 
巧いています。 

▼シフト□ック解除ちミモ 
シフト□ックを解除する場合は、エッジ 
ンスイッチを " ON " または " ACC " ① 
位置にし、ブしーキペグルを踏むとシフ 
卜しバーの操作巧できます。 



挺アドバイス 


• シフトレバーはブレーキペダルを踏 
みながらでないと、 回 レンジからほか 
のレンジへは動きません。 

•エンジンスイッチが " LOCK " の位置 
では、ブレーキペダルを踏んでもシ 
フトレバーは 回 レンジからほかのレ 
ンジへは動きません。 

• 先にシフトレバーボタンを押した状 
態で、ブレーキペダルを踏むと、シ 
フトレバーが動かない場合がありま 
す。一度ボタンから手を離し、ブレー 
キ ペダルを先に踏んでから操作して 
ください。 


各シフト位置での上限速度 
A ま意 _ 

• エンジンの回転があがりすぎないよう 
に、上限速度を守って走行してくださ 
い。エンジンが損傷するおそれがあり 
ます。 

•特にシフトダウンを巧うときは、上 
限ま度を超えることのないように十分 

_ま度を落としてください。_ 

各シフト位置での上限速度は下表を参考 
じして < ださし、。 


(km/h) 






D 

シフト位置 

L 

2 

0 /D 

0 /D 





OFF 

ON 

夕ーボ車 

2 WD 

35 

65 

95 

- 

なが 

4 WD 

30 

60 

90 

- 

夕ーボ車 

40 

70 

110 

- 
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にを まを運捉するにあたつて 

W オートマチック車の運面 


シフトレバーの操作 


インパネ七ンターシフト式 
4速才ートマチック 
トランスミッション 

シフトしバー部には、シフトしバーを 
動なすときに使用するシフトしバーボ 
タンが装着ちれています。 

シフトレけ'一 



▼操作をする前に 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへシフトレバ 
一を動かすときは、突が車が動き出し 
思わめ事故につながるおそれがあり危 
険ですので、 ブレーキ ペダルを踏み 
ながら、シフトレバーボタンを巧し 
て動かしてください。 


〇各位置のはたらき 


回レンジ 

駐車するとき、エンジンを始動す 
るとき、およびキーを抜くときの 
位置 

面レンジ 

まを後退させるときの位置 
(車が完全に止まってから入れ 
てください） 

画レンジ 

一時停止などで動力を伝えない 
位置 

◎レンジ 

通常の走行をする位置[前進] 

(1 速から4速> まで自動的に変を 
されます） 

图 レンジ 

下り坂走行するときの位置[前進] 
(エンジンブレーキが化要なとき 
の位置） 

田レンジ 

急な下り坂走行するときの位置瞄進] 
(強い エンジン ブレーキが必要なと 
きの位置） 


*ォーバードライブが OFF のときは 3 il 
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_ まを運おするにあたつてにミ! 

牙ートマチックまの運拓 W 


〇シフトレバーの動かしかた 



。ブレーキペダルを踏みなが5 
A シフトレバーボタンを巧して 
、 動かしまず。 

An シフトレバ-ボタンを巧して 
¥ V 動かしまず。 

舍> そ®まま動わ、しまず。 


A 警告 _ 

• 吟の操作は誤作動を防ぐため、シフト 
レバーボタンを押さずに動かしてく 
ださい。常にシフトレバーボタン 
を押して操作していると、回■回■囚 
レンジに思いがけず入ることがあり、 
その場合、思わめ事故の原因となり、 
生命にかかわる重大な傷害を受けるお 
それがありを除です。 

• 走行中に回レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効か 
ず、思わぬ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 

• まが完全に止まらないうちに回レンジ 
に入れないでください。また、前進走 
行中に回レンジ、および後退走行中に 
◎■因.囚レンジに入れないでくださ 
い。トランスミッションに重大な損害 
をあたえると共に、車がコントロール 
を失い思わめ事故につながるおそれが 
あり危険です。 


141 A 






にを まを運捉するにあたつて 

W オートマチック車の運面 


〇才ーパードライブスイッチ 
通常走行時はスイッチを巧して " ON " の 
が態にしておいて<ださい。4まオート 
7チックトランス5、ソシヨンとしてはた 
己ぎ、 燃費性能と静肅性を高めます。 

才ーバードライブスイッチをもラー度 
巧して " OFF " のが態にすると3速才一 
卜 7 チック トランス5ッシヨンとしては 
た己きます。この場合は、ベーター内の 
0 /D OFF 表示むガ点むします。 

4速才ートマチックトラッスミッシヨン 
に戻すときは、スイッチを " ON " ①状態 
じして < だちい。 



運転のしかた 


エンジン始動前 

▼ 操作を巧ラ前に 

アク t ルペグルおよびブしーキペダル 
の位置をち足で確認、します。 



A 警告 _ 

•踏み誤りを防ぐため、ブレーキぺダ 
ルは右足で踏む習慣を身に付けてくだ 
さい。左足でのブレーキ操作は思わめ 
事故につながるおそれがあります。 



] 

ON 

4速才ートマチック 


n 

OFF 

3速才ートマチック 


挺アドバイス _ 

•長い坂道を走行するときは、オーバー 
ドライブスイッチを押して " OFF " の 
状態にしてください。 

下り巧ではエンジンブレーキの効き 
がおくなり、上り坂では変速回数の少 
ないなめらかな走巧ができます。 
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_ まを運おするにあたつてにミ! 

牙ートマチックまの運拓 W 


エンジン始動時 

▼ 操作手順 

/. 駐車ブしーキ巧ななっていることを 
確認します。 

2 . シフトしバーけ回しンジ I こあること 
を確認します。 

5ブしーキペダルをしっなりと踏みま 
す。 

4ブしーキペダルを踏んだまま、エン 
ジンスイ、ソチを " START " の位置 I こ 
します。 



発進時 

▼ 操作を行ラ前に 

A 警告 _ 

•回レンジから回レンジへシフトレバ 
一を動かすときは、突が車が動き出し 
思わめ事がにつながるおそれがあり危 
険ですので、ブレーキペダルを踏み 
ながら、シフトレバーボタンを押し 
て動かしてください。 

• アクセルペダルを踏んだままシフト 
レバーの操作をしないでください。急 
発進して思わめ事故の原因になりま 

_す。_ 

▼ 操作す順 

/. ブしーキペダルをち足で踏んだまま 
シフトしバーを前進であれば◎しン 
ジに、状況に応じて回、囚しンジ I こ、 
また後退のときは回しンジ'に入れま 
す。 

2 . 駐車ブしーキを戻したあと、な々に 
ブレーキペグルな5足を離し、アク 
tz ルペダルをゆつ<りと踏み込み発 
進します。 


143 A 









にを まを運捉するにあたつて 

W オートマチック車の運拓 


A 警告 _ 

•始動直後およびエアコン使用時は、自 
動的にエンジン回転が高くなり（アイ 
ドルアップ）、動こうとする力が強 
くなります。発進時にシフトレバー 
操作をするときはしっかりとブレーキ 
ペダルを踏んでください。 

• マニュアルまは発進のスピードを半ク 
ラッチ操作とアクセル操作を併用して 
調整しますが、オートマチックまでは 
アクセル操作のみで行いますので、ア 
クセル操作は特に慎重に行ってくださ 
い。 

• 切り返しなどで◎レンジから回レン 
ジ、 回 レンジから 回 レンジと何度もシ 
フトレバー操作をするときは、その 
つどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。 

トランスミッションに負坦がかかり故 
障の原因となります。また必ずシフト 
位置も確認してください。 

• 急発進を防ぐために 固 レンジから 回 レ 
ンジ、 回 レンジから◎レンジ、 圆 レン 
ジから回レンジにシフトレパー操作 
をするときもブレーキペダルをしっ 
かり踏んでから行ってください。 


A ま意 _ 

•シフトレバーがどの位置にあるかを 
シフトレバー部またはメーター内の 
インジケーターで確認してください。 

•才ートマチック車は、シフトレバー 
が 回、 回 レンジ JU 外の位置にあると、 
アクセルペダルを踏まなくても動こ 
うとする特性を持っています。（クリ 
ープ 現象） 

•坂道発進時などアクセルペダルとブ 
レーキペダルを同時に踏んで発進し 
ないでください。故障の原因となりま 
す。 


fe アドバイス _ 

■シフトレバーを回レンジに入れると 
警告ブザーが鳴り、運転者にシフト 
レバーが回レンジにあることをがらせ 
ます。警告ブザーは車かの人には聞こ 
えませんのでミち意してください。 


▼坂道発おをする眉合 

7. 駐車ブしーキ巧しっなりななってい 
ることを確認しなな己、シフトしバ 
一を◎しンジ' I こ入れます。 

2 . ち足でアク tz ルペダルをゆっ<リ踏 
み、車巧動き化す感触をお認してけ 
己、駐車ブしーキを解除し、発進し 
ます。 
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_ まを運おするにあたつてにミ! 

牙ートマチックまの運拓 W 


走行時 

▼ 操作手順 

/. 通常は◎しンジで走巧します。 

2 . 急加速げ化要な場合は、アク tz ルぺ 
グルを踏み込むとギわは自動的に低 
速ギわに切り菅わります。（キック 
グウン） 

5長い下り坂や急な下り坂など、強い 
エンジンブしーキを化要とする場合 
は、路面が態やスピードに応じて回 
または回しンジに切り替えます。 

A 警告 _ 

•坂道などでは、シフトレバーを回、 
回レンジまたは因レンジに入れたまま 
惰性で後退したり、 回 レンジに入れた 
まま惰性で前進することは絶巧にやめ 
てください。 

エンストを起こし、ブレーキの効きが 
悪くなったり、八ンドルが重くなるな 
ど、思わめ事故やが障の原因となるお 
それがあります。 


A 警告 _ 

• 走行中は 回 レンジに入れないでくださ 
い。エンジンブレーキが全く効かな 
くなり、思わめ事故の原因になりま 
す。 

• 走行中に 回 レンジ、また前進走行中に 
回レンジに入れないでください。トラ 
ンスミッションに重大な損傷をあたえ 
る原因となります。 

• 上り坂などでスピードを保つために、 
アクセルペダルを踏み込んでいく 
と、意に反してキックダウンし、急 
にエンジン回転数が高くなることがあ 
りますので、急激なアク七ルペダル 
の操作はしないでください。 

• 滑りやすい路面やカーブ走行中では、 
急激なアク七ルペダルの操作はやめ 
てください。キックダウンにより回 
転が高くなり急加速をするため、スリ 
ップをしたり、カーブを曲がりきれず 
に思わめ事故につながるおそれがあり 
ます。 

■各レンジでのま度は、必ず上限速度を 
守ってください。 

(各シフト位置での上限速度 
一139ページ) 

• 長い下り坂や急な下り坂を◎レンジの 
まま走行するとスピードが出すぎてし 
まうことがあります。 

このようなときに、フットブレーキ 
を使いすぎるとブレーキの効きが悪く 
なるおそれがあります。 

シフトダウンしてエンジンブレーキ 
を併用してください。また、より強い 
エンジンブレーキが必要な場合は、 
正]レンジに入れてください。 
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にを まを運捉するにあたつて 

W オートマチック車の運拓 


A 警告 _ 

•ブレーキペダルに足をのせたまま走 
巧しないでください。ブレーキ部品が 
早く摩耗したり、ブレーキが過熱し、 
ブレーキの効きが悪くなり、思わめ事 
故につながるおそれがあり危険です。 


堅アドバイス _ 

•巧浦や狭い場巧での移動は、クリープ 
現象を利用し、アクセルペダルを踏 
まずに、ブレーキ操作のみで速度を調 
整すると スムーズに 行えます。 

• 上り坂でスピードを保つためにアクセ 
ルペダルを踏み込んでいくと、意に 
反してキックダウンし、急にエンジ 
ン回転が上がることがあります。 
このようなときは、あらかじめ回レン 
ジにしておくと、エンジン回転数の変 
化が少なく、なめらかな走行ができま 
す。 


~時停止時 

▼ 操作手順 

/. シフトしバーは走行位置のままでブ 
しーキペグルをしっなりと踏み続け 
ます。 

之停車巧長ひ'<ときは、ブしーキペグ 
ルを踏んだままで駐車ブしーキをな 
け、シフトしバーを回しンジに入れ 
ます。 

3 . 発進するときは、シフトしバーの位 
置を確認したあと、アク t ルペグル 
をゆっ < りと踏み込みます。 

A 警告 _ 

• 上り坂での停車はクリープ現象で前へ 
進もうとする力よりも車が後退しよう 
とする力の方が大きくなり、車が後退 
することがあります。ブレーキぺダ 
ルを踏み、駐車ブレーキをかけてくだ 
さい。 

•平坦路であっても、停車が長びくとき 
は、必ず駐車ブレーキをかけてくださ 
い。 

• エアコン作動中は自動的にエンジン回 
おが高くなり、急にクリープ現象が強 
くなりますので、特にしっかりとブレ 
ーキペダルを踏んでください。 


146 










_ まを運おするにあたつてにミ! 

牙ートマチックまの運拓 W 


後退時 

▼ 操作ちま 

車な完全じ止まってな己ち、ブしーキぺ 

グ J レをしっなりと踏み続け、シフトしバ 

一を回しンジに入れます。 

A 警告 _ 

• 後退するときは体をひねった姿勢とな 
るため、ペダルの操作がしにくくなり 
ます。ブレーキ操作が確実にできるよ 
ラミ主意してください。 

• 少し後退したあとなどは 回 レンジに入 
れたことを忘れてしまうことがありま 
す。後退したあとはすぐ 回 レンジに戻 
すよう習慣付けましょう。 

• 切り返しなどで◎レンジから 回 レン 
ジ、 回 レンジから 回 レンジと何度もシ 
フトレバー操作をするときは、その 
つどブレーキペダルをしっかり踏 
み、完全に車を止めてから行ってくだ 
さい。また、シフト位置も忘れずに確 
認してください。 


堅アドバイス _ 

•シフトレバーを 回 レンジに入れると 
警告ブザーが鳴り、運転者にシフト 
レバーが 回 レンジにあることをミ日らせ 
ます。警告ブザーはまかの人には聞こ 
えませんのでごを意ください。 


なま時 

▼ 操作手順 

7. 車を完全に止めます。 

之ブしーキペダルを踏んだままで駐車 
ブしーキをなけ、シフトしバーを回 
しンジ'に入れます。 

3 . エンジンスイ’ソチを " LOCK " の位 
置まで回してキーを抜きます。 

A 警告 _ 

• エンジンをかけたままでまから離れな 
いでください。 


A ま意 _ 

• 必ず駐車ブレーキをかけてください。 

•まから離れるときはエンジンスイッ 
チを " LOCK " の位置にしてキーをな 
いてください。バッテリーあがりの原 
因となります。 

•回 レンジでは車輪が固定されます。駐 
まするときは必ず 回 レンジにあること 
を確認してください。 

• まが完全に止まらないうちに 回 レンジ 
に入れないでください。トランスミッ 
シヨンに重大な損傷をあたえる原因と 
なります。 


堅アドバイス _ 

•キーインターロック装置により、シ 
フトレバーが 回 レンジな外のとき 
は、エンジンスイッチを " LOCK " の 
位置まで回すことができません。 

(キーインターロックー127ぺージ) 
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ピラーアンテナ- 

ブーデイブの取り扱い—— 
ブーデイブインデックス--- 

AM / FM ラジオ- 

1 DIN CD - AM / FM 付ステしブ 

■ 室内装備品 


室れ噴明-182 

シガライタ-184 

陕皿-184 

サッバイヴ-185 

ブ□-ブボックス-186 

ブーバーヘッドシェルフ -186 

カップホルダ-187 

ショッピングフック-188 

アシストグリップ-189 

乗降ブリップ-189 



装備品の巧いかた 

まの装備品のほいかたについて説明しています。 


■ 空調 

エア]ン-1加 

I 」わ ヒータ -1已已 


■ ブ-デイオ 


■ 712 8 
5 5 6 6 6 





























El 装備品の巧いかた 

固 Ml 


空調 



室内の;を暖房、除湿、曇り取りなどを巧ラことガできます。 

コント□-ルパネルの操作により、吹き出し□な 5) ち風、または;品風げ吹き出します。 
▼吹き化し□の位置 
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装備品の巧いかた 


it 園 


〇各レバー/スイツチの使いかた 
① 吹き化し□切り营えしバー 
イラストの方向へ風巧化てきます。 風 量 
は吹き化し□によって異なります。 


レバー位置 

峰 ■ 



妈 


吹き出し口 


@ 

© 

© 

職 

贷 



() は特に風量の少ないものを示します。 


▼ 操作ちま 

しバーを左ち I こ動なして、切り替えます。 

A 警告 _ 

ガラスの曇りを防止するために 
• 湿度が高いときにエアコンを低い温度 
で作動させている場合は、かき出し口 
をな、または W に切り替えないでくだ 
さい。 

外気とガラスの温度差でガラスの外側 
が曇り、視界をさまたげるおそれがあ 
ります。 


堅アドバイス 


USE 

WITH 



• このマークはガラスが曇ったときに使 
用するみ、巧7の位置で、"か気兽入" 
を使用していただくためのものです。 

"内気循環"にすると量りが取れにく 
くなる場合があります。 

• "外気導入"への切り替えは、内外気 
切り替えレバーで操作してください。 

• このマークの位置でもレバーは止まり 
ますが、この位置での使用はおすすめ 
できません。レバーは；/、*;/、*バ、 
な' W の位置に合わせて使用してくだ 
さい。 



151 


么 
















装備品の巧いかた 

空調 


② 温度調整しバー 
風の吹き出し温度を調整します。 

▼ 操作ちミモ 

しバーを左ちに動なして、調整します。 




巧/皿 


堅アドバイス _ 

•エアコン使巧中に、室内外のさまざま 
な臭いがエアコン装置内に取り込まれ 
て混ざり合うことにより、吹き出し口 
からの風に臭いがすることがありま 
す。 

エアコン始動時に発生する臭いを抑え 
るために、駐車時は外気導入にしてお 
くことをおすすめします。 


⑤内外気切り营えしパー 

内気盾環、外気暮入①切り替えを巧いま 

す。 


内気循環 


外気をしゃ断しているが 
態です。トンネルや渋滞 
など か 気が汚れていると 
きや早く冷暖房したいと 
き、 か 気ミ思度が高いとき 
の冷历 y 力果を局めたいと 
きにお使いください。 

外気導入 

な 

外気を導入しているが態 
です。通常はこの位置で 
おイまいください。 


▼ 操作ちミモ 

しバーを左ちに動なして切り替えます。 

挺アドバイス _ 

• "内気循環"を長時間使用しないでく 
ださい。ガラスが量りやすくなりま 
す。通常は、"外気導入"を使用して 
ください。 

•巧浦に巻き込まれたときや、トンネル 
内は、"内気循環"にして付近の排気 
ガスが室内に入るのを防いでくださ 
い。 

•①のレバーが•パ、另または而^のとき 
"内気循環"にしないでください。ガ 
ラスが曇りやすくなります。 


④フアンスイツチ 

吹き出し□か5の風の強ちを切り督えま 
す。 

スイツチにより3段階の切り誓えができ 
ます。 


Se OFF • ■参 


▼ 操作方ま 

スイッチを動巧して操作します。 
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装備品の巧いかた 


it 園 


⑤ エアコンスイツチ 

冷房、除湿機能の作動と停止を巧います。 


作動表示打 



A/C 

— 


▼ 操作ちま 

フアン巧作動中のとき、スイッチを一度 
押すとエアコン巧作動し、作動表示む巧 
点むします。 

ちラー度押すとエアコン巧停止し、作動 
表示むな消むします。 

A 警告 _ 

• 停ま時の;令房効果を向上させるため 
に、エンジンアイドリング回転を少 
し高くするアイドルアップ装置が付 
いています。アイドルアップ装置作 
動中の発進、停止時の運転操作にを意 
してください。 

特にオートマチックまで;令房中、一時 
停止する場合はブレーキペダルをし 
つかり踏んでください。 

(オートマチックまの運転一138ぺージ) 


風向きの調整 

左ちおよび中央の吹き出し□な5①風向 
きの調整を巧ラこと好できます。 

▼ 操作ちま 

ツ75を動けして調整します。 



堅アドバイス _ 

•:令房時、まれに吹き出し口から霧が吹 
き出したように見えることがあります 
が、これは湿った空気が急に;令やされ 
たときに発生するものであり異常では 
ありません。 



挺アドバイス _ 

• 外気温が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 
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El 装備品の巧いかた 

固 Ml 


エアコン/ヒーターの使いかた 

代表的な使用例におけるしバー、スイッ 
チの t ット位置を説明します。 

〇通常の;令房 

室内を;ちやしたいときに使用します。 


fg r み を ， 

X OFF • • • 

cS > - な リー其 - W 一巧-堅ぶ？ 


③① 

①ジ ⑤列気導入 ⑥ ON 

® ほ温側 （ D お好みの位置 

堅アドバイス _ 

急速じを房したいときは 
•②の レバーを 最低温に、③のレ パーを 
"内気循環"に、⑥のスイッチを作動 
させてください。ただし"内気循環" 
で長時間使用するとま内の空気が巧れ 
ます。換気のためときどき"外気導 
入"にしてください。：令えてきたら② 
の レバーを 高温側に動かし、お巧みの 
温度に調整してください。 

ま内の;且度が高いときは 
• 駐車のあと車内の温度が高いときは、 
窓を開けて熱気を逃がしてからェアコ 
ンを作動させてください。 


〇通常の暖房 

室内を暖めたいときに使用します。 


⑥④ ② 


1 

を 

却 n 11 

X0 け ■ • • 1 II II II III ■■■画^ 

-这> ジ —— ‘ジ —— W —み‘-壁-巧？ 


し-^ 

J ' - L 

J — JJ 

① W ’ 

C 

D C 

⑤が気導入 

(DOFF 


③高湿側 ④お好みの位置 

fe アドバイス _ 

急速に暖房したいときは 
• @の レバーを 最高温に、感の レバーを 
"内気循環"にしてください。ただし 
"内気循環"で長時間使用すると、ガ 
ラスが曇りやすくなりますので一時的 
にご使用ください。暖かくなってきた 
ら@の レバーを 低温側に動かし、お巧 
みの温度に調整してください。 
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装備品の巧いかた 


.1 かた 〇 

空調^ 


〇ガラスの曇りを取るとき 

害)ち時や、雨のときなどガラスが曇った 

ときに使用します。 


〇除湿暖房するとき（曇り止め） 

雨の曰など湿気がを<、ガラスが曇りや 
すいときじ使用します。 



① W ⑤ 外気導入 ⑥ ON 

® お好みの位置 （D お好みの位置 


⑥④ ② 


0 

な 

冲 <^1 仁 1) 

X0 巧. • • 

- な > ジ ー 1 ジ -一 巧 - を - 巧？ 

(. - n - - n - ^ 

しし- V — ' 

J — JJ 

① W 

⑤ C 

感が気導入 

⑥ ON 


②お巧みの位置④お好みの位置 


A 警告 _ 

ガラスの曇りを防止するために 
• ②のレバーを最低温に操作しないでく 
ださい。：令風がガラスに当たるとガラ 
スの外側が量ることがあります。 


fe アドバイス _ 

• 外気温が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 


留アドバイス _ 

• 外気温が0で近くまで下がると、エア 
コンの除湿機能が作動しない場合があ 
ります。 

•①の レバーを 其にすると、量り取りと 
同時に足元にもを風されます。 

外気が巧れているときは 

•-時的に③のレバーを"内気循環"に 
してください。 

より早くガラスの曇りを取る場合 

■ガラスの量りを取る操作と併せて、下 
記の操作を巧います。 

•④のレバーを操作して、風量を増す 
.②のレバーを操作して、設定溫度を上 
げる 


〇換気するとき 

暮入ちれた外気が中央および左ち①吹き 
出し□な5吹き化します。 


感 

④ 



rjr 



コ J 1 

な 

K OFF • • • 

- 

1 II II II II 国■圓 

ジー•ジ - 一 一 • 男-塑 - 巧？ 


1 し 


J - 



1 

⑤ 

ふ 


①ジ 


感が気導入 

⑥ OFF 


②お巧みの位置④お好みの位置 




























































El 装備品の巧いかた 

固 Ml 


リヤ ヒーター 


オプション/グレード別装備 




フアンスイッチ 


フアンスイツチはインストルベントパ 
ネル中央部にあります。 

エツ ジンスイツチが " ON " ①位置のと 
き、ファンスイッチを巧すと、作動表示 
むが点むし、ファッザ作動します。 



cb 

困 


レバーの 位置 


後席足元のコント□-ルしバーで吹き出 
し i 品度を調整します。 
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装備品の巧いかた 

才-デイオ 


オーディオ 


ピラー アンテナ 


ラジオを受信するときは、アツテナをい 
っぱいまで伸ばして < ださい。 

▼使用ちま 

使用するときは、アンテナの先を持って 
いっぱい I こ引き化します。収納するとき 
は、アンテナの根元を持ってみしす'つ収 
納して < ださし、。 



A 警告 _ 

•走行中に引き出し、収納などの操作を 
しないでください。運転のさまたげに 
なるほかま外の物に当たったり、急ブ 
レーキをかけたときけがをするおそれ 
があり危険です。 


A 注意 _ 

•下記のようなときは、アンテナを収納 
してください。破損したり、変おした 
りする場合があります。 

• 自動洗車機使用時 
• ボデーカバーをかけるとき 
• 立体駐車場など屋根の低いガレージな 
どに入れるとき 

• 降雪時に長時間駐車するとき 


才ーディオの取り扱い 

オプション/グレード別装備 


A 警告 



•運転中は、車外の音が聞こえる程度の 
音量でお楽しみください。大きな音量 
を出すと車外の音が聞こえず、思わめ 
事故につながるおそれがあります。 

• 走行中にオーディオの操作をしないで 
ください。運転のさまたげになり、思 
わぬ事故につながるおそれがあり危険 
です。 


A ま意 _ 

•エンジン停止時は、才ーディオを長時 
間使用しないでください。バッテリー 
あがりを起こし、エンジンの始動がで 
きなくなります。 

• 水分や高温-多湿■ほこり-ゴミを嫌 
いますので、ま内清掃や換気に十分ま 
意してください。 

• 才ーディオ本体のお手入れは、乾いた 
柔らかい巧でふいてください。損傷の 
原因となるおそれがある固い巧や、ベ 
ンジン-シンナ ー• アルコールなどは 
絶対に使用しないでください。また、 
巧れがひどい場合には、をらかいホを 
水またはめるま湯に浸し、軽くふき取 
つてください。 

•ま内の溫度に気を付けてください。極 
ぎや酷暑のとき、特に夏期は車内の温 
度が大変高くなり、故障の原因となる 
おそれがありますので、ま内の換気に 
ミ主意し、適温で使用してください。 
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El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


堅アドバイス _ 

•才ーディオを聞いているとき、室内ま 
たはまのちくで携帯電話やお線機を使 
うと、ノイズ（雑音）が入ることがあ 
ります。 

• ラジオの受信は、電波の強さが変化し 
たり、電車-信号機などの障害物の影 
響により、最良な受信状態を維持する 
ことが困難な場合があります。 


CD プレーヤーの取り巧い 
A 注意 _ 

•挿入口に、指定されている CDiU 外の物 
や一度に 2 枚 1U 上の CD を挿入した 
り、ドライバーなどの金属物や磁石な 
どを近付けないでください。故障の原 
因となります。 

また、 CD に磁石などを絶対に近付けな 
いでください。 



• CD を挿入して数秒すると、セットされ 
ずに戻ってくることがあります。この 
場合は、 CD の異常がちえられますの 
で、 CD に異常がないかを確認してくだ 
さい。 

•取り出しボタンを押しても、 CD が挿入 
されたまま取り出せないときは、プレ 
ーヤーの保護のため、機能が停止する 
ことがあります。この場合、トヨタ版 
売店にご相談ください。 


158 










装備品の巧いかた 

才-デイオ 



A ま意 _ 

•まを降りるときは、必ず CD を才ーディ 
才本体から取り出し、ケースに入れ 
て、高温にならない場所に保管してく 
ださい。 

■ CD を直射日光に長時間当てたり、挿入 
口に残した状態のまま長時間が置しな 
いでください。また、高温-を湿な場 
所（インストルメントパネルの上や 
シートの上など）に長時間放置しない 
でください。 CD がひずみ、使用できな 
くなるおそれがあります。 

従巧の才ーディオレコードと同様に 
プラスチック製ですので、そりの原因 
となります。 

そり防止のため、必ずケースに入れ、 
直が日光の当たらない場所に保管して 
ください。 


留アドバイス _ 

• CD が挿入された状態でエンジンを始動 
すると、「カチッ」-「ウイーン」な 
どという音が数回しますが、これは再 
生準備のための作動音で、故障ではあ 
りません。 


CD の取り巧い 

A を意 _ 

• CD を持つときは、信号面に触らないよ 
うにしてください。両端を挟むように 
して持つか、中央の穴と端を挟んで持 
つてください。 



• CD は内部で高速回転しますので、異常 
な CD (ハート型など異形の CD 、ヒビ 
が入った CD や大きくそった CD ) は使 
用しないでください。 



• 記録部分に透明または半透明部分があ 
る CD は、正常に出し入れや再生ができ 
なくなるおそれがありますので、使用 
しないでください。 

• ラベル面（印刷面）にも紙やシールな 
どをおり付けたり、傷などを付けない 
ようにしてください。 

• CD に指紋やホコリが付いた場合でも、 
CD に記録された信号には直接影響しま 
せんが、巧れにより、信号記録面から 
の反射光の明るさが低減して音質がほ 
下したり、音飛びを起こすことがあり 
ます。 
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装備品の巧いかた 

才-デイオ 


A ま意 _ 

■ CD が巧れたときは、柔らかいホで CD 
の内周からか周方向へ軽くふいてくだ 
さい。 

■レコードスプレー-帯電防止剤など 
は使用できません。またベンジン•シ 
ンナーなどの揮発性の薬品をかける 
と、表面が侵されることがありますの 
で使用しないでください。 





• 8 cmCD を挿入口に残した状態のまま走 
行しないでください。走行中の振動に 
より、 CD が落下することがあります。 
•振動の激しい悪路を走行すると、音巧 
びを起こすことがあります。 

• 真をのま内は極度に冷えています。こ 
の状態で、ヒーターを入れてすぐに使 
用すると、 CD や光学部品（プリズムや 
レンズなど）が量って、正常に再生さ 
れないことがあります。 

CD が曇っているときは、柔らかい巧で 
ふいてください。 

光学部品が曇っているときは、1時間 
ほどが置しておけば自巧に量りが取 
れ、正常に再生されます。 


160 











装備品の巧いかた _ 

才—デイオ 



才ーディオインデックス 


AM / FM ラジオ 

(音量調整一162ページ) 
(ラジオの受信一163ぺージ) 
(時刻の調整一166ページ) 



1 DIN CD . AM / FM 付ステレオ 


(音量-音質調整一168ページ) 
(ラジオの受信一170ぺージ) 
に D ①再生一174ぺ-ジ) 
(時刻の調整一180ページ) 
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El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


AM/FM ラジオ 


オプション/グレード別装備 



①電源 スイッチ 
⑨音量調醫 ッマ~ 


音量調整 


① 電源スイッチ 

電源の " ON " • " OFF " 巧できます。 

入/切 

▼ 電源を入れるじは 

7. エンジンスイ’ソチを " ON " または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンスイッチを 
" LOCK " の位置 I こしたときに電源巧 
入っていた場合は、自動的 I こ電源巧 
入ります。 

2. 電源スイ、ソチを押します。 

スイッチを押すごとに、電源巧 
" ON " と " OFF " に切り替わります。 


② 音量調整ツマ5 

音量を調整することができます。 


入/切 

立旦 

曰里 



▼音量を調整するには 

ツマミをちじ回すと大きくなり、左に回 
すと小さくなります D 
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装備品の巧いかた 

才—デイオ 



ラジオの受信 


ディスプレイ部 



②①③ 


① ラジオボタン ③フ U セットボタン 

② チューニングボタン 


〇ラジオの受信 

/. エンジンスイ’ソチを " ON " または 
" ACC " の位置にします。 

前回、エンジンスイ、ソチを 
" LOCK " の位置じしたときにラジス 
を受信していた場合は、自動的にラ 
ジオな受信ちれます。 

2. AM . FM ボタン、 チューニン ブボタ 
ン、またはプリ tz ットボタンを押し 
て、希望の周波数を選がします。 

①ラジオボタン 

AM • FM の切り替えをすることガできま 
す。また、交通情報放送を行っている i 也 
域で、あ5なじめ記憶ちれている交通情 
報放送局を受信すること好できます。 


▼ AM- FM 放送を受信するには 
ボタンを押します。 

ラジオを聞いているときに、ボタツを押 
すと、 「 AM ^ FM 」 の順に切り替わりま 
す。 

•ディスプしイ部 I こ、遅択したバンド巧 
表示ちれます。 

曾アドバイス _ 

•オーディオの電源が入っていて、時計 
が表示されているときは、ボタンを押 
すと、才ーディオモードの表示に切 
り替わります。ラジオを受信するとき 
(AM-FM を切り替えるとき）は、も 
う1度ボタンを押してください。 


▼AM/FM 

〇 

を州"リ 
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El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


▼ 交通情報を受信するじは 

ボタツを「ピツ」と音なするまで巧し続 

けます。 

もラー度ボタンを巧すと、解除ちれます。 

挺アドバイス _ 

• 交通情報を行われていないお域では受 
信できません。 

• 交通情報ボタンで受信できる周波数は 
1620 kHz のみです。ほかの周波数の交 
通情報放送局をこのボタンで受信する 
ことはできません。 


② チューニングボタン 

放送局の周波数を選おすることができま 

す。 

TV TA 

一ち一か一 

▼ す動で選巧するには 

ボタッを押して希望の周波数を選択しま 
す。 

• 周波数を高い方 I こ運択するには八側の 
ボタン、低い方 I こ選択する I こは V 側の 
ボタンを押します。 

•デイスプしイ部に、受信周波数巧表示 
ちれます。 


▼ 自動で選択するには 

ボタンを「ピッ」と音巧するまで押し続 

けます。 

• 周波数を高い方 I こ選択する I こは八側の 
ボタン、低い方に運択するには V 側の 
ボタンを押します。 

•放送巧受信ちれると、自動的じ止まり 
ます。 

•ディスプしイ部 I こ、受信周波数な表示 
ちれます。 

自動選択を止めるじは、ちラー度ボタン 

を押します。 

堅アドバイス _ 

•受信感度が良く、ディスプレイ部に表 
示されている周波数に一番巧い周波数 
を自動で還択します。 

• 山岳部や弱電界地域で自動還択を巧っ 
た場合、受信できる周ミ巧数があって 
も、自動的に止まらないことがありま 
す。この場合、手動還択を行ってくだ 
さい。 
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装備品の巧いかた H 

才ーディオ圖 


③ プリ t ットボタン 

放送局の周波数をあ5かじめ記憶ちせて 

お<ことにより、プリ t ツトボタンでそ 

①周波数を選がすることガできます。 

T 遲局 

巧 

メモリー 

爸アドバイス _ 

• 自宅付近などで日頃よくお聞きになる 
放送局の周波数を記憶させておくと便 
利です。 

•6 局まで周放数を記憶させることがで 
きます。 

AM 放送の場合 

•プリセットボタンを押すたびに 「AOI 
一 A 02 一 A 03 一 A 04 一 A 05 ^ A 06 一 
A 01」 とチャンネルが変わり、記憶さ 
れた周诚数が数秒表示されたあと、時 
計が表示されます。 

FM 放送の場合 

•プリセットボタンを押すたびに rpoi 
一 F02 一 F03 イ04 一 F05 一 F06 一 F01」 

とチャンネルが変わり、記憶された周 
波数が数秒表示されたあと、時計が表 
示されます。 


▼周波数を記憶さだるには 
7. 記憶させるチわンネルを選択します。 

2. 記憶ちせる周波数を選択します。 

3. プリ tz 、 ソトボタンを「ピ、ソ」と音げ 
するまで押し続けます。 

▼ 記憶させた周波数を呼び出すじは 
プリわ、ソトボタンを押すたけ' I こ\記憶ち 
れている周艘数巧選択ちれます。 

曾アドバイス _ 

•プリセットボタンの記憶は、直前に 
プリセットボタンで選択したチャン 
ネルに記憶されます。 

記憶させるチャンネルを選んだあとの 
選局はチューニングボタンで巧って 
ください。 


〇プリセットボタンに記憶させた周 
波数 

fe アドバイス _ 

•バッテリーやヒユーズ交換などで、才 
ーデイオへの電力供給が断たれたとき 
は、記憶させた周波数は消'去され、巧 
期設定の状態に戻ることがあります。 
この場合は、再度記憶させてくださ 
い。 
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El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


時刻の調整 


ディスプレイ部 



ディスプレイボタン ® (D (3) 


① "時"調醫ボタン ③ 時刻合わせボタン 
⑨ "分"調整ボタン 


• 才ーデイオの電源の "ON" • "OFF" に関わ5す'、エンジンスイッチを "ON" また 
は "ACC" の位置にすると、デイスプしイ部に時刻好表示ちれます。 

• 才ーデイオの操作を巧ラ（またはデイスプしイボタンを巧す）と、才ーデイオモー 
ドの表示になります巧、 約 6 秒後に時計表示に戻ります。 


〇時刻の調蓄 

時刻を表示ちせているとき、デイスプし 
イボタンを押しな巧己、同時に各ボタン 
を巧して調整します。 

堅アドバイス _ 

•バッテリーやヒューズ交換などで、才 
-デイオへの電力供給が断たれたとき 
は、初期設定の状態から時計の作動が 
開始されることがあります。この場合 
は、再度調整してください。 


①"時"調整ボタン 

時計の"時"表示を調整すること巧でき 
ます。 

TV 

〇 

—時一 

▼"時"表ホを調整するには 
デイスプしイボタンを巧したまま"時" 
調整ボタンを押します。 

• ボタツを押すごと I こ、数字巧1つす'つ 
大き < なります。 

• ボタンを巧し続けると、連続して数字 
巧大き <なります。 
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装備品の巧いかた H 

才ーディオ圖 


② "分"調整ボタッ 

時計の"分"表示を調整することザでき 
ます。 

TA 

〇 

か一 

▼"分"表示を調整するには 
デイスプしイボタンを押しなヴ5、 
"分" 調整ボタンを巧します。 

• ボタンを押すごと I こ、数字巧1つす'つ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
な大き < なります。 


③ 時刻合わだボタン 

時報などに合わせて、"分"表示を 
「:〇〇」にすること巧できます。 

TAM/FM 
〇 
セット] ."1 

▼"分"表ホを r: 00」じするじは 

デイスプしイボタンを巧しなな己、時刻 
合わせボタンを押します。 

•"分" 表示巧 「30」未満の数字のとき 
は、"時"表示の数字はをねりません。 
例えば、10:20は10:00になります。 
•"分"表示巧「30」 L 乂上の数字のとき 
は、"時"表示は数字び切り上げ5れ 
ます。 

例えば、10:4已は11:00になります。 
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El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


1 DIN CD ’ AM / FM 付ステレオ 


オプション/グレード別装備 


ディスプレイ卽 


③ 



-①② 


①電源スイッチ ③モードポタン 

③音量調豊ッマ~ 


音量-音質調整 


①電源スイッチ 

電源の "ON" • "OFF" ができます。 



▼ 電源を入れるじは 

/. エンジンスイ’ソチを " ON " または 
" ACC " ①位置じします。 

前回、エンジツスイツチを 
" LOCK " の位置じしたときに電源巧 
入っていた場合は、自動的に電源巧 
入ります。 

2. スイ’ソチを押します。 

スイッチを押すごとに、電源巧 
" ON " と " OFF " に切り替わります。 


②音量調整ツマ5 

音量を調整することができます。 



POWER.VOL 


▼音量を調整するには 

ツマミをちじ回すと大きくなり、左 I こ回 
すと小さくなります。 
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装偏!品の巧いかた B 

才ーディオ圖 


ドボタン 

各種機能の t ー ドを切り替えることがで 
ぎます。 



▼亡ードを切り替えるじは 
ボタンを押すごと I ご 、 「FAD 一 BAL 一 
臣 AS 一 TRE - A / OU の順に切り誓わりま 
す。 

▼各種機能を調整するには 
/- 亡ードボタンを押して、調整する亡 
ードを選択します。 

ぶ音量調整ツマミを回します。 


〇調整モードと調整レベル 


モ ー K 
ボタン 

調整 

モ-ド 

前後 

音量 

バランス 

左を 

音量 

バランス 

低音 

高音 

音量 

モード 

表示 

FAD 

BAL 

BAS 

TRE 

VOL 

音量調整 

ツマミの 

操作 

調整 

レペル 
範囲 

F8 

1 

R8 

R8 

L8 

+7 

-7 

+7 

-7 

35 

1 

0 

右に 

回す 

前側大 

も側大 

強 

音量大 

左に 

回す 

後側大 

左側大 

弱 

音量小 


fe アドバイス _ 

• 何も操作を行わないと、約5巧後に元 
の表示に戻ります。 

リヤスピーカーなしま 
■リヤ スピー カーが装着されていない 
ため、前後音量バランス " FAD " 調整 
を 「 R 8」 にすると、音が出なくなりま 
す。 
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El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


ラジオの受信 


ディスプレイ部 ④②①⑥ 








Airf 

) € 

i-P TUNFl 

□E こ 

rRACK ni : p 

… AM/FM 
… CD 

三腳 1A ； 国醒 J 

30 


眶，.… L 


③ 


① AM-FM ボタン ④才ートフ U セットボタン 

② チュー ニン グボタン ⑥ 交通情報ボタン 

③ プリセットポタン 


〇ラジオの受信 

/. エンジンスイツチを " ON " または 
" ACC " ①位置じします。 

前回、エンジンスイツチを 
" LOCK " の位置じしたときにラジス 
を受信していた場合は、自動的 I こラ 
ジブな'受信ちれます。 

2. AM • FM ボタンの上側を押して 、 AM 
または FM 放送を選択します。 

3. チューニングボタン、またはプリ t 
、ソトボタンを押して、希望の周波数 
を選がします。 


① AM • FM ボタン 

ラジオを受信することと、 AM-FM ①切 
り替えをすることガできます。 


AM/FM 

CD 


▼ ラジオを受信するには 

ボタンの上側を押します。 

ラジオを聞いているときに、ボタンを押 
すと、 「 AM ^ FM 」 の順に切り替わりま 
す。 

•ディスプしイ部 I こ、遅択したバンド巧 
表示ちれます。 

fe アドバイス _ 

•オーディオの電源が入っていて、時計 
が表示されているときは、ボタンを押 
すと、才ーディオモードの表示に切 
り替わります。ラジオを受信するとき 
(AM-FM を切り替えるとき）は、も 
う1度ボタンを押してください。 
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装備品の巧いかた 

才-デイオ 


② チューニングボタン 

放送局の周波数を選がすることができま 

す。 


TUNE/TRACK 



③ プリ tz ットボタン 
放送局の固波数をあ5なじめ記憶ちせて 
お<ことじより、ワンタッチでその周波 
数を選がすること巧できます。 


い 11 2 11 3 11 4 ] I 5に6 ^ 


▼ す動で選巧するには 

ボタッを押して希望の周波数を選択しま 

す。 

• 周波数を高い方 I こ還択するにはボタン 
の上側、化い方に選択するにはボタン 
の下側を押します。 

•ディスプしイ部に、受信周波数な表示 
ちれます。 

▼ 自動で選がするには 

ボタンを「ピッ」と音巧するまで巧し続 

けます。 

• 周波数を高い方に選択するにはボタン 
の上側、低い方に選択するにはボタン 
の下側を押します。 

•放送ヴ受信ちれると、自動的 I こ止まり 
ます。 

•ディスプしイ部 I こ、受信周波数巧表示 
ちれます。 

自動選択を止めるには、ちラー度ボタン 

を巧します。 

挺アドバイス _ 

•受信感度が良く、ディスプレイ部に表 
示されている周波数に一香巧い周波数 
が自動で還択されます。 

• 山岳部やお電界地域で自動還択を行っ 
た場合、受信できる周波数があって 
も、自動的に止まらないことがありま 
す。この場合、手動還択を行ってくだ 
さい。 


fe アドバイス _ 

• 自宅付近などで日頃よくお聞きになる 
放送局の周波数を記憶させておくと便 
利です。 

• AM ■ FM 各6局まで周波数を記憶させ 
ることができます。 


▼固波数を記憶さだるIこは 
/. 記憶ちせる周波数を選択します。 

2. 記憶ちせるプリ tz 、 ソト ボタンを「ピ 
ッ」と音巧するまで押し続けます。 

▼ IS 憶ちだた固波数を呼び出すじは 
ボタンを押します。 

• そのボタンに記憶ちせた周波数巧遅択 
ちれます。 
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El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


④ オートプリ tz ツトボタン 
自動で受信可能な周波数を、プリ t ツト 
ボタツに記憶ちせることガできます。 
旅先などで放送局の周波数巧わな白ない 
ときなどじ便利です。 


AUTO.P 



▼ 自動で同液数を記憶ちだるには 
• ボタンを「ピ、ソ」と音巧するまで押し 
続けます。 

• 記憶操作巧終3すると、「ピー」と音 
なして、記憶した中で一番化い周波数 
ヴ受信ちれます。 

▼ 記憶ちだた固波数を呼び出す I こは 
プリ tz ツトボタツを押します。 

• そのボタン I こ記憶ちせた周波数な選択 
ちれます。 


堅アドバイス _ 

•才ートプリセットボタンを押すごと 
に、現在受信状態の良い周波数がほい 
順に6局まで、プリセットボタンに 
記憶されます。 

なお、才ートプリセットをする前に 
記憶させていた周波数は消'ちされま 
す。 

•地域やまの向きなどの条件により、す 
ベての周波数の受信感度が悪い場合、 
自動で記憶されないことがあります。 
その場合、才ートプリ七ットをする 
前に記憶させていたがを局がプリ七ッ 
トボタンに記憶されたままになりま 
す。 

• 同じ放送局からの受信でも、チューニ 
ングボタンで還択し、記憶させた周 
波数とオートプリセットボタンで記 
憶させた周波数は一致しないことがあ 
ります。 

•才ートプリセットボタンによる記憶 
操作を同じ場所で繰り返しても、受信 
状態によっては、操作ごとに記憶され 
る周波数が異なることがあります。 
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装備品の巧いかた 

才-デイオ 


⑥ 交通帽報ボタン 

交通情報放送を巧っている地域で、あ 5 
なじめ記憶ちれている交通情報放送局を 
受信すること巧できます。 



▼ 交通幢報を受信するじは 

ボタツを押します。 

ちラー度ボタンを押すな、 I まなの t ー ド 

①ボタン （ AM - FM ボタン、 CD ボタン） 

を巧すと、解除ちれます。 

挺アドバイス _ 

• 初期設定の状態では 1620 kHz が記憶さ 
れています。 

• 交通情報が行われていないお域では受 
信できません。 

•交通情報ボタンを押して、交通情報を 
受信しているときは、チュー ニン グ 
ボタン•プリ七ツトボタン•才ート 
プリ七ットボタンを押しても、周波 
数を選択できません。 


〇プリセットボタン-交通情報ボタ 
ンに記憶させた周波数 

fe アドバイス _ 

•バッテリーやヒユーズ交換などで、才 
-ディオへの電力供給が断たれたとき 
は、記憶させた周®数は消'去され、巧 
期設定の状態に戻ることがあります。 
この場合は、再度記憶させてくださ 
い。 



▼ 記憶ちれている同波数を変更するには 
I 記憶ちせる周波数を受信します。 

2 . 交通幢報ボタンを「ピツ」と音巧す 
るまで押し続けます。 

挺アドバイス _ 

• 交通情報は、 AM 放送の周な数のみ記 
憶させることができます。 
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El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


CD の巧生 



① CD ボタン ® リピートボタン 

@トラックボタン ⑥ランダムボタン 

® CD 取り出しボタン 


CD プし一わ一の使い方'たじついては、「オーデイオの取り扳い」のページち併せてお読 
みくださし、。 

(才ーデイオの取り扱い一157ぺージ) 
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装備品の巧いかた 

才-デイオ 


A ま意 _ 

• 8 cmCD を使用するときは、アダプターを使用しないでください。 CD が取り出せなく 
なり、機器の故障の原因となるおそれがあります。 

• Dual Disc には対応していません 。 Dual Disc を使用すると、機器の故障の原因になるお 
それがあります。 


fe アドバイス 


下記のマークが付いているデイスクを使用してください。 


ft 營簡团日昼巧团日昼巧 

liLIUd 曲 DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 


DIGITAL AUDIO 


I Rewritable I 


Recordable 


• CD TEXT は表示されません力、再生は可能です。 

• 音楽用 CD-R ( CD - Recordable ) - CD 书 W ( CD - ReWritable ) に記録された音楽用データ 
を再生できます。 

ただし、特性-傷-巧れなどにより再生できない場合があります。 

• ディスクの状態（録音環境-データ内容）によりち生できない場合があります。 

• MP 3 - WMA ■ AAC 方式で記録されたディスクには対応していません。 

• CD-ROM - コピー プロテクト機能付ディスクには巧応していません。 









El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


OCD の再生 

/. エンジンスイツチを " ON " または 
" ACC " ①位置1こします。 

前回、エンジンスイツチを 
" LOCK " の位置 I こしたときに CD を 
再生していた場合は、自動的 CCD 巧 
再生ちれます。 

2 . CD を挿入します。 

CD はラベル面を上にして挿入します。 
CD 好'挿入ちれているときは、 CD ボタ 
ンを押すと再生ちれます。 


① CD ボタン 

CD を再生することができます。 


AM/FM 

CD 


▼ CD を再生する I こは 

CD 好挿入ちれた状態で、ボタンの下側を 
巧します。 
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装備品の巧いかた 

才-デイオ 


② トラックボタン 

曲の早送 U •早戻しと、帯望の巧の頭出 
しをすること巧できます。 

TUNE/TRACK 


▼早送り•早戻しをするには 

ボタツを押し続けます。 

•早送りをするにはボタンの上側、早戻 
しをする I こはボタンの下側を巧します。 
• ボタンを押している間、早送り（また 
は早戻し）ちれ、希望の位置で手を離 
すと、その位置な己再生ちれます。 


③ CD 取り出しボタン 

CD を取り出すことができます。 


▼ CD を取り出ホこは 

ボタンを押します。 

• CD 巧取り出ちれると、 CD 巧再生ちれ 
る前の状態に戻ります。 

•エンジンスイッチ巧 " LOCK " の位置 
でち、 CD を取り出すこと巧できます。 


▼ 頭出しをするじは 

ボタンを曲数分だけ押して、希望の曲を 
選択します。 

• 曲を進める I こはボタンの上側、曲を戻 
すにはボタンの下側を押します。 

曲の再生中じ 

• ボタンの上側を押すと、巧の曲ヴ再生 
ちれます。 

• ボタンの下側を押すと、その曲の始め 
に戻ります。このとき、ちラー度ボタ 
ンを押すと、前の曲巧再生されます。 
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装備品の巧いかた 

才-デイオ 


④リピートボタン 

選がちれている曲を繰りあして（リピー 
卜）再ちすることができます。 

RPT 

5 


▼ リピート再まをするじは 

ボタンを押すごとに、リピート再ち巧 
" ON " と " OFF " に切り替わります。 

• " ON " のときは、デ イス プしイ部に 
" RPT " 巧表示ちれます。 

• " OFF " にするまで、何度でも同じ曲 
な再生ちれます。 


⑥ ランダムボタン 

お作為に巧を選巧して（ラングム）再生 
すること巧できます。 


▼ ラングム再ちをする I こは 
ボタンを押すごと I こ、ランダム再生丹' 
" ON " と " OFF " に切り替わります。 

• " ON " のときは、デ イス プしイ部に 
" RDM " な表示ちれます。 

• " OFF " にするまで、何度でちランブ 
ム I こ曲な再生ちれます。 
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装備品の巧いかた 

才-デイオ 



OCD プレーヤーの機能 

挺アドバイス _ 

• プレーヤー内部を保護するため、異常 
が生じたときは、自動的にプレーヤー 
の機能が停止し、 CD が巧生されている 
ときは、 CD が押し出されます。 
•ディスプレイ部に " ER -1" の表示が出 
たときは、 CD 取り出しボタンを押して 
ください。 

• CD プレーヤーの内部温度が基準な上の 
高;互になると、半導体レーザー部の劣 
化を保護するため、自動的に再生が停 
止されます。 

このとき、ディスプレイ部に "一 H " 
が表示され、ミ品度の上昇を知らせま 
す。 

この状態のときは、温度が下がるまで 
お待ちください。 
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El 装備品の巧いかた 

圏才ーディオ 


時刻の調整 


ディスプレイ部 ディスプレイボタン 



① "時"調整ボタン ③ 時刻さわせポタン 

③ "巧"調整ボタン 


• 才ーデイオの電源の " ON " • " OFF " に関わ5す'、エンジンスイツチを " ON " また 
は " ACC " の位置にすると、デイスプしイ部に時刻灯表示されます。 

•オーデイオの操作を巧ラ（またはデイスプしイボタンの上側を巧す）と、オーデイ 
才亡ードの表示になりますガ、約日秒をに時計表示に戻 U ます。 


〇時刻の調整 

時刻を表示ちせているとき、デイスプし 
イボタンの上側を押しな巧己、同時に各 
ボタンを押して調整します。 

挺アドバイス _ 

•バツテリーやヒユーズ交換などで、才 
-デイオへの電力化給が断たれたとき 
は、初期設定の状態から時計の作動が 
開始されることがあります。この場合 
は、巧度調整してください。 


① "時"調整ボタン 

時計の"時"表示を調整すること巧でき 

ます。 


H 



▼"時"表ホを調整するには 
デイスプしイボタンの上側を巧しなな己、 
"時"調整ボタンを押します。 

• ボタンを押すごとに、数字巧1つす'つ 
大き < なります。 

• ボタンを巧し続けると、連続して数字 
巧'大きくなります。 
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装備品の巧いかた 

才-デイオ 


② "分"調整ボタン 

時計の"分"表示を調整することザでき 

ます。 


2 


▼"分"表示を調整するには 
デイスプしイボタンの上側を押しな巧己、 
"分" 調整ボタンを巧します。 

• ボタンを押すごと I こ、数字巧1つす'つ 
大き < なります。 

• ボタンを押し続けると、連続して数字 
な大き < なります。 


③ 時刻合わだボタン 

時報などに合わせて、"分"表示を 
「:〇〇」にすること巧できます。 

SET 

3 


▼"分"表ホを r : 00」じするじは 

デイスプしイボタンの上側を押しな丹'己、 
時刻合わせボタンを押します。 

•"分" 表示巧 「30」未満の数字のとき 
は、"時"表示の数字巧をわりません。 
例えば、10:20は10:00になります。 
•"分"表示巧「30」 L 乂上の数字のとき 
は、"時"表示の数字び切り上げ5れ 
ます。 

例えば、10:4已は11:00になります。 
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装備品の巧いかた 

室巧装備品 


室巧装備品 



スイッチの位置によって、点む、消む① 
切 U 督えヴできます。 

▼スイッチ好' " ON " のとき 
ドアの開閉 I こ関係な < 点むします。 

▼スイッチ巧 " OFF " のとき 

ドアの開閉じ関係な < 消むします。 


〇荷室 

オプション/グレード別装備 
後席左側上部にお U ます。 



▼スイッチ好' " DOOR " のとき 
キーレスエントリー装着まなか 

いザれ巧のドアを開けると点むし、すべ 
てのドアを閉めると消なします。 


キーレスエントリー装着ま 

ドア連動機能により、点な•消なします。 

(ドア連動機能一183ページ） 

〇フロント 


〇センター 

^^^^^ 

後席天井中央部にあ U ます。 



ON 

OFF 

DOOR 


OFF DOOR ON 



O 荷室 LED 口 
オプション/グレード別装備 
後席天井中央部にあります。 
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装備品のほいかた H 

き巧装備品 ® 


ドア連動機能 


キーレスエントリー装着ま 
〇タイマー機能* 

▼ ドアの開閉 


ドア 

エンジンスィッチ 

室内照明 

全開 


消灯 

いずれか開 


点灯 

いずれか開 

ON 

点灯 

i 

すぐに消灯 

全閉 

ON な外 

点灯 

i 

約15抄後消灯 


▼ ドアの拖綻-猫綻 

エンジンスイツチが " LOCK " の位置で、 
すべてのドアザ閉まっているとき、下記 
①作動にな U ます。 


運転席 

ドアロック 

室内照明 

施錠 

X 

消灯 

X 

▼ 

解錠 

1 

▼ 

約15抄間点灯後に消灯 

1 

▼ 

施錠 

▼ 

消灯（点灯中は減光後に） 


▼エンジンスイツチの操作 

すべてのドアヴ閉まっているとき、下記 

の作動にな U ます。 


エンジンスイッチ 

室内照明 

ACC 

点灯 

i 

ON 

すぐに消灯 

ON / ACC * 

消灯 

1 

i 

LOCK にして キーを 巧く 

約15砂間点灯 


* ON から ACC にしたときの経過 B 寺間により、 
点灯しないことがあります。 


〇バッテリーあがり防止機能 
バッテリーあがり防止のため、自動的に 
室内照明を消むする機能です。 

•エンジンスイ、ソチ巧 " LOCK " または 
" ACC " ①位置で、ドアを開けたまま 
約10分け'経過すると、自動的じ消む 
します。 

•再度、点むちせるには、すべてのドア 
を閉めるな、エンジンスイ’ソチを 
" ON " の位置にして<だちい。 


* 実際には、い<つなの条件け'同時1こ成立する 
こと I ごより、表中の作動と異なることなあり 
ます。 
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El 装備品の巧いかた 

^ま巧装備品 


シガライター 


エンジンスイツチ丹' " ACC " または 
" ON " の位置のとき使用できます。 
▼使用ちを 

押し込んで手を離し、自動的に戻るまで 
待ちます。 



A 警告 _ 

• 手で押し込んだままにしないでくださ 
い。過熱して非常に危険です。 

• シガライターの金属部分を触らない 
でください。やけどをするおそれがあ 
ります。 

•故障の原因となりますので、下記のこ 
とをお守りください。シガライター 
を使用したとき、赤熱したシガライ 
ターが飛び出したり、押し込んだまま 
戻らなくなることがあります。 

•他車のシガライターを差し込まない 
でください。 

• トヨタ純正部品外の電気製品の電源 
として使用しないでください。 


灰皿 


▼使用するときは 

手前に引き化し使用します。 

▼清掃するときは 

遮熱板を押し下げなな己引き抜きます。 



A 警告 _ 

• タバコ、マッチなどは確実に火を消'し 
てから入れてください。また、紙くず 
などの燃えやすい物を入れないでくだ 
さい。出火するおそれがあります。 


A ま意 _ 

•灰皿を使ったあとは、必ず閉めてくだ 
さい。 

•吸いがらは、ためすぎないようにを意 
してください。 


A ま意 _ 

• 30秒 U 上たっても自動的に戻らないと 
きは、故障がちえられます。手で引き 
出したあと、トヨタ販売店で点検を受 
けてください。 
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装備品のほいかた H 

き巧装備品 ® 


サンバイザー 


直射日光などでまぶしいときに使田しま 
す。側面に移動ちせて使用することちで 
ぎます。 

▼使用するときは 

図中の矢印の方向に動なします。 



A 警告 _ 

•サンバイザーと天井の間に物を挟ま 
ないでください。発進時などに物が落 
ちるおそれがあり危険です。 


ナケットホルダー 

チクツト類を収納することができます。 



A 警告 _ 

•チケットホルダーにチケット類 m 外 
の物を入れないでください。発進時な 
どに物が落ちるおそれがあり、危険で 
す。 


A 注意 _ 

•サンバイザーを側面にするときは、 
バイザ ーの 上側が オーバーヘッド シ 
エルフ（オプション）をこすらないよ 
う下に引きながら動かしてください。 

才—パ—ヘッドシェルフ 
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El 装備品の巧いかた 

^室巧装備品 


グローブボックス 


物入れとして利巧できます。 

▼ 開閉ちま 

• しバーを引いて開けます。 

• 閉めるときはそのまま閉めます。 



A 警告 _ 

•走行中はグローブボックスを必ず閑 
めておいてください。急ブレーキをか 
けたときなどに、開いたカバーに体が 
当たるなどして重大な傷害を受けた 
り、収納している物が飛び出して、思 
わぬ事故につながるおそれがあり危険 
です。 


才ーバーへツ 


オプション/グレード別装備 


小物入れとして利用できます。 

中央のスぺ一つにはテイッシュを収納す 
ることができます。 



A 警告 _ 

• 才ーバーヘッドシェルフにぶら下が 
つたり、体重をかけたりしないでくだ 
さい。収納物が落ちてけがをするおそ 
れがあります。 

• 炎天下での駐車は高温になりますの 
で、プラスチック素材のメガネなどを 
が置したままにしないでください。レ 
ンズやフレームが変形-ひび割れを起 
こすことがあります。 

また、ライターやスプレーなどを収納 
しないでください。火災や爆発につな 
がるおそれがあり危険です。 
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装備品のほいかた 

室巧装備品 



A ま意 _ 

• 才ーパーヘッドシェルフに収納する 
ことができる重さは、各ポケット部最 
大 0.5 l < g です。 

•加速したときなどの走行時に、収納物 
がすベリ落ちてけがをしないよう、下 
記のことをずってください。 

•才ーパーヘッドシェルフ内に固い物 
や鋭利な物を収納しないでください。 

•オーバーヘッドシェルフ内に本や雑 
誌などを重ねて収納しないでくださ 
い。 

• ちジュースなどの転がりやすい物を収 
納しないでください。 

• 中央のスぺースはテイ ッシュ 取り出し 
用の巧がありますので、この穴よリル 
さ t \物は収納しないでください。 


ップホルダー 


击ジュースやカップなどを置くのに便利 

です。 

A 警告 _ 

•飲み物には、フタをするなどしてこぼ 
さないようにま意してください。振動 
で中身がこぼれるおそれがあります。 
特に温かい飲み物には、やけどを防ぐ 
ために必ずフタをしてください。 

•カップホルダーには、カップや飲料 
ち 1 U 外の物を置かないでください。急 
ブレーキをかけたときや、衝突したと 
きなどに置いていた物が飛び出し、け 
がをするおそれがあります。 

•使用しないときは、カップホルダー 
を必ず収納してください。急ブレーキ 
をかけたときや衝突したときに、カッ 
プホルダーに体が当たるなどして、 
思わぬけがをするおそれがあり危険で 
す。 


A 注意 _ 

• 飲み物がこぼれたときはただちにふき 
取ってください。カップホルダーの 
開閉機構が損傷するおそれがありま 
す。また、スイッチ類や電気部品にか 
かると、故障や車両火災の原因となる 
おそれがあります。 

•下記のような異物が入ると、カップ 
ホルダーの開閉機構が損傷するおそれ 
があります。 

•ぶ楊枝•ヘアピン等の小さいもの、細 
かいもの 
• タバコの灰 
• 芳香剤の液体 










El 装備品の巧いかた 

^き巧装備品 



助手席用 

ち印のち向 I こ引き出して使用します。 



A を意 _ 

• 特に重たい物や、大きな物をシヨッピ 
ングフックに掛けないでください。 
フックが巧れたり、走行中に外れたり 
するおそれがあります。（最大荷重 
1 kg ) 
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装備品の巧いかた 

室巧装備品 



アシス 


走行中、車体ガゆれたときなどにご使用 
<ださい。 



乗降グリップ 


車両に乗り降 U するときなどじご使用< 
ださい。 



A を意 _ 

•特に重たい物や、大きな物をアシスト 
グリップにかけないでください。アシ 
ストグリップが巧れたり、走行中に 
外れたりするおそれがあります。 


A 注意 _ 

•特に重たい物や、大きな物を乗降グリ 
ップにかけないでください。乗降グリ 
ップが巧れたり、走行中に外れたりす 
るおそれがあります。 
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MEMO 
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いざとい 3 とまに 

ま載工具のほいかたや、まを運面するラえで 
いざといラときの処置の方法について 
説明しています。 


■ 工具類_ 

格納場巧-192 

ジわ'ソキの使し、巧た-194 


■ いざといラときの処置 


スタック（なち往生）したとき——19已 

故障したとき-197 

けん引ちれるとき-198 

パンクしたとき-200 

スペアタイわ-201 

タイわの交換-203 

バッテ'」一あか」①姐置-207 

ブ—パ'— ヒート の姐置 -209 

ヒューブ①交換-211 

電球（バルブ）交換-214 

キーを閉じ込めたとき-220 

車両を緊急停止するじは-221 

事®巧起きたとき-222 






















避 


いざといラとをに 

工具類 


工具類 


巧納場所 


A 警告 _ 

■スペアタイヤ、ジャッキ、工具は所 
定の位置にしっかり固定してくださ 
い。室内などに放置すると、急ブレー 
キ時などに工具が体に当たるなど、 大 
変危険です。 


スペアタイヤの位置 

バックドア下部に収納しています。 



工具、けん引フックの位置 


いン仕様車 

リわシート下部（運転席側）に収納して 
し、ます。 



▼ けん弓 I フック 

リわシート下部（助ず席側）に収納して 
し、ます。 

けん引フック （ , 



















纖國 


クル~ズ仕様車 

リわシート下部に収納しています。 
サイドカバ'一を外してか5、工具または 
けん引フックを取り出してくださし、。 

▼ヴイドカ A " —の外しなた 

サイドわバ'一のつまみ部をつまみなげ5 

矢巧の方向へ動むします。 



▼ けん引フック 



▼ 工具 


ジャッキ ホイールナットレンチ 




リヤシート（運転席側) 
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避 


いざといラとをに 

工具類 


ジャッキの使いかた 


A 警告 _ 

•ジャッキアップした車の下には絶が 
にもぐらないでください。万ージャッ 
キが外れると身体が車の下敷きにな 
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につながるおそれがあり危険で 
す。 

•ジャッキアップするときはジャッキ 
の上や下に物を挟まないでください。 

•ジャッキアップするときは、必ず、 
駐車 ブレーキをかけ、 シフト レバー 
を才ートマチック車は固レンジに、マ 
ニュアル車は1速に入れて、輪止めを 
してください。車が動き出すおそれが 
あり危険です。 

• ジャッキは砂や石ころのない安定した 
平らなかたい場所を選んでセットして 
ください。ジャッキアップしたと 
き、車が動き思わめ事故につながるお 
それがあります。 

•車に備え付けのジャッキは、タイヤの 
交換およびタイヤチ:！:ーンの脱着 iU 
外には使用しないでください。 

•ジャッキアップするときは、交換す 
るタイヤと対角線上にあるタイヤの前 
後に輪止めをしてください。 

•ジャッキは、セット位置 1 U 外にかけな 
いでください。外れたり、車を損傷す 
るおそれがあります。 

•ジャッキアップするときは、人や荷 
物を車から降ろしてください。 

•ジャッキは、伸ばすほど不安定になり 
ます。タイヤが地面から 3 cmlU 上離れ 
ないようにしてください。 

• ジャッキアップしているときは、エ 
ンジンをかけないでください。 


A 警告 _ 

■タイヤの口ーテーシヨン時などに、車 
載のジャッキを用いて、両ま輪同時に 
上げるよラなことはしないでくださ 
い。接化しているタイヤが動き、車体 
がずれるおそれがあります。 

•まに備え付けのジャッキは、お客様の 
おまま用です。ほかの車に使用した 
り、ほかのまのジャッキをお客様のお 
まに使用しないでください。車を損傷 
したり、思わぬ事故につながるおそれ 
があり危険です。 


ジャッキを七ットする位置 

ジゎッキはむす'ジゎッキ t 、 ソト位置に t 
ットして <だちし、。 

▼ t ットする位置 

取り替えるタイわじ近いジ’わ、ソキかソト 
位置に tz ットします。 
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いざといラときに 

工具類 



〇フロント 



〇リヤ 



ジャッキのかけかた 

▼ 操作手順 

/. ジわツキを手で回して、 tz ’ ソト位置 
まで上げます。 



2. ジわ、ソキ巧お実に tz ット位置 I こなけ 
っていることを確認し、ジ'わッキハ 
ンドルを使って、タイわな化面な己 
みし離れる位置まで車を持ち上げま 
す。 



A 警告 _ 

• リヤをジャッキアップするときは、 
下記のことをお守りください。ジャッ 
キが外れて車を損傷したり、思わぬ事 
故につながるおそれがあります。 

• ジャッキをま軸に巧して直角にセット 
する 


• ジャッキ頭部の中んを車軸の中ムに確 
実に合わせる 


































いざといラとをに _ 

とろいざというときの処置 


いざというとまの処置 


めかるみや砂化、深雪おなどでタイわが 
空鼠したり、埋まり化んで動けな<なつ 
たときは、下記のず順にしただって脱出 
操作をして < ださい。 

▼脱出操作をする前に 

A 警告 


▼ 脱化手順 

7. 駐車ブしーキをなけ、シフトしバー 
を マニュアル 車は ニュー トラ ル、 才 
-トマチック車は回しンジに入れ、 
エンジンを停止します。 

2. タイわ前をの±や雪などを取り除き 
ます。 

3. スリップしているタイわの下 I こ、石 
や木などをあて好い滑り止め I こしま 
す。 

4. エンジンを始動します。 

5. シフトしバーを マニ ュアん車は1速、 
または回（後退）、オートマチック 
車は回、または回しンジに確実 I こ入 
れ、ミち意しな巧5、アク t ルペグル 
を軽く踏みます。 


• 必ず周囲に化の車、物、または人がい 
ないことを十分に確認してください。 
スタックから脱出する際に、車が前後 
に飛び出したり、あてがった石や木が 
飛散したりするおそれがあり危険で 
す。 

•シフトレバーを操作するときは、ア 
クセルペダルを踏んだまま操作しな 
いでください。車が急発進したり、卜 
ランスミッシヨンなどに重大な損傷を 
あたえるなどして思わぬ事故につなが 
るおそれがあり危険です。 

• タイヤを高まで回転させないでくださ 
い。タイヤがパースト（破裂）した 
り、異常過熱するため思わめ事がにつ 
ながるおそれがあります。 


A 注意 _ 

• アク七ルペダルを過度に踏んで空ぶ 
かししたり、タイヤを空転させないで 
ください。トランスミッションなどを 
損傷し、思わめ事おにつながるおそれ 
があります。 


A 注意 _ 

•数回試して脱出できないときは、脱出 
操作を中止し、けん引による救援を依 
頼してください。 

(けん引されるとき一198ページ） 


fe アドバイス _ 

4 WD ま 

•状況によって、 4 WD に切り替えると、 
脱出が容易になる場合があります。 

(パートタイム4 WD システム 
^129ぺージ) 


スタック（立ち往生) 
したとき 


スタックから脱出するには 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 



安全な場所まで移動して <ださい。 

イ寸近に人がいる場合は巧しても5って< 
だちい。 

A を意 _ 

•まを巧す場合、シフトレバーはニュ 
-トラルに入れてください。 

•エンジンスイッチを " START " の位 
置で保持しても、緊急避難時にまを動 
かすことができません。 


挺アドバイス _ 

• 緊急を要する場合は発炎筒で合図して 
ください。 


〇踏切内の場合 

踏切内で動なな<なったり、脱輪などで 
す<動かせない場合は、ただちに踏切の 
非常ボタツを巧して < ださい。 


発炎筒 

発炎筒は高ま道おや踏切巧でのお障など、 
非常事態巧発をしたときに使用するお常 
信写用具です。 


▼ 設置揚巧 

ブ□ーブボックス左下じ設置ちれていま 
す。 



A 警告 _ 

• 非常用信号としてのみお使いくださ 
い。 

• お子さまに絶対触らせないでくださ 
い。いたずらなどにより発炎筒が発火 
し、思わめ事故につながるおそれがあ 
り危険です。 

•発炎筒を使うとき、顔や体に向けると 
やけどなど重大な傷害を受けるおそれ 
があり危険です。 

• ガソリンなどの可燃物のそばで使用し 
ないでください。引火してやけどなど 
重大な傷害を受けるおそれがあり危険 
です。 


A ま意 _ 

• トンネル内では使用しないでくださ 
い。煙で視界を悪くするので、トンネ 
ル内ではが常点滅’灯や懐中電灯で合図 
してください。 
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いざといラとをに _ 

とろいざというときの処置 


堅アドバイス _ 

• 使用方まは、発炎筒に記載されていま 
す。あらかじめよく読んでください。 
•発炎筒を使うときは、非常点滅灯も点 
滅させてください。 

• 発炎筒には有効期限がありますので、 
事前に確認しておいてください。 


けん引されるとき 


が障車の移動は、トヨタ販売店、または 
JAF などに依頼し、車両積載車で4輪と 
ち持ち上げて運搬して < ださい。 

(別冊の「ベンテナンス y - 卜」ま末の 
トヨタ サービス網、 」 AF □—ド サービ 
スを参考にして < ださい。） 

A 警告 _ 

•後輪だけを持ち上げたけん引は、車両 
が不安定になるので、行わないでくだ 
さい。 

• 4 WD 車の場合、前輪、または後輪だ 
けを持ち上げたけん引は絶対にしない 
でください。 

前輪、または後輪だけを持ち上げて運 
搬すると、駆動装置が損傷したり、車 
がレッカーま（台車）から飛び出すお 
それがあります。 


やむを得す、□-プじよるけん弓 I をする 
ときは、下記の警告、ま意にした巧って 
<ださい。 

A を意 _ 

• 他車をけん引する能力はありません。 
ま 体のいずれかに ロープを かけるなど 
のけん引はしないでください。 

•下記の場合は、駆動系の故障がちえら 
れるため、口ープによるけん引はせず 
にトヨタ版売店にご連絡ください。 

• エンジンはかかるがまが動かない 
• 異常な音がする 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置を® 


▼けん引を巧ラ前に 

A 警告 _ 

•けん引される車は、下記の事項を守つ 
て慎重に運転してください。通常と同 
じ感覚で運転すると、思わめ事がにつ 
ながるおそれがあり危険です。 

•できるだけ人や荷物をおろし、車体を 
軽くしてください。 

•エンジンスイッチはハンドルロック 
を解除させるために " ACC " の位置 
にし、シフト レバーはニュー トラ ル 
にしてください。 

•エンジンが停止していると、いつもよ 
りハンドル操作が重くなりますので、 
できるだけエンジンを始動してくださ 
い。 

また、ブレーキの効きが悪くなります 
ので、通常より強めにブレーキぺダ 
ルを踏んでください。 


A 注意 _ 

•才ートマチックま. 4 WD 車の場合、 
ロープによるけん引をするときの速度 
は 30 km / hlU 下、けん引距離は 50 kmlU 
内にしてくださぃ。この速度-距離を 
超えると、トランスミッションに悪影 
響をおよぼし、損傷するおそれがあり 
ます。 

•長ぃ下り坂では、ブレーキが過熱し 
て、効かなくなるおそれがありますの 
で、レッカー車でけん引してくださ 
い。 


けん引の方法 

前の車の制動むにま意して、常じけん引 
□-プをたるませないよラに気を巧けて 
<ださい。 

また、 けん弓 I □-プには化す'白い巧 
巧 Ocm 四ち上）を巧けて<ださい。 



□ー プはむす’車体先端のフックになけて 
<ださい。 

▼ けん弓 I フックの取り付けなた 


7. 傷付き防止のため、先端に巧などを 
巻いた、カバーとバンパーのすき間 
に入る程度の建巧の©ドライバーな 
どを用意します。 

2 . 用意した©ドライバーなどをカバー 
の溝の部分に差し込み、 カバーを外 
します。 
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いざといラとをに _ 

をろいざといラときの処置 


5けん引フックを矢 E 日の方向 I こ回しな 
ヴ5差し込み、ホイールナットし 
ンチでしつ巧りと固定します。 



パンクしたとき 


高速走行中にパンクやバースト（破裂） 
したときは、/\ンドルをしっなり持って、 
な々にブしーキをなけてスピードを落と 
して<ださい。急ブしーキをなけると/\ 
ンドルを強 < 取己れ危険です。 


公を意 _ 

•フロントサスペンションメンバーに 
口ープを取り付けないでください。 



•けん引が終わったら、けん引フックを 
取り外し、カバーを確実に取り付けて 
ください。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


スペアタイヤ 


応急用スペアタイヤ 

応急用スペアタイわは、タイわがパンク 
したときの応急用としてのみ使ラタイわ 
です。応急用スペアタイわは標準タイわ 
じ比べて、空気圧ヴ高<、直径好やや小 
ち<できています。お使いじなるときは 
ま意事項をお守 u < だちい。 



A 警告 _ 

• この応急用スペアタイヤはお客様の 
ま専用です。ほかのタイヤやホイール 
と組み合せたり、ほかの型式、車種の 
まに使わないでください。走行に悪影 
響が出て、思わめ事がにつながるおそ 
れがあり危険です。 

•応急用スペアタイヤの点検は、最イ氏 
でも月1回行ってください。 

空気圧が不足している状態で走行する 
と、タイヤの径の違いがさらに大きく 
なるため、苗、わぬ事故につながるおそ 
れがあり危険です。（タイヤの指定空 
気圧は運転席側ドア開口部に記載して 
います） 


A ま意 _ 

•応急用スペアタイヤを装着した場合 
は 80 km / hJU 下で走行し、できるだけ 
早く標準タイヤに交換してください。 

•後輪がパンクしたときには、応急用ス 
ペアタイヤを後輪に使用しないでく 
ださい。後輪がパンクしたときには、 
応急用スペアタイヤを前輪に装着 
し、外した前輪タイヤを後輪に付けて 
走行してください。 

•応急用スペアタイヤにタイヤチェー 
ンを装着しないでください。 タイヤ 
チェーンがま体側に当たったり、走行 
に悪影響をおよぼすおそれがありま 
す。 

雪道、凍結路で後輪がパンクした場合 
は、応急用スペアタイヤを前輪に装 
着し、かした前輪タイヤを後輪に付け 
てからタイヤチェーンを装着してく 
ださい。 

•応急用スペアタイヤを装着して突起 
物などをまり越えるときは、標準タイ 
ヤを装着しているときと同じ感覚で運 
おしないでください。応急用スペア 
タイヤ装着時は車高が変化します。同 
じ感覚で運転するとぶつけるおそれが 
あります。 


201 A 
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いざといラとをに _ 

いざというときの処置 


スペアタイヤの脱着 

/. バックドアを開けて、ホイー J レナ 
、ソトしンチで、スペアタイわキわ 
リア巧びたつ<まで固定ボん卜をゆ 
るめます。 



2 . スペアタイわキゎリアをかし持ち 
上げて、フックな己外します。 



3 . 取り付けるときは、逆の手順で行い 
ます。スペアタイわを元に戻すとき 
は、ホイール意匠面を上部 I こ、スぺ 
アタイわキわリアの tz ンター部に 
引つなけてな己、フックに掛けて< 
ださい。 

フックに掛け己ないときは、スペア 
タイわのを端部分を矢印の方向 I こみ 
し持ち上げたが態で、フックに挂卜け 
てくだちし、。 



A 警告 _ 

•スペアタイヤを収納するときは、取 
り付け状態を十分確認してください。 
取り付けが不安定な状態になっている 
と、走行中の脱落により思わめ事故の 
原因になります。 


曾アドバイス _ 

•パンクしたタイヤをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けるときは、ホイール 
表面（意匠面）を上向きに取り付けて 
ください。 

•パンクしたタイヤをスペアタイヤキ 
ャリアに取り付けるとき、空気が十分 
残っていると、取り付けできない場合 
があります。そのときは空気を完全に 
巧いてから取り付けてください。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


タイヤの交換 


▼交換作業を巧ラにあたって 

A 警告 _ 

•ジャッキアップした車の下にもぐら 
ないでください。万一、ジャッキが外 
れると身体が車の下敷きになり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死!::に 
つながるおそれがあり危険です。 

•駐車ブレーキは、必ずしっかりとかけ 
てください。駐車ブレーキをかけずに 
後輪タイヤを取り外すと、まれにブ‘レ 
ーキドラムがタイヤと一緒に外れる 
ことがあります。タイヤを外したあと 
は、ブレーキドラムが外れていない 
ことを確認してください。 

ブレーキドラムが外れたままタイヤ 
を交換すると、ブレーキが交力かず思わ 
め事がにつながるおそれがあり大変危 
険です。 



• この車専用 1 U 外のホイールを使用しな 
いでください。専用 iU 外のホイールを 
使用すると、走行装置やブレーキ装置 
に支障をきたし、安全な走巧ができな 
くなります。 


_交换の準備_ 

A を意 _ 

• まを交通のさまたげにならず安全に作 
業できる平らな場所に移動させて、作 
業を行ってください。 

• パンクなどにより路上で作業を巧うと 
きは、交通のさまたげにならない場所 
によせ、非常点滅なを点滅させ、停止 
表示板を使用してください。 

•人は車から降り、重い荷物は車から降 
ろしてください。 


フルホイールキャップ装着車 

傷付き防止のため、巧端に巧などを巻い 
たホイールナットしッチを巧の開いて 
いない部分（リブ部）に差し込み、タイ 
わを支点にしてフルホイールキゎップ 
を外します。 



A 注意 _ 

• キャップは手で外さないでください。 
けがをするおそれがあります。 

• ホイールキャップを外すとき力を入 
れすぎないでください。けがをした 
り、ボデーなどを傷付けるおそれがあ 
ります。 

• ホイールナットレンチは必ず巧の開 
いていない部分（リブ部）に差し込ん 
でください。ホイールキャップが割 
れるおそれがあります。 
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霉 


いざといラとをに _ 

いざというときの処置 


交换手順 

/. 駐車ブしーキをしつなりとなけ、エ 
ンジンは停止し、シフトしバーをマ 
ニユアル車は1速、才ートマチック 
車は回しンジ'の位置にします。 

2 . 交換するタイわと巧角線上 I こある夕 
イわの前後に輪止めを置きます。 



5 . ホイールナットしッチでホイール 
ナットを左に回し、手で回る<己い 
までゆるめます。 



6 . タイわと路面びみし離れるまでゆつ 
<りとジゎッキアップし、車巧を上 
げます。 

(ジわツキの使いなた一 194 ぺージ) 


堅アドバイス _ 

•輪止めは、トヨタ販売店で購入できま 
すので、トヨタ販売店にご相談くださ 
い。 

• 輪止めがおい場合は、タイヤを固定で 
_きる大きさの石などで代用できます。 

5工具、ジゎ'ソキ、スペアタイわを取 
り化します。 

け各納場巧^ 192 ページ) 
(ジゎツキの使いなた一 194 ページ) 
(スペアタイわ一201ぺージ) 

4 . ジゎツキな外れた場合の危険防止の 
ため、スペアタイわは交換するタイ 
わの近くの車体の下に置きます。 




7 . 4個のホイールナットを外し、タイ 

わを外します。 

• タイわを地面 I こ置<ときは、傷な付な 
ないよラじ、ホイール意匠面を上向き 
に置いて < ださし、。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


没交換するタイわのホイールの接軸面 
の汚れをみき取ります。 



A ま意 _ 

• タイヤを取り付けるときに、ホイール 
の取り付け部やホイール裏側の取り付 
け面がほこりなどで巧れていると、走 
行中にナットがゆるみ、タイヤが外れ 

_るおそれがあり危険です。_ 

9 . 交換するタイわを取り付けます。 


10 . ナットのテーパー部げホイールのシ 
-卜部に軽くあたるまで、ナットを 
ちじ回して仮締めします。 



A 警告 _ 

• 必ずナツトのテーパー部を内側にして 
取り付けてください。テーパー部を外 
側にして取り付けると、ホイールが破 
損し外れてしまい、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につながるおそ 
れがあり危険です。 



• ナットやボルトにオイルやグリースを 
めらないでください。ナットがゆるん 
でタイヤが外れ、思わめ事故につなが 
るおそれがあり危険です。また、必要 
U 上に締め付けられて、ナットやボル 
卜が破損したり、ホイールが損傷する 
おそれがあります。 


205么 































いざといラとをに _ 

とろいざというときの処置 


//. タイわ丹'化面につ<まで車ホをおろ 
し、ホイールナットを巧等 I こが角線 
の順じホイールナットしンチで2、 
3度 I こわたり十分締め付けます。 




么を意 _ 

• ホイールナットレンチを足で踏んだ 
り、パイプを継ぎたしたりしないでく 
ださい。必要な上に締め付けると、ボ 
ルトが破損するおそれがあります。 

• 締付力（ホイールナットレンチ先端 
にて）： 440〜 590 N {45~60 kgf } 

• 締付トルク：103 N . m り050 kgf - cm } 

/ 2 工具、ジ'わ、ソキ、タイわを所定の位 
置に確実に収納します。 


13 . 走行後ホイーんナットのゆるみ巧な 
いことを点おします。 

A 警告 _ 

• タイヤは必ず指定サイズのタイヤを使 
用してください。指定サイズ 1 U 外の夕 
イヤを使用すると、車両の安定性が損 
なわれたり、制動距離が長くなるなど 
して、思わぬ事故につながるおそれが 
あり危険です。また、 ABS 装着車は、 
ABS が正常に作動しないことがありま 
す。 

• タイヤは4輪とも指定サイズで、同一 
サイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模樣） 
の物を装着してください。 


A 注意 _ 

•パンク時に限らず、タイヤを脱着した 
ときは、しばらく走行したあと、再度 
ホイールナツトにゆるみがないこと 
を確認してください。 

•走行中、ハンドルや車体に振動が出た 
場合は、タイヤのバランスの点検を卜 
ヨタ販売店で受けてください。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


標準タイヤに戻すとき 

タイわ交換のず順と同じです。 

A 警告 _ 

•傷、変おがある物は巧使用しないでく 
ださい。 

• タイヤを新品に交換する場合は、4輪 
とも指定サイズで、同ーサイズ、同一 
メーカー、同一銘柄および同ートレッ 
ドパターン（萬模様）の物を装着し 
てください。 


A ま意 _ 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 


フルホイールキャップ装着車 

フルホイールキわ、ソプを取り付けます。 
• タイわのバルブとフルホイールキわ 
ップ裏側のマークを合わせ、フルホ 
イールキわ、ソプ①外周部を押して取 
り付けます。 



リーあがりの処置 


下記のよラなをがガ見5れるとバッテリ 

一あ巧り巧考え5れます。 

• スターターが回5なし、。 

• スターターが 回っても回起ヴ弱<、な 
巧ななエンジンが巧な5ない。 

• ヘッドラップがいつちより暗い。 

• ホーン①音ガ小ちい、または鳴5ない。 

A 警告 _ 

• バッテリーを固定する金具やパッテリ 
-端子のナットを外したあとは、確実 
に締め付けてください。走行中にゆる 
んで外れると、 シヨー トの原因とな 
り、火災につながるおそれがあり危険 
です。 


堅アドバイス _ 

• バッテリーあがりを防ぐために下記の 
ことをお守りください。 

• エンジンを止めたままライトをつけた 
り、才ーディオを長時間使用しない。 

• エンジン回転中でも巧蒲などで長時間 
止まっている場合は、不要な電装品の 
電源を切る。 

•バッテリー液量が減っていると充電能 
力が低下して寿命が短くなります。と 
きどき点検して液の補充をしてくださ 
い。 
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いざといラとをに _ 

とろいざというときの処置 


▼ 処置を巧ラ前に 

A 警告 _ 

• 火気をバッテリーに近付けないでくだ 
さい。バッテリーから発生する可燃ガ 
スに引火、爆発し、やけどなど重大な 
傷害を受けるおそれがあり危険です。 

• バッテリー液が万一皮膚や目に付いて 
しまったら、その箇所をを量の水で十 
分洗;争して、ただちに医師の診断を受 
けてください。バッテリー液にはを硫 
酸が含まれており、毒性、腐食性があ 
ります。 

• 処置の手順でブースターケーブルを 
バッテリーあがり車のバッテリーの© 
端子に接続しないでください。火花が 
発生し、バッテリーから発生する可燃 
ガスに引火する危険があります。 

•バッテリーの液量がバッテリー側面に 
表示されている下限 （LOWER 
LEVEL ) JU 下になったまま使用または 
充電をしないでください。バッテリー 
の破裂 (爆発）の原因となるおそれが 
あります。 

•ブースターケーブルを接続すると 
き、©端子と©端子を絶対に接触させ 
ないでください。火花が発生し、引火 
する危険があります。 


▼ 処置の手順 

7. バッテリーの©端子のカバーを外し. 
ブースタークー ブルを图の番号順で 
接続します。 

① バッテリーあびり車の®端子 

② 他車の©端す 

③ 他車の©端す 

④ 下記の個巧（アースにつな <) 


ターボ車 JU 外 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


良ーボ車 I 



Z 電源側の車（化車）を始動し、みし 
エンジン回転を高めに保ちます。 

5バッテリーあ巧り車のエンジンを始 
動します。 

4 ブースタークー ブルを接続順唐の逆 
で外します。 

A 注意 _ 

• 巧しがけによる始動はできません。 
•必ず 12 V バッテリーまと接続してくだ 
さい。 

• ケーブル接続の際には、©端子をボデ 
-金属部や©端子に接触させたり、逆 
に接続しないでください。 

• ケーブルが;令がファンやベルトに巻き 
込まれないよラに、接続には十分ま意 
してください。 


才ーバーヒートの処置 


下記の状態が才ーバーヒートです。 

• 水ミ品警告むが点滅したとき 

•エンジンルームまたはボンネットな 
5裏気巧立ちのぼり、エンジンの出力 
な'低下したとき 

車をを全な場巧に止め、下記の姐置をし 

て < ださい。 

▼ 処置を行ラ前に 

A 警告 _ 

•水温が高いときは、ラジェーターキ 
ャップをかさないでください。をが水 
の圧力がラジェーターキャップにか 
かっているので、蒸気や熱湯が吹き出 
し、やけどなど重大な傷害を受けるお 
それがあり危険です。 

• :令がファンに絶対に触れないでくださ 
い。突然、ファンが回転するため、手 
や衣服などが巻き込まれたりして思わ 
め事故につながるおそれがあります。 
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いざといラとをに _ 

とろいざというときの処置 


▼ 処置の手順 

/. エンジンルームまたはボンネット巧 
己黒気げ化ていた5、エンジンを止 
めて、嘉気巧化な<なるまでエンジ' 
ンルームまたはボンタットを開けな 
いで<ださい。票気ヴ出な<なった 
己エンジンを始動しエンジンんーム 
またはボンネットを開け、風通しを 
良 < します。 

2 . エンジンルームまたはボンネット巧 
5黒気丹'化ていなければ、エンジン 
をなけたままエッジンルームまたは 
ボンネットを開け、風通しを良くし 
ます。 

3 . 1または2の®置を行ったあと、エ 
ンジンルームおよけボンネットをチ 
エックします。エンジン J レームおよ 
a ボンネット内巧下記のよラなが態 
であれば、ただちにエンジンを止め 
てトヨタ販売店にご連絡くだちい。 

• 冷ま日フアン好'回転していないとき 
• ホース類などな己薰気や熱湯巧漏 
れているとき 

•ラジエーターリザーバータンク 
の水巧ないとぎ 

•フアンベルト巧切れているとき 


4 . 水温警告む巧消むした己エンジンを 
止めます。 

5 . エンジン巧十分じをえてな己を巧水 
の量、フアンベルトのゆるみ、ラジ 
エーターのコア（放熱部）の著しい 
汚れゃゴ5の付着の有巧などを点検 
します。 

6 . 冷却水な不足しているときは、浦給 
します。冷却水の補給は、別冊の 

「ベンテナンス y — 卜」を参照して 
<ださい。 

A ま意 _ 

•:令去！]水は、エンジンが熱いときに入れ 
ないでください。急に;令たい;令が水を 
入れると、エンジンが損傷するおそれ 
があります。：令が水は、エンジンが十 
分に;令えてからゆつくりと入れてくだ 
さい。 


堅アドバイス _ 

•オーバーヒートを防止するため、日 
頃から冷が水の量と冷が水の漏れがな 
いかを点検するようにんがけてくださ 
い。（冷が装置、冷ミロ水の点検は別冊 
の「メンテナンスノ ート」参照） 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


ーズの交換 


ランプ巧点むしない場合や、電気系統の 
装置がはた5なない場合は、ヒューブ切 
れが考え5れます。点検、交換を巧って 
<ださい。 

下記の場合は卜3夕販売店で点検を受け 
て < だちし、。 

• 交換してち再びヒューブガ切れるとき 
• 交換してち電気系統の装置が働なない 


とぎ 


ヒユーズの 位置 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

運転席ち下のインストルベットパネルの 
裏に設置されています。 



〇エンジンルームヒュースボックス 
ターボ車 JU 外 



良ーボ車 I 



ヒューズボックス 

ヒ ユーブ ボックスのラベルじ各ヒ ユーブ 
のアンペア数と受け持つ装置の名称を表 
ZJ \ しています。 

ヒューブは、ラベル表示にした巧って交 
換して <だちい。 
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M いざといラとをに _ 

とろいざというときの処置 


▼ ラベル位置 

〇インストルメントパネル 
ヒューズボックス 

ヒューブボックスカバーの裏側に表示 
ちれています。 



1 11 11 1 

\ 


1 15A II 15A II 15A 1 

(D/L) DEFOG CIG 


1 20A 

1 7.5A 1 1 

20A 1 

(HTR-C) 

ECU に 1 

WIPER 

1 10A 

I 10A II 

10A I 

(H0RN/HAZ) 

TURN/BACK 

ACC 

1 30A 

1 10A II 

7.5A I 

(HTR-W) 

E/G 

ST 


1 7.5A 1 1 

7.5A I 


ECU に 2 (ST2-HV) 


〇エンジンルームヒューズボックス 
ヒユーブボックスのカバーに 表示ちれて 
し、ます。 


ヒューズの点検と交換 

7. エンジンスイッチを " LOCK " の位 
置にします。 

2 . カバーを外します。 

▼インストルベントハ’ネルヒユーブボックス 
突起物を巧ちえなび己矢 E 日の方向 I こ動け 
し、ヒューブボックスのカバーを外しま 
す。 




ヒューズプラー 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


▼エンジン ルー ム ヒューブ ボックス 
カバー横①ツベを押しな巧己、カバーを 
外します。 



5備え付けのヒューブプラーを使用し 
て、ヒューブを挟んで外します。 


4取り外したヒューブを点検し、切れ 
ている場合は、規定容量のヒューブ 
と交換して<ださい。ヒューブ丹'切 
れていないときは I まな I こ原因巧考え 
巨れます。トヨタ販売店で点検を受 
けて <だちい。 



W 

=t 


jF 

、、、り '' 

=b 

u 


L 


\_i 


L 


(正常） （切れているとさ) 



A 警告 _ 

• 規定容量 1 U 外のヒューズを使用しない 
でください。配線が過熱、損傷し、火 
災につながるおそれがあり危険です。 


A を意 _ 

• 交換してもすぐに切れてしまうとき 
は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ 
さい。 


213 A 
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いざといラとをに _ 

いざといラときの処置 


電巧（バルブ）交換 


ヒューブガ切れていないにち関わ5す、ランプ巧点むしないときは、電巧切れガ考え5 
れますので、電》を点検し、切れている場合は電球を交換して<ださい。 

•電疎の交換作業に不慣れな方や、部品などの破損巧屯、配な場合は、トヨタ販売店にご 
相談 < ださい。 

• 電》の交換作業をするときにむ要な工具は、力一用品店などでご購入すること好でき 
ます。 


ブしードの違い、ミ主文装備も記載しています。 



ランプ 

電巧（バルブ） 

W (ワット）数 

タイプ 

① 

ハイマウントストップランプ 

16 

T 16 

② 

番号灯 

5 

T 10 

③ 

後退灯 

16 

T 16 

④ 

後面ち向指示な兼非常点滅灯 

21 

下20 (アンパ-) 

⑤ 

制動灯/尾灯 

21/5 

T 20 

⑥ 

ルームランプ（フロント） 

8 

T 10 

⑦ 

ルームランプ（センター） 

8 

T 10 

⑨ 

荷室ランプ 

10 

T 10 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


下記の電球の交換は、トヨタ販売店じご相談<ださい。 

⑨ 前照む/□- ビーム•"イビーム 

⑩ 前面方向指示むま巧常点滅む 
⑩車幅む 

⑩荷室 LED む ( LED ) 

留アドバイス _ 

• 前照灯、車幅灯、前面方向指示なおが常点减口は、へッドランプ本体を取り外すお 
要があるため、光軸調整が必要となり、お客さまご自身による電巧の交換はできませ 
ん。トヨタ販売店にご相談ください。 

• LED を使用しているランプは、電巧のみの交換をすることができません。トヨタ販売 
店にご相談ください。 
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いざといラとをに _ 

とろいざというときの処置 


交換の手順 

A 警告 _ 

•電球を交換するときは、ランプを消'’灯 
させ電球が;令えている状態で行つてく 
ださい。電巧が熱い状態で、電球やそ 
の周辺を触ると、やけどをするおそれ 
があり危険です。 

• 電球および電巧固定具の取り付けが不 
完全な場合、発熱や発火、および水入 
りなどによる故障、レンズ内面の曇り 
につながるおそれがあります。 

• 電球、ソケット、電気回路、および構 
成部品を修理、分解しないでくださ 
い。感電により、生命にかかわる重大 
な傷害を受けるおそれがあり危険で 
す。 


A 注意 _ 

• 同じワット数の電球 LU 外は使用しない 
でください。過熱などにより故障の原 
因になります。 

• 同じバルブ色の電球 LU 外は使用しない 
でください。道路運送車両の保安基準 
に適合しない場合があります。 

• ©ドライバーなどを使用するときは、 
巧などを巻いてください。クリップ、 
レンズなどに傷が付くおそれがありま 
す。 

• ランプ本体やレンズを取り外すとき 
は、ボデーに傷を付けないようにま意 
してください。 

• ネジなどでレンズを取り付けるとき 
は、締めすぎないようにしてくださ 
い。レンズを破損するおそれがありま 
す。 

•ハロゲン 電球は、ガラス球内部の圧力 
が高いため、落としたり、物をぶつけ 
たり、傷を付けたりすると破損して、 
ガラスが飛び散る場合がありますの 
で、十かま意して取り扱ってくださ 
い。 

また、電球のガラス部は、素手で触れ 
ずにきれいな手袋を着用してくださ 
い。油脂が付着すると、発熱による早 
期電球切れを起こします。 

• 電球を交換しても点灯しない場合は、 
電球切れ 1 U 外の理由が考えられます。 
トヨタ販売店で点検を受けてくださ 
い。 


216 









_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


堅アドバイス _ 

•ヘッドランプ、制動ななどのランプ 
は、雨天走行や洗まなどの使用条件に 
よりレンズ内面が一時的に曇ることが 
あります。これはランプ内部と外気の 
温度差によるもので、雨天時などに窓 
ガラスが曇るのと同様の現象であり、 
機能上の問題はありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴が付 
いているときやランプ内に水がたまつ 
ているときは、トヨタ販売店にごネ目談 
ください。 


〇後退な、後面方向指示な兼 
非常点滅な、制動な/尾な 
▼取り外し手順 

7. ネプ （1 本）を取り外します。 

2 . 矢印の方向にランプ本体を引いて、 



3 . 交換する電 J 求のソクツトを回して取 
り外します。 



-/ 7 / 

後退打後面方向指示な制動打/尾打 


兼非常点滅灯 

4 . ソクット方'己電巧を引き抜きます。 



▼ 取り付け手順 
逆の手順で行しほす。 

























いざといラとをに _ 

とろいざというときの処置 


〇香号灯 

▼取りかし手順 

/. 、ソ ベを矢 E 口の方向に押して、 ランプ 
本体を取り外します。 



2 . ©ドライバーを差し込んで、カバー 
を取り外します。 


〇ハイマウントストップランプ 

▼取 U 外し手順 

7. ネジ （2 本）を取り外して、ランプ 
本体を取り外します。 

ネジ ネジ 

し _1 

醒隱隱隱隱醒醒逆 


2 . ソクツトを回して取り外します。 



▼ 取り付け手順 

▼取り付け手順 逆の手順で行しほす。 

をの手順で行います。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


〇ルームランプ（フロント） 

▼取りかし手順 

/. カバーを矢印の方向に引いて取り外 
します。 




▼ 取り付け手順 
をの手順で行しほす。 


〇荷室ランプ 
オプション/グレード別装備 


1 . ネジ （2 本）を取り外し、しンブを 
外します。 



2 . カバーをち印の方向に引いて取り外 
します。 



3 . 電球を取り外します。 



▼ 取り付け手順 
逆の手順で行しほす。 
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いざといラとをに _ 

をろいざといラときの処置 


〇ルームランプ（センター) 
オプション/グレード別装備 

/. ©ドライバーを差し込んで、カバー 
を取り外します。 




キーを 閉じ込めたとき 


キーを閉じ込めたときは、 JAF などを呼 
んで< だちし、。 

別冊の「ベンテナンス y - 卜」ま末の 
JAF □-ドサービスのご案内を参照して 
<ださい。 

▼キーをな<した揚合 

キーナッバーを最寄りのトヨタ販売店に 
ご連絕< だちい。 

fe アドバイス _ 

• キーの閉じ込みで困らないために下記 
の習慣をムがけてください。 

• 日頃からキーを使ってロックしてくだ 
さい。 

•バッグなどにスペアキーを入れてお 
いてください。 


▼ 取り付け手順 
逆の手順で巧しほす。 
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_ いざといラときに 

いざというときの処置をち 


車両を緊急停止するには 


方 一、 車ヴ止ま5な<なったときの非常 
時のみ、下記のま順で車両を停止ちせて 
<ださい。 

〇緊急停止方法 

/. ブしーキペグルを両足でしっなりと 
踏み続けます。 

A 警告 _ 

•ブレーキペダルを繰り返し踏まない 
でください。通常より強い力が必要と 
なり、制動距離も長くなります。 

2 . シフトしバーをニユートラん I こ入れ 
ます。 

▼シフトしバーヴニユートラルに入った眉合 
5減まを、車を安全な道路脇に停めて、 
エンジンを停止します。 


▼シフトしバーヴニ;!ートラルに入 5 ない 
場合 

4 . ブしーキペグルを両足で踏み続け、 
巧能な限り減まちせます。 

5 . エンジンスイ'ソチを " ACC " の位置 
にして、エンジンを停止します。 



6 . 車を安全な道路脇に停めます。 

A 警告 _ 

走行中にやむを得ずエンジンを停止する 

ときは 

• ブレーキの効きが悪くなりハンドル操 
作が重くなるため、車のコントロール 
がしにくくなり危険です。エンジンを 
停止する前に、可能な限り減速するよ 
うにしてください。 

• キーを抜くとハンドルがロックされる 
ため、キーは絶巧に抜かないでくださ 
い。 
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いざといラとさに _ 

をろいざといラときの処置 


事故が起きたとき 


交通事化ヴ起きたときはあわてすに下記 

の®置を取りましよラ。 

▼ 処置のちま 

/. ただち I こ車を止めます。車を道のは 
しに停車し、昼夜問わす'非常用表示 
板を立てるなどの化要な®置を取り 
ます。 

2 . 負傷者を救護します。人命救助巧第 
一です。負傷ち巧あれば救急車を呼 
んだり、最寄りの救急病院などへ運 
ぶなどして救護します。 

5警察へ事故の報告をします。最寄り 
の警察署または派出所へ事故を報告 
して 警察官の指示にした巧います。 
この届化はま令で義務付け己れてい 
ます。 

4 . 相手方の確認とベ亡をします。巧名、 
住所、電話番号などをベ t しておき 
ます。 

5 . 購入した販売会社と保険会社へ連絡 
します。 
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MEMO 瞧 
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MEMO 


風 

まのお手入れ 

まの整備、お手乂れの方法について 
説明しています。 


■ 車のお手入れ 

エンジンルーム -226 

消耗品の補給、交換-228 

タイわの点検-231 

室内のあ手入れ-233 

エアコンの お手入れ-234 

ボデ ー、 塗装面のお手入れ-234 

フイ/\°_の交換-23已 

















H まのお手入れ 

まのお手入れ 


まのお手入れ 

まを安全、快適にご使用いただくには、日頃のお手入れが大切です。点 
検方法などは、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので、 
参照してください。 


こンジン ルー ム 


ブしードの違い、をで装備ち記載しています。 


エンジン ルー ム 

エンジンルームは、フ□ントシート下にあります。 

(エンジンルームの開閉一92ぺージ) 

ターボ車外 
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まのお手入れ 

まのお#入れ 


圈 


ボンネット 



インストルメントパネル右側 

インストルベットバネルち側のカバーを外すと、ブしーキフルードリザーパ’ータン 
クガあります。 

点検方ミ去については、別冊の「ベンテナツスゾート」を参照して<ださい。 

▼カバーのかしなた 

カバーの下側を矢印の方向に引きます。 




A ま意 _ 

• ブレーキオイルがこぼれたときは、すぐに水で需れたタオルなどでふき取ってくだ 
さい。ブレーキオイルがこぼれた箇所が変色、変おするおそれがあります。 
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H まのお手入れ 

まのお手入れ 


消'耗品の補給、交換 


消耗品の浦給、交換などは、別冊の「ベ 

ンテナンスソート」に記載していますの 

で、参照して<ださい。 

A 警告 _ 

•エンジンルームは大変高温になって 
いることがあるため、下記のことをお 
守りください。 

• やけどをするおそれがありますので、 
点検するときは、十分に冷めてから巧 
ってください。 

•点検したあとは、エンジンルーム内 
に工具や布を置き忘れていないことを 
確認してください。点橫や清掃に使用 
した工具や巧などをエンジンルーム 
内に置き忘れていると、故障の原因と 
なったり、車両火災につながるおそれ 
があり危険です。 

•オイルを点検■交換するときは、オイ 
ルがオルタネーターなどに付着しない 
ように行ってください。 

オイルが付着したときは、ただちにキま 
き取ってください。オイルが付着して 
いると、車両火災につながるおそれが 
あり危険です。 


エンジンオイル 

エンジンオイルの量を定期的に点検して 
くださし、。 


適量範囲 

オイルレベルゲージ 

A 注意 _ 

•エンジンオイルはエンジン内部の潤 
滑、冷ミ P などをするはたらきがありま 
す。通常の運転をしていてもピストン 
および吸気、排気バルブを潤滑してい 
るオイルの一部が燃焼室などで燃える 
ためオイル量は走巧とともに減少しま 
す。また、減少する量は走行条件など 
により異なります。 


堅アドバイス _ 

•か気温が低いときに、オイルフイラ 
キャップの裏側や、オイルま入口にエ 
ンジンオイルが白いクリーム状にな 
つて付着していることがあります。 
これは、エンジン内部の水蒸気が;令な 
されて水滴になり、エンジンオイル 
と混ざることにより発生するもので、 
か気温の上昇、エンジンの暖機等で水 
分が蒸発すると解消‘します。 

この現象によるエンジンオイルの変 
質はなく、そのまま使用しても、問題 
はありません。 


228 

















まのお手入れ 

まのお丰乂れ 


圈 


冷が水 

▼ ち却水の点検じついて 

ラジェーターリザーパ’ータンクのキわ 

ップじ付いているしベルヴージで巧って 

<だをし、。 

詳し<は別冊の「ベンテナンスノート」 

を参照して < ださい。 

A 警告 _ 

•水溫が高いときは、ラジェーターキ 
ャップをかさないでください。：令巧水 
の圧力がラジェーターキャップにか 
かっているので、蒸気や熱湯がふき出 
し、やけどなど重大な傷害を受けるお 
それがあり危険です。 

• を去 P ファンに絶対に触れないでくださ 
い。ファンが回$云するため、手やホ服 
などが巻き込まれたりして思わめ事故 
につながるおそれがあり危険です。 


A ま意 _ 

• ラジェーターリザーバータンクに;令 
な水がないときは、ラジェーターリ 
ザーバータンクおよびラジェーター 
にをが水を補給したあと、 ェア巧きが 
必要になりますので、トヨタ販売店で 
点検を受けてください。 


fe アドバイス _ 

•点検後は、 ラジエーターリザー バー 
タンクのキャップのパイプが車両後方 
に向くように、キャップを確実に取り 
付けてください。 


パイプ 



▼冷却水の交換じついて 

A ま意 _ 

•:令去！]水の交換要領は、ボンネット奥に 
貼り付けてあるエンジン;令が水交換要 
領ラベルに記載しています。 

•:令ち0水の交換は、トヨタ販売店にネ目談 
してください。 


エンジン;ち却水 
交換要領ラベル 
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H まのお手入れ 

まのお手入れ 


ウインドウォッシャー液の捕給 

ウォツシわ一液の量を定期的に点検して 
<ださい。ウォツシわ一液巧不足してい 
るときは、卜3夕純正ウインドウォツシ 
わ一液を補給します。 

挺アドバィス _ 

•ウインドウォッシャー液はトヨタ純 
正をおすすめします。ウォッシャー液 
の濃度の使い分けとミち意事項はウォッ 
シャー液の容器に記載されています。 

• ウインドウォッシャータンクはフロ 
ント、リヤ（オプション）ま用です。 


堅アドバイス 



▼ 点検のしなた 

ウォッシわータンクのキわップを外し、 
tz ットしてあるしベルヴージを引き抜き 
ます。 

" NORMAL " 〜 " LOW " の点検巧すベて 
に膜巧張っているなを確認します。 
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まのお手入れ 

まのお丰乂れ 


圈 


▼補給のしなた 

ウオツシわータンクのキわ’ソプを外し、 
ウオツシわ一液容器 I こ表示してある凍結 
温度を参考じ希釈して補給します。 



A 警告 _ 

• エンジンが熱いときやエンジンがかか 
つているときはウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液に 
は アルコール 成分が含まれているた 
め、ウォッシャー液がエンジンなどに 
かかると、出火するおそれがあり危険 
です。 


A 注意 _ 

• ウォッシャー液のかわりに石けん水な 
どを入れないでください。塗装のしみ 
や目づまりになるおそれがあります。 


挺アドバイス _ 

• ウォッシャー液をあふれるほど入れな 
いでください。 


タイヤの点検 


タイヤ空気圧の点検 

タイわの空気圧の点検は、最低でも月に 
1回巧って < ださい。 

タイわ巧)ちえているときじ、タイわ ヴー 
ジで空気圧が規定値じあるなを点検して 
<ださい。また、スペアタイわの空気圧 
ち点検して < ださい。 

空気圧が適正でない場合は、むす指定空 
気圧に調整して < ださい。 

(タイわの指定空気圧は運転席側ドア開 
□部じ記載しています） 

A 警告 _ 

• 指定空気圧より低いと車両の安定性を 
損なうばかりでなく、タイヤが偏摩耗 
や早期摩耗します。高速走巧時にスタ 
ンデイングウ IL ーブ現象*によりタイ 
ヤがバースト（破裂）するなど、思わ 
ぬ事故につながるおそれがあり危険で 
す。 


fe アドバイス _ 

•タイヤが;令えているときとは、一般道 
路で走行距離が IkmlU 下の場合、また 
は3時間 1 U 上駐車している状態のこと 
をいいます。 

•タイヤが暖まっているときは、タイヤ 
の中の空気が膨張しているので、約20 
〜 30 kPa (0.2 〜 0.3 { kgf / cm ^}) 空気 
圧が高くなっています。この場合、誤 
って空気圧を下げないようにしてくだ 
さい。 


* 高速で走巧しているときじ、タイわ丹'波ラつ 
現象。 
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H — まのお手入れ 
まのお手入れ 


タイヤの亀裂、損傷 

タイわの側面や接地部全周に亀裂や損傷 

がないなを点検してくださし、。 

また、釘、石、その他の異物が刺さった 

り、なみ化んでいないかを点検してくだ 

さい。 

A 警告 _ 

• タイヤの側面などに傷や亀裂のあるよ 
うな異常なタイヤを装着しないでくだ 
さい。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
走行時にハンドルが取られたり、異常 
な振動を感じることがあります。 

また、バースト（破裂）など修理でき 
ないような損傷をタイヤにあたえた 
り、タイヤが横滑りするなど、思わぬ 
事故につながるおそれがあり危険で 
す。走行中、異常な振動を感じた場合 
は、トヨタ販売店で点検を受け、正常 
なタイヤに交換してください。 

• 異常があるタイヤを装着していると、 
車の性能（燃費-車両の安定性-制動 
距離など）が十分に発揮でさないばか 
りでなく、思わぬ事故につながるおそ 
れがあり危険です。また、部品に悪影 
響をあたえるなどが障の原因となるこ 
とがあります。 


タイヤの溝の深さ、異常な摩巧 

タイわの涯①深ちに不足がないなをスリ 
ップヴイン（摩耗限度表示）により点検 
して < ださし、。 

また、タイわの接化面全周に極端にすり 
減っている箇所がないなを点検して < だ 
ちし、。 


ス U ップヴイン 



A 警告 _ 

• 摩耗限度を超えたタイヤは使用しない 
でください。タイヤの溝の深さが少な 
いタイヤやスリップサイン（摩耗限 
度表示）が出ているタイヤをそのまま 
使用すると、制動距離が長くなった 
り、雨の日にハイドロプレーニング 
現象^こより、ハンドルが操作できなく 
なったり、タイヤがバースト（破裂） 
したりして、思わぬ事がにつながるお 
それがあり危険です。摩耗限度を超え 
たら、すみやかに正常なタイヤと交換 
してください。 


* 水のたまった道路を高速で走巧すると、タイ 
わと路面の間に水げ入り込み、タイわげ路面 
な5淳いてしまい、/\ンドルやブしーキ丹'効 
ななくなる現象。 
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まのお手入れ 

まのお丰乂れ 


圈 


タイヤの口ーテーシヨン 

タイわは同じ位置で長<走ると、それぞ 
れ異なった減りなたをします。これを防 
<ためじ、タイわの位置を□- テーシヨ 
ンして < だちい。 

□-テーシヨンは5,000 km 走行ごとに巧 
って <ださし、。 

▼□— テーシヨン① しなた 

図の順 じ□ーテーシヨツ して<だちい。 

(タイわの交換一203ぺージ) 



A 注意 _ 

•応急用スペアタイヤは口ーテーシヨ 
ン用タイヤとして使巧しないでくださ 
い。 

• タイヤの空気圧を確認してください。 
(タイヤの空気圧は運転席側ドア開口 
部に記載しています） 


室内のお手入れ 


ビニール、しザー、プラスチック、巧材 
のちれ落としには、中性洗剤の水溶液を 
柔5かい巧に軽<含ませてお使い<だち 
い。 洗浮を 、残った洗剤分は真水を含ま 
だた柔5ない巧でよ< 落として <ださい。 
室内側のウインドガラスち、こまめに/る 
いておきましよラ。ちれたままにしてお 
<と、取れに<<なる場合巧あります。 

A 警告 _ 

•シ—ト ベルトを清掃するときは、と、 
ず中性洗剤を溶かしためるま湯を使用 
してください。中性洗剤 JU 外を使用す 
ると、ベルトが弱くなり万一のときに 
正常なはたらきをしないことがありま 
す。 


A ま意 _ 

• シートの下など見えにくい場所や狭い 
場所に手を入れるときは、けがをしな 
いように十分ミち意してください。 

•ベンジン、ガソリン、シンナーなどの 
有機;容剤は変色、しみなどの原因とな 
るので使わないでください。 

• 各スイッチの周辺にシリコン系のスプ 
レーを使用しないでください。シリコ 
ンが内部の電気部品に付着し、故障の 
原因となります。 

•乾燥は直射日光をさけ、風通しが良 
く、ほこりの立たない日陰で行ってく 
ださい。素材のいたみを早める原因と 
なります。 

•リヤウインドガラス内面を清掃する 
ときは、電熱線を傷付けないでくださ 
い。 
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H まのお手入れ 

まのお手入れ 



エアコンガスは新；ち媒 HFC 134 a 
( R 134 a ) を使用しています。 i 也巧環境 
保全のため、大気放出しないで<ださい。 

挺アドバイス _ 

•エアコンガスの補充、エアコンの修 
理をする場合はトヨタ販売店にご相談 
ください。 


ボデー、塗装面のお手入れ 


塗装面など車体の外観を美し<保つため 
じ、洗車、ワックスガけを月1回程度の 
割合で定期的に巧って<ださい。また、 
長時間屋外で駐車するときは、ボデーカ 
バーを巧けるよラに/じ、巧けましよラ。 
車体にほこりや異物などを付けたままに 
しておきますと、塗装面の劣化や車体、 
部品の腐食を早めたり、化學変化による 
塗装面の変色やはん点の発生などの原因 
じなります。 

下記の場合は早めに洗車をして<ださい。 
• 海岸化帯、凍結防止剤を散巧した道路 
を走行したとき 

• ばい煙、粉じん、鉄粉などの降下のる 
い場所じ駐車したとき 
• コールタール、巧粉、鳥の/るん、虫、 
樹液など巧付いたとき 
• ほこり、泥などで著し<ちれたとき 

曾アドバイス _ 

• ミ 毎岸地帯や凍結防止剤を散布した道路 
を走行したあとは、特に車体の下回 
り、足回りを念入りに洗車してくださ 
い。 

• 塗装の飛石傷やかき傷は、腐食の原因 
となります。見つけたら早めに補修し 
てください。 

•保管、駐車は風通しの良い車庫や屋根 
のある場巧をおすすめします。 

• お使いになる洗剤やワックスの説明を 
よく読んで、正しくお手入れを巧って 
ください。 


234 











まのお手入れ 

まのお丰乂れ 


圈 


^ 

▼ 洗車の手順 

/. 十分に水をなけなヴ己スポッジまた 
は tz — ム皮①よラな柔5ない物で洗 
います。汚れのひどい箇所はカーシ 
ゎンプー液または中性洗剤で洗い、 
水で完全に洗い落とします。 

2 . 水巧乾なないラちに/るき取ります。 

A 警告 _ 

•故意に空気取り入れ口やエンジンル 
-ム内の電気部品に水をかけないでく 
ださい。エンジンの始動不良や電気部 
品の故障の原因になります。 

• 洗車後や水たまり走行後はほ速でブレ 
-キペダルを軽く踏んでブレーキが 
正常にはたらくことを確認してくださ 
い。ブレーキパッドがめれている 
と、ブレーキの効きが悪くなったり、 
めれていない片方だけが効いて八ンド 
ルを取られ、思わめ事故につながるお 
それがあり危険です。効きが悪い場合 
は、周囲の安全に十分ま意して効きが 
回復するまで数回ブレーキペダルを 
軽く踏んでください。 


堅アドバイス _ 

•研磨剤（コンパウンド）入りの洗剤を 
使用すると、車体の色によっては色落 
ちの原因になることがあります。 


〇自動洗ま機を使用するとき 

A ま意 _ 

•エアコンコントロールパネルの内か 
気切り替えレバーで"内気循環"にし 
てください。車内に水が入り、故障の 
原因になります。 

•ミラー、アンテナは格納し、前側から 
洗ましてください。 

• ときによりブラシの傷が付き、塗装の 
光巧が失われたり劣化を早めることが 
あります。 


〇高圧洗ま機を使用するとき 

A 注意 _ 

•ドアガラスやドア周りなどの開閉部 
分に洗車ノズルを向けると、車内に水 
が入ることがあります。 


A 注意 _ 

• 高温の湯で洗車すると樹脂部品などが 
損傷するおそれがあります。 

• 下回り足回りを洗うときは手をけがし 
ないようにま意してください。 

• ランプのレンズ表面をワックス-ベン 
ジンやガソリンなどの有機落剤でふい 
たり、硬いブラシでこすらないでくだ 
さい。レンズが破損したり、劣化を早 
めるおそれがあります。 
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H まのお手入れ 

まのお手入れ 


ワックスがけ 

月に一回程度または水をはじなな<なっ 
たときに巧って < ださい。 

▼ワックスをなける前に 
塗装面の汚れを水洗いし、水分を十分 I こ 
みき取ってな己日陰または車体表面巧体 
温た(下になっているときじ巧って < だち 
い。フックスはトヨタ純正力ーフックス 
をおすすめします。 

堅アドバイス _ 

• 塗装されていない樹脂部品にワックス 
を使用しないでください。ワックスが 
付着すると、白くなったリムラになる 
ことがあります。 

•研磨剤（コンパウンド）入りのワック 
スを使用すると、ま体の色によっては 
を落ちの原因になることがあります。 


樹脂部分のお手入れ 

樹腹塗装部品（パ’ンパーなど）にガソリ 
ン、オイル、ラジェーター液、バッテリ 
一液などヴ付着すると、しみの発生やツ 
わ落ち、塗膜ガはガれる原因となります。 
十分に水洗いをしたあとただちに柔5な 
い巧でみき取って < ださい。 

堅アドバイス _ 

• 樹脂塗装部品の傷の補修をする場合 
は、トヨタ販売店にご相談ください。 
不適当な塗料を使用すると塗膜をいた 
めます。 


ワイ パーの交換 


A 警告 _ 

• ワイパーブレード、ラバーを取り外 
したときは、ワイパーアームを倒さ 
ないでください。ウインドガラスや 
ボンネットに傷が付くおそれがありま 
す。 


A 注意 _ 

• ワイ パー ブ レード、ラバーは トヨタ 
純正をおすすめします。トヨタ純正 1 U 
外を使用すると、適切に装着できない 
場合があります。 

•傷んだ ワイパーブレードラバーを 使 
用し続けると、ウインドガラスを傷 
付けるおそれがあります。キまきむらが 
ある場合は、早めに交換してくださ 
い。 

• フロント ワイパー アーム を起こすと 
きは、必ず運転席側のワイパーアー 
ムから起こしてください。また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパー ア 
ームから戻してください。 

•起こした ワイパーアームを 戻すとき 
は、手を添えながらゆっくりと戻して 
ください。離れた位置から戻すと、ワ 
イ パーアームが変形したり、 ウイン 
ド ガラスに 傷が 付くおそれがありま 
す。 

• 確実に取り付けられていることを確認 
してからワイパーを作動させてくださ 
い。ウインドガラスに傷が付くおそ 
れがあります。 


236 















まのお手入れ 

まのお#入れ 


圈 


フ□ントワイ パー 

〇ワイパーブレード 
▼取り外しなた 

/. アームを 起こします。 

2 . ブしードをツベな見える角度まで傾 
けます。 

5 'ソベを押しな巧5、ブしードを矢印 
①の方向に引いたあと、矢印②の方 
向に抜き取ります。 



▼ 取り付けなた 

• ブしードをアームに 取り付けます。 

• ブしー ドと アームげ 確実 I こ固定ちれて 
いることをお認して <だちい。 


〇ワイパーブレードラバー 
▼取り外しなた 

/. ラバーのストッパー巧ブしードの、ソ 
ベな5外れるまで引きます。 



2 . そのまま ラバーをブしー ドヴ己引き 
抜きます。 


▼ 取り付けなた 

1 . ラパーな己プしートを取り外します。 

2 . ラバーを 取り菅えます。 

3 . プしート①反りの向きじを意して、 
プしートをラパーに差し込みます。 
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H まのお手入れ 

まのお手入れ 


4ストッパー巧ない側な5ラバーをブ 
しード I こ挿入します。 

5 . 取り付けたとき、ストッパーのある 
側打'運転席側になるよラにして<だ 
さし、。 

A ま意 _ 

• ラバーのストッパーにブレードのツメ 
を確実に挿入してください。ウインド 
ガラスに傷が付くおそれがあります。 


リヤワイ パー 

〇ワイパーブレード 
▼取り外しなた 

スアームを起こします。 

之ブしードを矢印の方向じ回し、アー 
ムと垂直にします。 



3 . ブしードをち印の方向じ引いて、ア 
ーム巧5ブしードを引き抜きます。 



▼ 取り付けなた 

逆の手順で行しほす。 
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まのお手入れ 

まのお#入れ 


圈 


〇ワイパーブレードラバー 

▼取 U かしなた 

/. ラバーを手前に引いて、ブしードの 
先端部の:;^トッパーな5取り外しま 
す。 


▼ 取りがけなた 

/. ラバーな己プしートを取り外します。 

2 . ラバーを 取り菅えます。 

3 . プしート①反りの向きじを意して、 
プしートをラバーに差し込みます。 
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H まのお手入れ 

まのお手入れ 


4 . ブしードの先端部の2番目の、ソベな 
己ラバーを挿入します。 

5 . ブしードのを端部のツべにラバーを 
通し、ち51こラバーを挿入して、後 
端部のストッパーを通過ちせます。 

6 . 先端部のツイにラバーを通し、先端 
部のストッパーまで挿入します。 

ス後端部①ツべにラバー巧確実に挿入 
ちれていることをお認して <ださし、 


巧端部のストツバー 



^ _ 

• ブレードのツメをラバーに確実に挿入 
してください。ウインドガラスに傷 
が付くおそれがあります。 
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積雪、寒冷時の巧 y 扱い 

積雪時、寒み時に化まとなる 
運面な謎について説明しています。 


■ 積雪、寒を時の取り扱い 

冬じ向なつてのおす入れ-244 


走行前点検と準備-245 

積雪、塞)ち時の走行-246 

走行中の点検とミち意-247 

走行後の取り扱い-248 










積雪、寒み時の取 y 巧い ^ 

じじ J 積雪、寒冷時の取み扱 O ' 


積雪、寒巧時の巧 y 扱い 


をに向かってのお手入れ 


点検方まなどは、別冊の「ベンテナンス 
ノート」に記載していますので、参照し 
て < ださい。 


/、ッブ"リー 

気温ガ下がるとバッテリーの性能ガ低下 
しエンジッ始動に支障をきたすこと巧あ 
りますので、液量、比重のお認をし、 I 必 
要に応じて液の補給や補充電をして<だ 
さし、。 


エンジンオイル 


寒冷化用ワイパーブレード 

降雪期に使田する寒ち化用ワイパーブし 
ードは、雪が巧着するのを防 < ために金 
属部分をゴムでおおってあります。 

寒)ち t 也用ワイパーブしードは、トヨタ販 
売店で各車指定のブしードをご購入 < だ 
ちい。 

fe アドバイス _ 

•高速走行時は、ほ常のワイパーブレ 
-ドよりウインドガラスがふき取り 
にくくなることがあります。その場合 
は速度を落として走行してください。 


を期はオイルの劣化が激し<なります。 
指定ブしードのエンジンオイルを、早め 
じ交換して < ださい。 


冷が水 

ち®水のま結を防<ためじクーラント 
(不凍液）の濃度の確認を卜3夕販売店 
じ依頼して <ださい。 


ウつン r ' ウオツンヤ—液 

ウオツシわ一液の凍結を防<ために、ウ 
オッシわ一液の濃度を上げて<ださい。 
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積雪、寒み時の巧 y 扱い 

看量、寒冷時の取 y 扱い 



走行前点検と準備 


走行前点検の際に下記の点検ち巧って< 
だちい。 


足回りなどの着氷 

車の下回りをのぞいて、足回りなどじ氷 
塊がイ寸着していないな確認して < ださい。 
巧着している氷塊は、部品を損傷しない 
よラに十分ミち意して取り除いて < ださい。 
ペダル類やハンドルの動きガ円滑などラ 
なち確認して < ださし、。 


車体への積雪 

屋很に積ちった雪は、走巧する前に取り 
除いて<ださい。走巧時、ガラス面に落 
下すると視界のちまたげとなり危険です。 

A ま意 _ 

• 氷結している部分をお理に取り除くと 
塗装などをいためる場合がありますの 
でミ主意してください。 


ドアの凍結 

ドア巧凍結した場合はお理じ開けよラと 
するとドア周りのゴムがは巧れたり、破 
損するおそれガあります。めるま湯をな 
けて氷をとなして<ださい。開けたあと 
は水分をよ<みき取って<ださい。不十 
分ですとまた;東結することがあります。 


ウインドガラスのま結 

ま結しているときは、めるま湯をなけて 

氷をとなし、水分をよ<みき取って<だ 

ちい。 

A ま意 _ 

• 氷をとかすときはめるま湯を使用し、 
熱湯はかけないでください。ウインド 
ガラスが割れるおそれがあります。 

•フロントウインドガラスに付いた氷 
を取り除くために、氷をたたいて割ら 
ないでください。フロントウインド 
ガラスの内側（車内側）が割れるおそ 
れがあります。 


ワイパーなどの凍結 

ワイパー、ドア5ラー、ドアガラスな 
どだまったり、雪ガ固まって動なないと 
きは、めるま湯をかけて氷や雪をとなし、 
水分を/ろき取って < ださい。 

A を意 _ 

• 凍結したまま、または雪が固まったま 
まワイパー、ドアミラー、ドアガラ 
スなどを無理に作動させると、ワイパ 
-ゴムを損傷したり、 モー ターなど 
が故障するおそれがあります。 


乗車時のミち意 

靴にこびりついた雪は、乗車時じよ<落 
として<ださい。ペダル類を操作すると 
きじ滑ったり、室内の湿気ガを<なりガ 
ラスが曇ったりすることがあります。ま 
た、床面などが加湿が態となり、腐食の 
原因となります。 
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積雪、寒み時の取 y 巧い ^ 

じじ J 積雪、寒冷時の取み扱 


積雪、寒冷時の走わ 


雪道、ま結おを走るときはタイわチエー 
ツ または スノー タイわを装着して<だち 
い。 

A 警告 _ 

• 積雪時は、スピードを控えめにしてく 
ださい。路面が凍結している可能性が 
高く、大変スリップしやすくなり、思 
わぬ事故につながるおそれがあり危険 
です。 

チェーン装着ま、スノータイヤ装着 
ま、また 4 WD ま、 ABS 装着車であつ 
ても慎重な運転をしてください。 


タイヤチェーンの装着 

後輸駆動車ですので、チェーンは後5 2 
輸に装着します。4 WD 車ち後5 2輪に 
装着します。 

• チェーンはサイブに合った物を使用し 
て< だちし、。 

• 卜3夕純正品のチェージのご使用をお 
すすめします。 

トヨタ純正品！; i ■外のチェーンの中には、 
使用すると車体に当たり、走巧のちま 
たげとなるおそれがあるちのもありま 
す。詳し<はトヨタ販売店にご相談< 
だちし、。 


A 注意 _ 

• タイヤチ：！:ーンは車のタイヤのサイ 
ズに合った、トヨタ純正品または指定 
サイズの物を使用してください。サイ 
ズの合わないチェーンを使用すると、 
ブレーキ配管や車体を破損し、危険で 
す。 

• タイヤチェーンの取り付けは各タイ 
ヤチェーン付属の取扱説明書にした 
がって巧ってください。 

•タイヤチェーン装着時は 30 km / KLU 上 
で走行しないでください。タイヤチ 
ェーンにかかる負担が大きくなり、チ 
ェーンが切れやすくなります。 

• 取り付け作業は雪上などをさけ交通の 
さまたげにならない安全で平らな場所 
で行ってください。必ず駐車ブレーキ 
をかけ、非常点滅巧を点滅させ、人や 
荷物は降ろし、停止表示板も使用して 
ください。 

•作業をするときは、車体端部などでけ 
がをしないように注意してください。 

•応急用スペアタイヤには標準タイヤ 
用のタイヤチてーンは装着できませ 
ん。後輪がパンクした場合は、応急用 
スペアタイヤを前輪に装着し、外し 
た前輪タイヤを後輪に取り付け、これ 
に標準タイヤ用タイヤチェーンを装 
着してください。 

• タイヤチェーンを装着するとホイー 
ルキャップに傷が付くおそれがあり 
ます。ホイールキャップ装着まはホ 
イールキャップを取り外した状態 
で、タイヤチェーンを装着してくだ 
さい。 
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積雪、寒み時の巧 y 扱い 

焉量、寒冷時の取 y 扱い 


スノー タイヤの装着 

A 警告 _ 

•スノー タイヤ装着時も、4輪とも必ず 
標準タイヤと同じ指定サイズで、同一 
サイズ、同ーメーカー、同一銘柄およ 
び同ートレッドパターン（溝模様） 
の物を装着し、指定の空気圧で走行し 
てください。 

• 化方により条例の違いがありますの 
で、その地区の条例にしたがってくだ 
さい。 


走行中の点検とま意 


ブレーキの巧結 

積雪、寒ち時ではブしーキ装置に巧着し 
た水が凍結し、ブしーキ①効きだ悪<な 
ることガあ U ます。効きげ悪い場合は、 
固旧のををに十分注意して効きが回復す 
るまで、数回ブしーキペダルを軽<踏ん 
でブしーキが正常に働<ことを確認して 
<ださい。 

A ま意 _ 

•万一、ブレーキの効きが回復しないと 
きは、ただちにトヨタ販売店で点検を 
受けてください。 


雪道、ま結おのミ主意 
A ま意 _ 

• 雪道や凍結路では、急加速、急減速、 
急ブレーキ、急ハンドルをさけてくだ 
さい。車両が思わめ動きをして事故に 
つながるおそれがありを険です。 


走行中の雪の付着 


雪道走行時、タイわ A ウス裏側に巧着し 
た雪がホ結し、巧第にたい積してハンド 
ルのきれ巧悪<なることがあります。と 
きどき異常のないことを確認して<だち 
い。ランプ類などは、走巧中に雪のため 
じ暗<なることがあるので、ときどき異 
常のないことをお認して < ださい。 
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積雪、寒み時の取 y 巧い 

じじ J 積雪、寒冷時の取み扱 O ' 


パンク時の対応 

タイわチェーン装着時、後輪巧パンクし 
た場合は、応急巧スペアタイわを前輸に 
装着し、外した前輸タイわを後輪に取り 
巧け、これにタイわチェーンを装着して 
<ださい。 

応急巧スペアタイわじはタイわチエー 
ツは装着できまだん。 



屋外に駐車するときは、車の前部を風下 
や曰の当たるち向に向けて止めて<だち 
い。 

エンジン巧冷えすぎると、始動しに<< 
なること巧あります。 

また、ワイ バー アームは起こして<だち 
い。寒ちでワイパー巧ガラスに凍りつい 
たり、雪の重みでアーム取り巧け部げこ 
われることがあります。 

A 警告 _ 

• 雪が積もった場所や降雪時に駐車する 
ときは、エンジンをかけたままにしな 
いでください。エンジンをかけた状態 
で車の周りに雪が積もると、排気ガス 
が車内に侵入し、重大な健康障害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につながるお 
それがあります。 


A ま意 _ 

• フロントワイパーアームを起こすと 
きは、必ず運転席側のワイパーアー 
ムから起こしてください。また、もと 
に戻すときは助手席側のワイパーア 
-ムから戻してください。 
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積雪、寒み時の巧 y 扱い 

焉量、寒冷時の取 y 扱い 



堅アドバイス _ 

• ぎ;令時は駐車ブレーキをかけるとブレ 
ーキ装置が;ま結して駐車ブレーキが解 
除できなくなるおそれがあります。 
駐まブレーキをかけずにシフトレバ 
-を才ートマチックまは回レンジ、マ 
ニュアルまは1をまたは回（後退）に 
入れて、輪止めをしてください。 

• 軒下や樹木の下での駐車はさけてくだ 
さい。落雪で車体を損傷するおそれが 
あります。 

•降雪時に長時間駐車するときは、ピラ 
-アンテナを収納してください。 

(ピラーアンテナー157ぺージ) 


洗車方法 

凍結防止剤をまいた道路を走行したとき 
は、早めに下回りと足回りをミ先車して< 
ださい。放置すると腐食の原因となりま 
す。洗車をは凍結防止のため水分をよ< 

/るき取って < ださし、。 

fe アドバイス _ 

• ドアのキー挿入口やドア周りのゴム部 
の水分は特によくふき取ってくださ 
い。 


格納方を 

長時間使わないで屋外 I こ放置してお<と 
きは、塗装面の保護とドア周りの凍結を 
防<ために、ボデーカバーを使巧して< 
だちい。 

A 警告 _ 

• エンジンの;令えすぎを防ぐために毛巧 
でおおったり、フロントグリルに段 
ボールや、新聞紙を挟み込まないでく 
ださい。これがもとで燃え出す危険が 
あります。 
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MEMO 


ヴービスデータ 






サービスデータ 


項 目 

サー ビス データ 

点火プラグ 

メーカー 

NGK 

デンソー 

プラグ型式 

ターボ 車が外 

LKR 6 C 

XU 20 HR 9 

ターボ車 

ILKR 7 D 9 

(イリジウムプラグ） 

SXU 22 HPR 9 
(イリジウムプラグ） 

フアンベルト 

たわみ量 ( mm ) 押力 98 N { l 0 kgf } 時 

7.4 〜 9.0 (点檢時） 

点粉立置 ♦广 (0) 

パワーステアリング 
ベルト 

たわみ量 ( mm ) 押力 98 N { l 0 kgf } 時 

12.6 〜 18.3 (点檢時） 

アイドリング回転数 （ rpm ) 

850 

ブレーキペダル 

遊び ( mm ) 

0.5-2 

巧板とのすき間 ( mm ) 

唯力294が30时}時） 

84.3 凹上 

クラッチペダル 

遊び （ mm ) 

15〜25 

巧板とのすき間 ( mm ) 
(切れ残りしろ） 

夕ーボ車なが 

28似上 

夕ーボ車 

25拟上 

駐車ブレーキ 

引きしろ 

(操作力 196 N {20 k が時） 

6〜10ノッチ 

バッテリー 

標準車 

26 B 17 L 

寒冷地仕様車 

44 B 20 L 

フユーエル タンク 

容量 U ) (無銘ガソリン使用） 

40 

ウォッシャータンク 

容量け） 

2.0 
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サービスデータ 


項 目 

サー ビス デー タ 

エンジンオイル 

使用オイルと 
を換時巧 

ターボ車な外 

-トヨタ純正モーターオイル SAE 5 W -30 
( AP 份類 SN / RC 、 ILSAC 規格 GF -5) 

-トヨタ純正モーターオイル SAE 5 W -30 
( AP 份類 SM / EC 、 ILSAC 規格 GF -4) 

6か月ごとまたは、10,000 km ごと (5,000 km ごと*)の 
どちらか早ぃで 

ターボ車 

-トヨタ純正モーターオイル SAE 5 W -30 
( API み類 SN / RC 、 ILSAC 規格 GF -5) 

-トヨタ純正モーターオイル SAE 5 W -30 
( AP 份類 SM / EC 、 ILSAC 規格 GF -4) 

6か月ごとまたは、5,000 km ごと（2,500 km ごと*)の 
どちらか早ぃち 

交換量（ぶ） 

オイル交換時 

約 3.2 

オイ化けイルフィルタ- 
讨イルクトナ-)交麟 

約 3.4 

オイルフイルター 
(オイルクリーナー） 

交換時期 

10,000 km ごと (5,000 km ごと*) 

トランスミッシヨン 
オイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

使用オイル 

M / T 車 

トヨタ純正 MG ギヤオイルスペシャル且 
SAE 75 W -90 ( API 分類 GL -3) 


A / T 車 

アミックスオートフルード〇-の 


M / T 車 

2 WD 

約 1.1 

4 WD 

約 1.95 ( トランスファ含む） 


A / T 車 

約 1.7 ( ドレーン）、約4.目（全容量） 

トランスファオイル 

交換時期 

100,000 km ごと 

使用オイル 

トヨタ純正 MG ギヤオイルスペシャル丑 
SAE 75 W -90 ( A 円分類 GL -3) 

交換量け） 

M / T 車 

約1.95(トランスミッション含む） 

A / T 車 

約 1.6 

デファレンシャル 
オイル 

交換時期 

30,000 km ごとまたは2年ごと 

使用オイル 

トヨタ純正ハイポイドギヤオイル SX 
SAE 85 W - 卵い PI か類 GL -5) 

交換量 U ) 

フ□ント 

約 0.5 

リヤ 

約 1.1 

ブレーキオイル 

交換時期 

2 年ごと 

使用オイル 

トヨタ純正ブレーキフルード2500 H 


* シビアコンディシヨン条件での定期交換の場合 
詳しくは別冊の「メンテナンスノート」を参照してくださし、。 
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サービスデータ 


項 目 

サー ビス デー タ 

エアクリーナーエレメント 

交換時期 

40,000 km ごと（20,000 km ごと*) 

パワ-ステアリングオイル 

使用オイル 

アミックスノ《ワーステアリングフルード 

冷却水 

交換時期 

2年ごと 

使用あ 

卜3夕純正スー/《ーロングライフクーラント 

規定濃度（％) 

30(宴冷化 50) 

全容量 U ) 
(除くリザ-バ-タンク) 

夕ーボ車 
な外 

MAT ま 

5.3(リヤヒーター付き車は 5.7) 

A / r 車 

5.2(リヤヒーター付き車は5.目） 

夕ーボ車 

M / T 車 

5.5(リヤヒーター付き車は 5.9) 

AAT き 

5.4(リヤヒーター付き車は 5.8) 


* シビアコンディシヨン条件でのを期交換の場合 
詳しくは別冊の「メンテナンスノート」を参照してくださし、。 


タイヤサイズ 

タイヤ空気圧 
(空車時： kPa { kgf / cm 2 }) 

タイヤの溝の 
;木さ （ mm ) 

タイヤローテーション 
時期 

前輪 

後輪 

145 R 12-6 PR 

260(2.6} 

350{3.5} 


5,000 km ごと 

T 125/90 D 12( 応急用タイヤ） 

420(4.2} 
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■ 




さくいん 



アイドリンブ回転数-252 


アウター(ドア）ミラ-102 

アシストグリップ-189 

アンチ□ツクブしーキシステム 

(ABS) -71 

アンテナ-157 



EBD -71 


イブニ’ソシヨン（エンジン） 

スイッチ-126 

イブニツシヨンキ-76 

インジ'クーターランプ 

(表示む）-111 

インター□ック-127 

イツナー(ルーム）ミラ-102 



ウインカー(方向指示）スイ'ソチ----121 
ウインドウォツシわ一液の捕給----230 
ウインドガラス 


ウインドガラス 

ドアウインド-100 

パワーウインド-97 

ウインドデフオツ乃ースイツチ----124 
ウオーニングランプ（警告む）----113 

ウオ'ソシわースイッチ-122 

ウオ、ソシわータンクの容量-252 

上向ぎ表示打'-112 

運転席 SRS エアバッグ-64 



エアクリーナーェしベントの 


エアクリーナーエしベントの 

デ—夕-254 

ェァコン 

エアIIン-150 

UP ヒータ -156 

エアコンガス-234 

ェアバッグ-64 

AM/FM ラジオ-162 

AM ラジオ 

AM/FM ラジオ-163 

1 DIN CD - AM/FM 付ステしブ——170 

A/T (ブートマチック）車-138 

ABS -71 

SRS ェアバッグ-64 

FM ラジオ 

AM/FM ラジス-163 

1 DIN CD . AM/FM 付ステし才——170 

M/T (マニュアル）車-137 

LLC (ち却水）のデータ-254 

エンジンオイルのデータ-253 

エンジンオイルしべルヴージ — 228 
エンジン回起計 

(タコベーター）-109 

エンジンキ -76 

エンジン警告ホ 了-113 

エンジンスイツチ-126 

エンジンフード（ボンネット）——90 

エンジン J レーム- 226 

エンジン J レーム①開閉-92 


運転席シートベルト 
ホ装着警告む-116 
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さくいん 



ブイルの交換量-253 

ブイルプしツシわ一（ミ由圧） 


ブイルの交換量-253 

ブイルプしッシゎ一（ミ由圧） 

警告な-114 

応急用スペアタイわ-201 

才ーデイブ-1已7 

ブート（パフー)ウインド-97 

ブートマチックシフト 

インジクータ-112 

才—トマチック車-138 

才ーバードライブ (0/ D ) OFF 

表示む-113 

ブーバードライブスイ'ソチ-142 

ブーパ'-ヒ ー I -209 

ブーパ'-ヘッドシェルフ-186 

オープナー 

フユーエルリッド-96 

ボンタッ I -91 

おすさま専用シー!-已日 

スド^-ター（積算距離計）-110 

オルタネーター（フアン）ベルトの 
点検基準值-252 



鍵（キー）-76 


鍵（キ _) -76 

カップホルタ''-187 

間欠ワイパー（ワイパー • 

ウオ、ソシわースイ、ソチ）-123 



キ-76 


キ-76 

キーインター□ツク-127 

キー(エンジン）スイ'ソチ-126 

キー閉じ込み防止機能-81 

キー巧ぎ忘れ警告ブヴ-85 

キ ーしス エントリ-77 

給ミ由 □ (フユーエルリツド）-95 

緊急停止するには-221 



空気圧-254 


空気圧-254 

空調-1巳0 

クーラー （エアコン）-1巳0 

クーラント（をな!水）のデータ---- -2 已4 
区間距離計（トリップベーター） ----- 110 
曇り取 U 

フ□ン I -1巳巳 

'JP -124 

クラクシヨン（ホーン）スイツチ-- - 12巳 

クラツチスタートシステム-133 

クリーナー（ブイルフイルター）の 

デ-夕-253 

ブ□-ブボックス-186 



警音器（ホーン）スイ'ソチ-12巳 


警音器（ホーン）スイ'ソチ-12巳 

計器（ベータ ー) -108 

警告む-113 

警告ブザー 

キ-抜き忘れ警告ブヴ-8巳 

ライト消し忘れ警告ブヴ-120 

けん引-198 
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さくいん 



工具-192 


高水温警告む-116 

後席（リわシート）-43 

コツ ビネーシヨン スイ'ソチ-118 

コンビネーシヨンベー タ-108 



ヴー ビス デー タ-2 已 1 


サイド （1 主車）ブしーキ-127 

サイド（ドア ）ミう -102 

3点'式シートベル!-已2 

サツバイヴ-185 



CD プし一わ-174 

シート 


CD プし一わ-174 

シート 

フ□ン I -41 

リわ-43 

シートベルト-巳0 

シートべルトモ装着警告む-116 

シガライタ-184 

室内照日月-182 

シフトインジクータ-112 

シフトしパー 

才—トマチック車-139 

マニュアル車-137 

シフト□ツク装置-139 

車載工具-192 

ジわ’ソキのイまし、なた-194 

車両を緊急停止するには-221 

集中（パフー)ドア□ック-84 

充電警告な-114 

使用オイル-253 

乗降ブ'少ソプ-189 

照明-182 

助手席 SRS てアバ'ソブ-64 

助手席前倒し機構-42 

ショッピングフック-188 
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さくいん 



水温警告む-116 


水温警告む-116 

水温表示な-112 

スイッチ-118 

スターター コント □ー ルシステム 

ブートマチック車-13巳 

マニュアル車-133 

スタック（立ち往生）したとき——196 

ステし才けーディオ）-1日7 

スター(タイわ）チェーン -24 巳 

スパーク（点义）プラグの型式——252 

スピードベータ -109 

スペアタイわ-201 

スライド調整-41 

スライドドア-82 



積算距離計（ブドベーター）-110 

tz しクト（シフト）しバー 


積算距離計（ブドベーター）-110 

tz しクト（シフト）しバー 

ブ—トマチ'ソク車-139 

マニュアル車 -137 

洗車-2況 

前照な（ヘッドランプ）① 

切り菅え-119 

前席（フ□ツトシート）-41 



速度計（スピードベーター）——109 



ターボ車-128 


ターボ車-128 

ターンシブナルインジ'クーター 

(ち向指示表示む）-111 

ターンシグナル（方向指示） 

スイ'ソチ-121 

タイわチェーン-246 

タイわの交換-203 

タイわの 六ー タ-254 

タイ わの □-テーシヨン-233 

タコベータ -109 

暖肩（エアコン） 

エア11ン-1已〇 

リわヒータ -1 已 6 



チェーン-246 


チェーン -246 

チェックエンジン警告打 -113 

チェンジ（シフト）しバー 

才ートマチック車 -139 

マニュアル車 -137 

チクットホルダ -18 巳 

子ゃ-づ 说電）警告む -114 

チゎイルドシート -5 巳 

チゎイルドシートの選びヴた -57 

チゎイルドシートの固定の 

しなた -60 

チゎイルドシート①種!貢 -56 

i 主車ブしーキ -127 

駐車ブしーキ①点検基準值 -252 
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さくいん 



ツール（工具）-192 



化水温表示む-112 


化水温表示む-112 

デイスクホイール（タイわ）の 

交換-203 

デイスクホイール（タイわ）の 

デ—夕 -254 

デフアしンシわルブイルの 

デ-夕-253 

デフォッ巧ースイッチ-124 

デフ□スター（曇り取り） 

フ□ント -1 已 5 

I 」わ -124 

デュアル SRS エアバッグ-64 

点义プラブの型式-252 

電球の交換-214 

点検整備項目 

けービスデ-夕） -251 

電動格納式（ドア）ミラ-103 



ド7-80 


ドア-80 

ドァウインド-100 

ドア（ハ°フー）ウインド-97 

ドァ巧一 

手動式-103 

電動格納式-103 

ドァ□ック-84 

時計 

AM / FM ラジス-166 

1 DIN AM / FM 付 CD ステし才-180 

トランスファオイルのデータ——253 
トラン:;^ミツシヨツオイルの 

デ-夕 -253 

トリップべーター(区間距離計） ----- 110 



荷室 LED む-182 


荷室 LED む-182 

荷室ランプ-182 



燃料給ミ由 □ (フユーエルリツド）-95 


燃料給ミ由 □ (フユーエルリッド）-95 

燃料計-109 

燃料残量警告む-116 


燃料（フューエル）タンクの容量-- -2 巳2 
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さくいん 


八 


パーキング（駐氧ブしーキ-127 

パーキング（駐車）ブしーキの 

点検基準值-252 

パートタイム 4 WD システム-129 

陕皿-184 

ハイビーム 

(ヘッドランプ上向き）表示む----112 
ハヴードインジ クーター 

(非常点滅表示む）-111 

ハヴード（非常点滅む）スイッチ-…122 

発お筒-197 

バックドア-8日 

バック（ルーム ）ミラ -102 

パッシング 

(ヘッドランプの切り替え）-119 

バッテ'」一あ打 ' U -207 

バッテ'」一あか」防止機能-183 

バッテ'」一の型式-252 

バルブ（電巧）の交換-214 

ハ°フーウインド-97 

パフーステアリンブブイルの 

デ—夕 -254 

パフーステアリンブベルトの 

点検基準值-252 

パフードア□ック-84 

パック-200 


ハンド（しバー式駐車）ブしーキー-127 


ヒーター （エアコン） 


エア II ン-1巳0 

リわヒータ-156 

非常点滅むスイッチ-122 

非常点滅表示む-111 

ヒ ユーブ ボックス-211 

表示む-111 

ピラー アンテナ-1已7 
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さくいん 



フアンベルトの点検基準イ直-252 

V (フアン）ベルトの点検基準値…-2已2 


フアンベルトの点検基準イ直-252 

V (ファン）ベルトの点検基準値…-2已2 

フィルターのデータ-253 

フスース I 」呈ッター機構付 

シートベル!-已4 

不凍ミ夜 （) 御水）のデ-夕-254 

フユーエルウオーニンブ 

(燃料残量警告む）-116 

フユーエルタンクの容量-252 

フユーエルベーター(燃料計）----109 

フユーエルリッド-95 

プラグの型式-252 

フラットシ ー I -49 

プリテンシヨナ ー& フオース 
リミッター機構付シートベルト -----54 

フルフラットシート-49 

ブしーキ ( ABS ) -71 

ブしーキオイルのデータ-253 

ブしーキ警告な-115 

ブしーキペグルの点検基準值-252 

ブしード（ワイパー)①交換-23巳 

フ□ントシ ー I -41 

フ□ントシートベ J レ!-已2 

フ□ントドア-80 

フ□ントフイパー•ウオッシゎ一 
スイ、ソチ-123 



ヘッドランプ上向き表示む----- 

…-112 

ヘッドランプの切り替え- 

—- 119 

ヘッドランプマニユアル 


しべリンブスイ’ソチ- 

…-]20 

ヘッド' しス h の調整- 

-42 

ヘッドしストの取り外し- 

-43 

ベルトの点検基準値- 

252 



ホイール（タイわ）の交換-203 


ホイール（タイわ）のデータ-254 

ち向指示スィ 'ソチ-121 

方向指示表示む-111 

ホーンスイッチ-12巳 

補給 □ (フユーエルリッド）-95 

ポジション表示 

(シフトインジクータ ー) -112 

ボンネツ I -90 



前倒し-42 


窓ガラス 

ドアウインド-100 

パフーウインド-97 

マニュアル車-137 



ミラー 


ミラ- 

ドアミラ-102 

ルーム ミラ -102 
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さくいん 



ソ—夕-108 


ソ—夕-108 

ソンテナンスデータ 
けービスデータ）-2已1 



ミ由圧警告む-114 



4速ブートマチック 


4速ブートマチック 

トランス呈ツシヨン- 140 

4 WD 車-129 



ライト消し'をれ警告ブヴ-120 


ライト消し'をれ警告ブヴ-120 

ライトスイッチ-119 

ラジエーターミ 夜 （) ちま 日水） の 

デ—夕 -254 

ラジス 

AM/FM ラジオ -1 已 3 

1 DIN CD - AM/FM 付ステしブ——170 
ラバ'- (ワイけ一) の交換-23巳 



リクライニング調整-41 


リクライニング調整-41 

'化つンスイッチ-77 

リわウインドデフォッガー 

スイッチ -124 

リわシ ー I -43 

I 」わデフアしンシわんオイルの 

デ-夕-253 

リわドア-82 

リわヒータ -1巳6 

リわワイパー-ゥォッシゎ一 

スイ'ソチ-124 



ルーム5ラ-102 

ルームランプ -182 


ルーム5ラ-102 

ルームランプ -182 



をな!水のデータ-254 


をな!水のデータ-254 

冷房（てアコッ）-150 

しバー式 i 主車ブしーキ-127 

しべリンブスイ、ソチ-120 



□-テーシヨン- 233 
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フイパー-ウオツシわ一 


フイパー-ウォッシわ一 

スイッチ-122 

フイハ°_の交換 -23 巳 

フイわしスドア□ック 

(キーしスエントリー) -77 

W 数履或） -214 

1 DIN CD - AM/FM イ寸ステし才 -168 



1 DIN CD • AM / FM 付ステし才-168 



3点式シートベルト-巳2 



4速才ートマチック 


4速才ートマチック 

ト ランつミッション-140 

4 WD 切り替えスイッチ-129 

4WD 車-129 
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ABS -71 


ABS -71 

ABS 警告む -117 

A/C (エアコン） -1 已〇 

AM/FM ラジオ -1 已 2 

AM ラジオ 

AM/FM ラジオ -1 已 3 

1 DIN CD - AM/FM 寸ステし才 ——170 
A/T (才ートマチック）車 -138 



CD プし一わ -174 



FM ラジス 


FM ラジス 

AM/FM ラジオ -1 已 3 

1 DIN CD - AM/FM 付ステし才 ——170 



SRS エアバッグ -64 


SRS エアバッグ -64 

SRS エアバッグ警告な -70 

SRS エアバッグコッピユータ -70 



V ( フアン）ベルトの点検基準値--- 252 



W 数（電嫩 -214 



LLC (冷却水）①データ -254 



M/T ( マニュアル）車 -137 



0/D OFF 表示む -113 

0/D (オーバードライブ） 


0/D OFF 表示む -113 

0/D (オーバードライブ） 

スイ、ソチ -142 
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お問い合わせ、ご柏談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 ■ フリーコール 

固0800 -700-7700 

オーフン時間3日日曰9:日日〜18:日日 


所在地〒4日日- 8711名ち屋巿中巧区名駅 4 T 目 7 蚕 1 号 

「個人情報保護方針」については、 
http :// 浦 w . toyota . co . jp にて掲載しております。 


1-3 巧自動軍巧巧会せ 

http://toyota.Jp 



TOYOTA 


M B 5138 
01999 - B 5138 
KB - 2012年 12 月 10 曰 
2012年 12 月 17 日初版 
ピクシス/くン 


